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特集 ■ 女性が活躍する地域づくり

本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです
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四
国
遍
路
は
、
八
十
八
か
所
の
札
所
霊
場
と
そ
れ
を

結
ぶ
約
１
４
０
０
㎞
の
遍
路
道
を
め
ぐ
る
長
距
離
巡
拝

で
す
。
今
年
は
、
四
国
霊
場
が
弘
法
大
師
空
海
に
よ
っ

て
開
か
れ
て
か
ら
１
２
０
０
年
目
と
さ
れ
る
記
念
の
年

で
、
空
海
の
誕
生
地
で
あ
る
75
番
札
所
善
通
寺
を
は
じ

め
、
各
霊
場
で
は
、
社
会
の
平
穏
と
更
な
る
遍
路
文
化

の
認
知
向
上
の
た
め
記
念
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
人
々
に
癒
し
と
救
い
を
与
え
続
け
て

き
た
四
国
遍
路
は
、
地
域
社
会
の
「
お
せ
っ
た
い
」
に

支
え
ら
れ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
「
生
き
た
文
化
遺
産
」

で
す
。
こ
れ
を
未
来
へ
継
承
・
保
存
す
る
た
め
、
四
国

４
県
で
は
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
遺
産
登
録
の
前
提
と
な
る
暫
定
リ
ス
ト
へ

の
記
載
を
目
標
と
し
て
、
各
札
所
や
遍
路
道
の
文
化
財

調
査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
香
川
県
で
は
昨
年
10
月
、

81
番
札
所
白
峯
寺
か
ら
82
番
札
所
根
香
寺
へ
至
る
遍
路

道
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。「
生
き
た
文
化
遺
産
」

で
あ
る
四
国
遍
路
を
確
実
に
継
承
す
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
表
紙
の
写
真
は
、
さ
ぬ
き
市
の
86
番
札
所
志
度
寺
）

　

問
い
合
わ
せ
先
＝
香
川
県
政
策
部
文
化
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
（
０
８
７̶

８
３
２̶

３
７
８
３
）

　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
提
供　

香
川
県
観
光
協
会
）
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パ
ソ
コ
ン
で
「
地
域
づ
く
り
」
を
検
索
す
る
と
、
真
っ
先
に
、

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
『
月
刊 

地
域
づ
く
り
』
が
出
て
く

る
。
２
０
１
４
年
６
月
号
で
通
巻
３
０
０
号
を
迎
え
た
。
創
刊
が

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
よ
く
長
続
き

し
て
き
た
も
の
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

本
誌
の
特
徴
は
、
①
全
国
各
地
の
地
域
活
性
化
に
対
す
る
取
り

組
み
を
広
く
紹
介
し
、
②
毎
月
発
行
し
て
い
る
当
セ
ン
タ
ー
の
情

報
誌
で
、
セ
ン
タ
ー
会
員
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
に
送
付

さ
れ
、
③
地
域
活
性
化
に
資
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
特
集
を
組
ん

で
い
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
誌
は
、「
宝
く
じ
」
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
助
成
を
受
け
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
本
誌
は
、
約
２
万
２
３
０
０
部
を
発
行
し
、
全
国
の
自

治
体
の
ほ
か
、
政
府
関
係
機
関
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
商
工
会
議

所
、
商
工
会
、
公
立
図
書
館
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
届
け
ら
れ
て
い

る
か
ら
、文
字
通
り
「
地
域
づ
く
り
」
の
情
報
誌
と
し
て
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ワ
イ
ド
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

毎
号
、特
集
を
組
む
編
集
に
な
っ
て
い
る
が
、適
切
な
特
集
テ
ー

マ
の
選
択
自
体
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。
毎
号
興
味
深
い
テ
ー
マ
が

設
定
で
き
る
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
全
国
で
、
多
様
な
地
域

づ
く
り
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

地
域
づ
く
り
と
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
生
活

の
場
を
よ
り
よ
き
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

と
い
え
る
。「
づ
く
り
」
と
い
う
言
い
方
に
は
人
び
と
の
持
続
的

な
願
い
が
託
さ
れ
て
い
る
。
現
状
を
し
っ
か
り
捉
え
、
よ
り
よ
き

状
態
を
目
指
し
て
努
力
と
工
夫
を
重
ね
て
い
け
ば
、
地
域
は
必
ず

住
み
よ
い
場
、
住
み
続
け
た
い
場
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

だ
、
と
い
う
堅
固
な
意
思
の
表
明
で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
づ
く
り
が
多
様
に
展
開
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、

も
ち
ろ
ん
本
誌
の
毎
号
を
見
れ
ば
わ
か
る
が
、例
え
ば
毎
年
の「
地

域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」を
一
覧
す
れ
ば
容
易
に
想
像
で
き
る
。

こ
の
表
彰
は
、
全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
よ
り
良
く
し

よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
づ

く
り
へ
の
情
熱
や
想
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
づ
く
り
の
内
容
を
見
る
と
、
地
域
を
構
成
し
て
い
る
各
要

素
と
そ
の
結
び
つ
き
に
係
る
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

地
域
は
、自
然
と
モ
ノ（
人
工
物
）と
人
と
出
来
事（
活
動
）に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
各
要
素
が
独
自
の
姿
を
と
っ

て
現
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
が
独
自
に
結
び
つ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
個
性
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

個
性
と
は
地
域
の
人
び
と
の
心
と
技
の
表
現
で
あ
る
が
、
そ
の
あ

り
方
に
よ
っ
て
、
生
業
・
生
計
の
立
て
方
も
、
自
然
の
た
た
ず
ま

い
も
、
家
屋
や
道
路
の
造
り
方
も
、
付
き
合
い
方
も
、
互
助
の
活

動
も
、
外
の
人
び
と
の
イ
メ
ー
ジ
も
違
っ
て
く
る
。

　

地
域
づ
く
り
は
、
し
ば
し
ば
「
地
域
活
性
化
」
と
同
義
語
と
し

て
使
わ
れ
る
。
活
性
化
に
は
、
地
域
に
お
い
て
停
滞
・
衰
退
し
つ

つ
あ
る
も
の
を
再
び
息
づ
か
せ
る
、
活
発
に
働
く
よ
う
に
す
る
と

い
う
意
味
も
あ
る
が
、
活
性
化
に
際
し
、
地
域
の
各
要
素
の
潜
在

可
能
性
を
当
該
地
域
の
人
び
と
が
自
ら
引
き
出
し
て
い
く
と
い
う

「
内
発
的
発
展
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。「
な
い
も
の
ね
だ
り
を
し

な
い
」
と
い
う
発
想
で
あ
り
、
地
域
の
将
来
を
外
の
力
に
委
ね
な

い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
、
高
齢
者
の
居
場
所
と
出
番
の
用
意
、
在
宅
で
の
穏
や
か
な
看

取
り
の
実
現
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
産
づ
く
り
、
空
き
家
や

廃
止
施
設
の
有
効
利
用
、
地
場
の
魅
力
を
提
供
す
る
観
光
開
発
、

外
の
人
と
の
物
心
両
面
で
の
交
流
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
の
推

進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
従
来
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
そ
う
し
た
活
動
は
行

政
が
直
接
実
施
し
、
行
政
か
ら
民
間
へ
の
委
託
や
助
成
と
い
う
形

で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
、
地
域
の
課
題
を
自
分
た
ち
で

解
決
し
た
い
と
い
う
志
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
企
業
、
地
域

住
民
グ
ル
ー
プ
が
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
民
間
と
行

政
の
協
働
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
と
も

に
、
行
政
と
民
間
が
協
働
す
る
自
主
・
自
律
の
地
域
づ
く
り
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
。

大森　彌東京大学名誉教授
全国地域リーダー養成塾塾長

「地域づくり」３００号に寄せて



女性が活躍する地域づくり

新潟の中山間地域で活躍する「移住女子」の皆さん。
フリーペーパーで地域の暮らしを発信している
● 新潟県（p12-13）

子どもたちを対象に〝出前授業〟する「だいごの実」のメンバー。
酪農女性が牛乳の魅力を伝え、消費拡大に取り組んでいる
● 北海道中札内村（p８- ９）

牡蠣の「株分け作業」をするウギャルプロジェクトのメンバー。
ファッション誌のモデルが漁業に挑戦する姿は大きな反響を呼んだ
● 岩手県釜石市（p10-11）

横浜市の文学館「大佛次郎記念館」の活性化策について話し合
う女子大生ら。豊かな発想力が地域課題解決に役立っている
● 東京都墨田区（p14-15）

女性の視点を活かし、観光振興に取り組む山梨市の「女子観光
プロモーションチーム」のメンバー。前列中央は望月清賢市長
● 山梨県山梨市（p16-17）

鹿の革を利用し製品を作る主婦ら。泰阜村では有害鳥獣
の皮革を活用し、地域おこしが進められている
● 長野県泰阜村（p18-19）



道の駅「くんま水車の里」にある、そばを中心とした食
堂「かあさんの店」。温かい田舎の和やかさを感じさせる

鯖江市は今年度から女子高校生の豊かなアイデアをまちづくりに生かす
「ＪＫ課プロジェクト」を進めている。写真は記者会見で抱負を語る女子高生ら

ハーストーリィプラスが運営する食材店のスタッフ。生
活者の視点を持つ主婦を採用している

● 静岡県浜松市（p20-21）● 福井県鯖江市（p22-23）

● 広島市（p26-27）

ガイドグループ「案ガールズ」の皆さん。ラムサール条約の登録湿
地である豊岡市の田結湿地を女性ならではの感性で案内している
● 兵庫県豊岡市（p24-25）

「ＮＰＯ法人子育てネットワークえひめ」のスタッフ。
頑張るママたちの頼りになる応援団だ
● 愛媛県松山市（p28-29）

農産物加工グループ「Ｈｅｌｌｏさつま」のメンバー。
農産物加工ビジネスで地域活性化に貢献している
● 鹿児島県さつま町（p30-31）
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女
性
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

　

地
域
づ
く
り
に
女
性
が
大
き
く
貢
献
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
地
域
づ
く
り
と
女
性
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
日
本
で
は
、
近
年
非

営
利
セ
ク
タ
ー
が
拡
大
し
、
特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
活
動
す

る
人
た
ち
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
転
換
期
と

な
っ
た
の
は
１
９
９
８
年
に
施
行
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
特
定
非
営
利

活
動
を
行
う
団
体
に
法
人
格
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
法
人
格
を
得
た
法
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
よ
ば
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
金
を
も
た
な
い
普
通
の
市
民
た

ち
が
法
人
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
社
会
的
な
活
動
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
法
的
認
知
、
社
会
的
認
知
が
与
え
ら
れ

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
数
は
２
０
１
４
年
２
月
末
で

４
万
８
８
５
４
法
人
に
な
り
（
内
閣
府
調
べ
）、
社
会
の

な
か
で
の
認
知
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
促
進
の
背
景
に
は
、少
子
高
齢
化
社
会
、

子
育
て
不
安
の
増
加
、
若
年
失
業
問
題
、
地
球
温
暖
化
な

ど
、
多
様
化
し
複
雑
化
す
る
社
会
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
社
会
問
題
の
多
く
は
行
政
主
導
で
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
が
、
地
域
社
会
に
よ
る
助
け
合
い
や
個
々

人
が
解
決
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
り
、
こ

こ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
重
要
さ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

社
会
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
２
０
１
３
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
調
査
に
よ
る
と
、
も
っ
と
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

登
録
が
多
い
活
動
は
、「
保
健
・
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
」

（
57
・
２
％
）、次
い
で
「
町
づ
く
り
の
推
進
」（
39
・７
％
）、

「
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
推
進
」（
38
・
３
％
）
と
な
っ
て

い
る(

複
数
回
答
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
体
の
５
分
の
４
を
占

め
る
所
轄
庁
か
ら
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
認
定
・
仮
認
定

を
受
け
て
い
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
場
合
）。
ま
た
、
年
間

収
入
の
中
央
値
は
６
６
２
万
円
、
職
員
数
の
中
央
値
は
５

名
、
有
給
職
員
数
の
中
央
値
は
３
名
と
、
日
本
に
お
い
て

は
比
較
的
規
模
が
小
さ
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
多
く
を
占
め
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
内
閣
府
が
非
営
利
で
活
動

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
任
意
団
体
に
実
施
し
た
「
市

民
活
動
団
体
等
基
本
調
査
」（
２
０
０
８
年
）
に
よ
る
と
、

市
民
活
動
に
従
事
す
る
の
は
女
性
が
多
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
ス
タ
ッ
フ
も
女
性
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ

の
性
別
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
「
女
性
だ
け
、
あ
る
い
は

女
性
が
ほ
と
ん
ど
」
が
24
・
４
％
（
任
意
団
体
で
は
40
・

５
％
）、「
や
や
女
性
が
多
い
」
が
21
・
１
％
（
任
意
団
体

で
は
15
・
７
％
）
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
調
査
し
た
団
体
全
体
で
は
、
女
性
が
多
い
団
体

が
53
・
３
％
、
男
性
が
多
い
団
体
が
27
・
３
％
で
あ
り
、

全
体
に
女
性
が
活
動
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

特 集

大
槻
　
奈
巳

女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

社
会
問
題
解
決
に
大
き
く
貢
献
す
る
女
性
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

聖
心
女
子
大
学
教
授

̶
高
齢
化
へ
の
対
応
、
起
業
支
援
な
ど
多
彩
な
活
躍̶

１



か
る
。
同
様
に
年
齢
を
み
て
み
る
と
（
多
い
年
齢
層
を
二

つ
ま
で
）、「
60
代
以
上
」
が
55
・
７
％
、「
50
代
以
上
」

が
43
・
６
％
、「
40
代
以
上
」
が
21
・
３
％
、「
30
代
以
上
」

が
12
・
２
％
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
場
合
は
30
代
、

40
代
の
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
さ

ら
に
、
総
務
省
の
「
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
」
に
よ
る

と
非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
従
業
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

２
０
０
９
年
に
は
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
る
。
な
ぜ

日
本
で
は
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
市
民
活
動
を
行
い
、

非
営
利
セ
ク
タ
ー
で
活
動
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
参
加
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
担
い
手
と
し
て
女
性
が
注
目
さ
れ
る
理

由
と
し
て
岡
本
英
雄
元
上
智
大
教
授
は
、（
１
）
性
別
役

割
分
業
に
よ
っ
て
女
性
は
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
か
ら
解
放
も

し
く
は
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
非
営
利
的
な
活
動
が
男
性

よ
り
も
女
性
に
親
和
的
で
あ
る
こ
と
、（
２
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は

男
性
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
き
た
営
利
企
業
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
十
分
供
給
さ
れ
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
者
と
し
て
、
新
た
に
登
場
し
て
き
た
の
で
、
男
性
に
よ

る
主
導
の
程
度
が
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
く
、
周
辺
的
で
あ
る

が
ゆ
え
に
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
面
が
あ
る
こ
と
、（
３
）

現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
主
流
を
な
す
福
祉
や
教
育
が
、
女

性
に
向
い
て
い
る
活
動
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
女
性
に

参
加
し
や
す
い
状
況
を
作
っ
て
い
る
こ
と
、
と
述
べ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
が
、
女
性
た
ち
が
団
体
を
作

り
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
事
例
を
み

て
み
た
い
。

　
　
　
　

４
名
の
事
例
か
ら

　
　
（
１
）
配
食
サ
ー
ビ
ス
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ

　
　
　
　
　
　

…
代
表
ａ
さ
ん
の
場
合

　

生
協
活
動
を
行
っ
て
い
た
主
婦
6
名
が
中
心
に
な
っ
て

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
団
体
を
立
ち
上
げ
、
の
ち
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
し
た
。
自
分
た
ち
に
で
き
る
地
域
の
た
め
に
な
る
活

動
を
し
た
い
と
考
え
、
市
内
お
よ
び
近
郊
の
高
齢
者･

障

が
い
者
等
の
世
帯
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
た
。
平
日

お
よ
び
祝
日
の
昼
食
と
夕
食
を
調
理
し
、
弁
当
箱
に
詰
め

て
会
員
宅
に
届
け
て
い
る
。
最
初
は
１
日
75
食
か
ら
は
じ

め
た
が
、
年
々
利
用
者
数
は
増
加
し
、
近
年
は
市
の
委
託

事
業
も
受
け
、
こ
の
４
年
間
で
17
万
食
を
届
け
て
い
る
。

１
食
あ
た
り
６
０
０
円
程
度
で
あ
る
が
、
注
文
に
応
じ
て

お
か
ず
や
ご
は
ん
の
大
き
さ
・
硬
さ
を
変
え
て
提
供
し
、

好
評
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
た
時
、
メ
ン

5 2014・６月号 地域づくり

特 集 女性が活躍する地域づくり

２

男 性 だ
け、ある
いは男性
がほとん
ど

女 性 だ
け、女性
がほとん
ど

やや男性
が多い

やや女性
が多い

男女ほぼ
同じくら
い

無回答

任意団体
(3,179) 15.7% 40.5% 9.5% 15.7% 10.9% 7.7%

特定非営利活動法人
(1,200) 20.8% 24.4% 12.0% 21.1% 19.5% 2.2%

表1　スタッフの性別

表2　事業所の従業員の女性比率（全産業）

出典：総務省「事業所・企業統計調査」各年、2009 年は「経済センサス - 基礎調査」
*「経済センサス‐基礎調査」は、新しく創設した調査のため、旧来の「事業所・企業統計調査」
（2006 年まで実施）とは、調査手法が異なる。
*1　非営利セクターは「会社以外の法人 (2006 年は「その他法人」)」と「法人でない団体」の合計。
*2　独立行政法人は 2001 年・2006 年は政府セクター、2009 年は非営利セクターに分類
*3　2004 年調査は民営事業所のみの簡易調査。 

出典：内閣府国民生活局，2009 年，「平成 20 年度市民活動団体等基本調査報告書」41 頁

2009 年 2006 年 2004 年 2001 年

営利セクター 40.8% 40.4% 40.4% 40.6%

非営利セクター (*1) 60.2% 61.1% 60.1% 58.6%

政府セクター (*2) 42.0% 40.3% - (*3) 39.1%



バ
ー
に
支
払
わ
れ
た
時
給
は
２
０
０
円
で
あ
っ
た
が
、
将

来
は
金
銭
的
報
酬
が
あ
が
る
と
メ
ン
バ
ー
は
信
じ
て
活
動

を
行
い
、
時
給
が
少
な
く
て
も
、
地
域
に
役
立
つ
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
や
利
用
者
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ

と
へ
の
喜
び
が
そ
れ
を
補
っ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
の
時

給
は
地
域
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
時
給
と
ほ
ぼ
同
額
に
な

り
、
地
域
の
パ
ー
ト
と
し
て
働
く
よ
り
時
間
的
に
融
通
が

利
き
、
社
会
的
に
重
要
な
活
動
を
自
分
た
ち
の
手
で
行
っ

て
い
る
と
実
感
で
き
る
こ
と
に
メ
ン
バ
ー
は
大
き
な
魅
力

を
感
じ
て
い
る
。

　　
　
（
２
）
外
国
人
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ

　
　
　
　
　
　

…
事
務
局
長
ｂ
さ
ん
の
場
合

　

日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
へ
の
多
言
語
に
よ
る
生
活
相

談
事
業
（
ご
み
問
題
解
決
キ
ッ
ト
の
開
発
）、
外
国
人
を

対
象
に
し
た
医
療
通
訳
、
外
国
人
の
子
供
へ
の
支
援
事
業

（
外
国
籍
児
童
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
、
講
師
派
遣
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動

に
よ
っ
て
外
国
人
が
地
域
の
な
か
で
円
滑
に
生
活
で
き
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
近
年
、
活
動
の
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
医
療
通
訳
で
あ
り
、
市
か
ら
の
委
託
事

業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ｂ
さ
ん
が
５
年
間
に
わ
た
り
、
市

に
か
け
あ
っ
た
結
果
、
予
算
が
つ
い
た
事
業
で
あ
る
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
行
政
か
ら
委
託
事
業
を
受
け
る
こ
と
は
多
い

が
、
行
政
に
か
け
あ
っ
て
今
ま
で
な
か
っ
た
事
業
を
委
託

事
業
に
で
き
た
こ
と
は
、
事
業
を
展
開
す
る
上
で
も
、
金

銭
的
報
酬
を
支
払
う
上
で
も
非
常
に
大
き
い
こ
と
だ
っ
た

と
い
う
。Ｂ
法
人
の
地
域
に
お
い
て
、医
療
通
訳
に
携
わ
っ

て
い
る
人
は
、
中
国
帰
国
者
の
２
世
や
３
世
、
留
学
経
験

の
あ
る
主
婦
が
多
く
、
金
銭
的
な
報
酬
は
交
通
費
程
度
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
こ
の
状
況
の
な
か
、
Ｂ
法
人
が
医
療
通
訳
の
報
酬

を
地
域
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
同
じ
程
度
、
支
払
う
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
地
域
の
医
療
通
訳
全
体
の
状
況
を
改
善

す
る
た
め
の
一
歩
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
（
３
）
女
性
の
経
済
的
自
立
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ

　
　
　
　
　
　

…
代
表
ｃ
さ
ん
の
場
合

　

起
業
を
め
ざ
す
女
性
を
対
象
と
し
て
、
起
業
の
訓
練
、

起
業
の
支
援
、
さ
ら
に
起
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
と
起
業
全
般

に
わ
た
り
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
①
起
業
を
考
え
て
い
る
女
性
に
安
価
で
ス
ペ
ー
ス

を
貸
与
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
、
②
市
か
ら

の
委
託
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
実

施
、
③
起
業
を
考
え
て
い
る
女
性
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
、
相
談
事
業
、
を
行
っ
て
い
る
。
活
動
の
目
標
は
、

起
業
の
た
め
の
資
金
や
知
識
の
な
い
女
性
、
特
に
主
婦
に

と
っ
て
有
益
な
情
報
や
支
援
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と

も
と
は
代
表
ｃ
さ
ん
が
、
起
業
し
よ
う
と
考
え
い
ろ
い
ろ

な
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
が
、
有
益
な
セ
ミ
ナ
ー
が
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
経
験
か
ら
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
は
う

ま
れ
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
は
地
域
で
人

気
と
な
る
ベ
ー
カ
リ
ー
経
営
者
が
生
ま
れ
た
り
、
市
か
ら

の
委
託
事
業
で
は
地
域
の
女
性
た
ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
た
り
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
は

全
員
が
女
性
で
あ
り
、
理
事
に
は
会
社
経
営
者
、
税
理
士
、

司
法
書
士
、
弁
護
士
な
ど
が
集
ま
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

を
つ
と
め
、
個
別
の
相
談
業
務
も
メ
ン
バ
ー
が
対
応
し
て

い
る
。
一
方
で
、
自
分
た
ち
の
時
間
と
労
力
を
削
っ
て
活

動
し
て
い
る
が
、金
銭
的
報
酬
は
ほ
と
ん
ど
得
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
金
銭
的
報
酬
を
得
た
ら
自
分
た
ち

の
活
動
を
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
方
た
ち
が
支
援
を
や
め

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
４
）
男
女
共
同
参
画
推
進
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ

　
　
　
　
　
　

…
代
表
ｄ
さ
ん
の
場
合

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
は
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
提
案
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
能
力
が
生
か
さ
れ
、
活
性
化
し
た

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
習
会
の
実
施
、
女
性
の
人

権
や
自
立
に
関
わ
る
問
題
の
調
査
・
研
究
な
ど
を
行
い
、

事
業
の
多
く
は
市
か
ら
の
委
託
で
あ
る
。
ｄ
さ
ん
は
出
産

で
退
職
し
、
専
業
主
婦
と
し
て
夫
の
転
勤
で
地
元
を
離

れ
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
枯
渇
し
て
い
た
時
、
あ
る
団

体
の
活
動
に
参
加
し
、
地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
、
女
性

の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
た
と
い
う
。
こ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
男
女
共

同
参
画
に
資
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ｄ
さ
ん

は
、
全
国
の
団
体
や
行
政
の
人
々
と
の
間
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
き
、
彼
ら
か
ら
新
し
い
も
の
の
考
え
方
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
て
お
り
、「
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と

考
え
て
い
る
。
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
金
銭
的
報
酬
は
低
い

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
お
け
る
収
入
は
、「
労
働
の
対
価
＋

生
き
が
い
・
志
」
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
ま
り
気
に
し
て

い
な
い
。

　
　
　
　

地
域
づ
く
り
と
女
性
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

　

四
つ
の
事
例
を
み
て
き
た
が
、
第
１
に
、
解
決
し
よ
う
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と
す
る
課
題
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
処
、
外
国
人
と
の

共
生
、
女
性
の
就
労
の
拡
大
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
女
性
た
ち
は
地
域
の
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
つ

な
が
り
を
深
く
し
て
い
る
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ａ
さ
ん
た
ち
は
、
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、な
に
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
、配
食
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
た
が
、
そ
の
活
動
は
高
齢
者
が
在
宅
で
暮
ら

せ
る
助
け
と
な
り
、
Ａ
法
人
を
軸
に
利
用
者
、
生
産
者
、

行
政
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
る
。
ｂ
さ
ん
は
外
国
人
支

援
の
新
た
な
枠
組
み
を
つ
く
り
、
そ
の
地
域
全
体
の
医
療

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
外
国
人
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
と
な
っ

て
い
る
。
ｃ
さ
ん
の
活
動
は
女
性
へ
の
起
業
支
援
を
行
う

な
か
で
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
貸
し
出
す
こ
と
で
商
店
街
の
な
か
に
新
た
な
活
気
を

う
み
、
さ
ら
に
は
起
業
し
た
女
性
が
繁
盛
店
を
だ
す
こ
と

で
地
域
を
活
性
化
し
て
い
る
。
ｄ
さ
ん
は
全
国
の
団
体
や

行
政
の
人
々
と
の
間
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
新
し
い

視
点
や
知
識
を
得
て
、
そ
れ
を
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
実
現
に
い
か
し
て
い
る
。

　

第
２
に
、
女
性
た
ち
の
活
動
は
地
域
づ
く
り
に
資
す
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
た
ち
自
身
が

力
を
つ
け
る
土
台
に
も
な
っ
て
い
る
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

ａ
さ
ん
た
ち
の
時
給
は
、
２
０
０
円
か
ら
地
域
の
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
と
同
じ
程
度
ま
で
上
が
っ
た
が
、
収
益
に
つ
な

げ
る
工
夫
や
行
政
と
の
交
渉
を
行
う
中
で
、
事
業
を
拡
大

し
収
益
を
上
げ
る
力
を
つ
け
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｄ
さ
ん
は
夫
の
転
勤
で
地
域
に
転
入
し
て
き
た
専
業
主
婦

で
あ
っ
た
が
、
活
動
を
通
し
て
自
分
の
生
き
方
を
探
り
、

活
動
と
と
も
に
自
ら
も
成
長
し
て
い
っ
て
い
る
。

　

第
３
に
、
一
方
で
、
金
銭
的
報
酬
が
あ
ま
り
支
払
わ
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
今
回
の
事
例
で
は
、ｃ
さ
ん
、

ｄ
さ
ん
た
ち
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
金
銭
的
報
酬
が
き
ち
ん

と
支
払
わ
れ
る
か
、
そ
う
で
な
い
か
は
、（
１
）
事
業
志

向
型
の
活
動
か
、
提
案
志
向
型
の
活
動
で
あ
る
か
、（
２
）

メ
ン
バ
ー
の
経
験
、
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
業
志
向

型
の
場
合
は
、
行
う
事
業
が
明
確
で
事
業
が
拡
大
し
、
収

益
が
上
が
れ
ば
金
銭
的
報
酬
を
メ
ン
バ
ー
が
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
一
方
、

提
案
志
向
型
の
活
動
の
場
合
（
ｄ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
）、
収

益
を
上
げ
る
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
が
難
し
い
。
収
益
が

上
が
ら
な
い
と
、メ
ン
バ
ー
間
で
配
分
す
る
報
酬
が
な
い
。

　

ま
た
、
従
事
す
る
メ
ン
バ
ー
が
金
銭
的
報
酬
を
労
働
の

対
価
と
し
て
得
る
の
が
当
然
と
考
え
て
活
動
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
金
銭
的
報
酬
が
す
べ
て
で
は
な
い
と
い
う
考

え
を
持
つ
か
で
、
金
銭
的
報
酬
が
実
現
す
る
か
、
そ
う
で

な
い
か
が
異
な
る
。
そ
し
て
、
労
働
の
対
価
と
し
て
当
然

と
考
え
る
か
、
考
え
な
い
か
に
は
、
ひ
と
つ
は
メ
ン
バ
ー

の
そ
れ
ま
で
の
職
業
経
験
や
状
況
が
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
専
業
主
婦
で
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て

い
た
ｄ
さ
ん
に
と
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
活
動
す
る
こ
と

で
得
ら
れ
る
も
の
は
、「
労
働
の
対
価
＋
生
き
が
い
・
志
」

で
あ
り
、
一
方
で
、
働
く
こ
と
の
延
長
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が

あ
っ
た
ａ
さ
ん
に
と
っ
て
は
生
き
が
い
や
志
は
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
労
働
の
対
価
は
金
銭
的
な
報
酬
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
彼
女
た
ち
の
金
銭
的
報
酬
へ
の
考
え
に
は
他
に
生

計
を
支
え
る
も
の
が
い
る
か
ど
う
か
に
も
大
き
く
左
右
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
も
つ
活
動
そ
の
も
の
の
特
徴
が
、

メ
ン
バ
ー
が
金
銭
的
報
酬
を
得
る
こ
と
へ
の
志
向
性
を
弱

め
て
い
る
。
社
会
的
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
使

命
感
が
金
銭
的
報
酬
へ
の
志
向
性
を
弱
め
、
金
銭
的
報
酬

が
な
く
て
も
そ
れ
を
補
う
満
足
感
を
与
え
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
へ
の
金
銭
的
報
酬
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
え
る
と

き
、
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
・
使
命
感
と
金
銭
的
報
酬
へ
の

考
え
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
従
事
す
る
メ
ン
バ
ー
が
金
銭
的
報
酬

を
得
る
こ
と
の
社
会
的
認
知
も
必
要
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
非
営
利
団
体
で
あ
り
、
法
人
と
し
て
は
利
益
を
追
求

し
な
い
が
、
そ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー

の
活
動
（
労
働
）
の
対
価
が
切
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
な
い
。

　

地
域
づ
く
り
と
女
性
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
考
え
て

き
た
。
女
性
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
資

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
女
性
自
身
が
力
を
つ
け
る
場

に
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、金
銭
的
報
酬
を
み
た
と
き
、

そ
れ
が
十
分
で
な
い
場
合
も
あ
り
、
よ
り
持
続
的
な
活
動

を
考
え
れ
ば
、
労
働
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
よ
う
な

事
業
展
開
や
メ
ン
バ
ー
の
意
思
が
必
要
と
い
え
よ
う
。

　
○
参
考
文
献

（
１
）
岡
本
英
雄
、
２
０
０
５
、「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
」﹃
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
﹄　

独
立
行
政
法

人
国
立
女
性
教
育
会
館

（
２
）
大
槻
奈
巳
、
２
０
１
１
、「
女
性
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

と
キ
ャ
リ
ア
形
成
」﹃
季
刊
家
計
経
済
研
究
﹄N

o.89

公
益
財
団
法
人
家
計
経
済
研
究
所
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女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

◆◆  

酪
農
女
性
グ
ル
ー
プ
「
だ
い
ご
の
実
」

◆
　

中
札
内
村
は
北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局
管
内
の
南
部
に

位
置
し
、畑
作
と
畜
産
の
両
方
が
盛
ん
な
農
村
地
帯
で
す
。

村
内
の
酪
農
家
は
24
軒
あ
り
、
年
間
約
４
万
㌧
の
牛
乳
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
女
性
グ
ル
ー
プ
「
だ
い
ご
の
実
」（
広
山
由
吏
子

代
表
）
は
、
平
成
15
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
活
動
12
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初
は
「
酪
農
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
り
、
も
っ
と
牛
に
関
す
る
知
識
が
ほ
し
い
」
と
の
思
い

を
抱
く
３
名
の
女
性
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
活
動
を
続

け
る
う
ち
に
地
域
の
仲
間
や
結
婚
し
て
間
も
な
い
女
性
も

加
わ
り
、
今
で
は
11
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
名
は
、
醍
醐
と
い
う
古
代
の
乳
製
品
と
、
だ
い
ご
味
の

あ
る
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
の
意
味
を
込
め
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

活
動
の
メ
イ
ン
は
、
獣
医
師
な
ど
酪
農
に
か
か
わ
る
人

た
ち
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
、
近
隣
の
農
場
へ
出
向
い
て

直
接
話
を
聞
く
視
察
研
修
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え

て
、平
成
18
年
か
ら
は「
子
ど
も
達
に
酪
農
や
牛
乳
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
「
も
う
モ
ウ
体
験
」
と

い
う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
２
日
間
の
日
程
で
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
農
場
の
牛
舎
見
学
や
乳
搾
り
体

験
、
学
校
で
の
牛
乳
加
工
体
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
防
疫
上
の
問
題
を
考
慮
し
、
平

成
24
年
か
ら
は
「
も
う
モ
ウ
ミ
ル
ク
タ
イ
ム
」
と
名
前
を

変
え
、
学
校
内
で
学
習
と
加
工
体
験
を
す
る
形
を
と
っ
て

い
ま
す
。

◆◆  

小
学
生
に
牛
乳
の
素
晴
ら
し
さ
伝
え
る

◆
　

も
う
モ
ウ
ミ
ル
ク
タ
イ
ム
は
、「
牛
を
知
る
。
牛
乳
を

知
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
村
内
の
小
学
校
１
年
生
を
対
象
に

毎
年
１
回
、
秋
ご
ろ
実
施
し
て
い
ま
す
。
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
中
札
内
は
農
業
の
村
で
、
酪
農
は
地
域
の
主
産
業

で
す
が
、「
子
ど
も
達
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
」、「
牛
乳
の
す
ば
ら
し
さ
を
自
分
た
ち
の

手
で
伝
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
思
い
が
メ
ン

バ
ー
の
中
で
強
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
更
に
当
時
は
、
牛

乳
の
生
産
調
整
や
学
校
給
食
で
牛
乳
を
残
す
子
が
多
い
と

い
っ
た
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
頃
で
し

た
。「
牛
乳
を
生
産
し
て
い
る
自
分
た
ち
が
、
牛
乳
の
消

費
拡
大
に
取
り
組
め
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
メ
ン
バ
ー
で
話

し
合
い
を
重
ね
、
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

成
長
段
階
の
子
ど
も
達
に
は
牛
乳
に
含
ま
れ
る
栄
養
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
活
動
に
は
、
一
番
牛
乳
を
飲
ん
で

ほ
し
い
子
ど
も
達
に
牛
乳
の
栄
養
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
酪
農
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
経
験
し
た
驚
き
や
感
動
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

こ
れ
で
み
ん
な
も
牛
乳
博
士
！

◆
　

も
う
モ
ウ
ミ
ル
ク
タ
イ
ム
は
、
①
牛
乳
が
で
き
る
ま
で

②
牛
乳
に
は
こ
ん
な
栄
養
が
含
ま
れ
て
い
る
③
牛
乳
の
加

工
体
験
、
の
３
部
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
の
「
牛
乳
が
で
き
る
ま
で
」
で
は
仕
掛
け
絵
本
を
使

長
井
　
淳
一

北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局

十
勝
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
主
査

―
消
費
拡
大
に
向
け
、
小
学
生
対
象
に
〝
出
前
授
業
〟
―

酪
農
女
性
グ
ル
ー
プ
が
牛
乳
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

北
海
道
中
札
内
村

１

もうモウミルクタイムの様子。クイズに元気よく
手を上げる小学生
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い
、
牛
の
食
べ
物
や
一
日
の
生
活
、
人
が
行
う
管
理
な
ど

に
つ
い
て
の
お
話
し
を
し
ま
す
。「
牛
に
は
四
つ
の
胃
が

あ
っ
て
、
一
度
食
べ
た
物
を
も
う
一
度
口
に
戻
し
て
よ
く

噛
み
ま
す
」、「
牛
は
一
日
に
60
㌔
の
エ
サ
と
１
０
０
㍑
の

水
を
飲
み
、40
㌔
の
フ
ン
と
20
㍑
の
お
し
っ
こ
を
し
ま
す
」

と
の
説
明
に
、
子
ど
も
達
は
「
す
っ
げ
ー
！
」「
そ
ん
な

に
食
べ
て
大
丈
夫
？
」
と
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
反
応

し
て
く
れ
ま
す
。

　

②
の
「
牛
乳
に
は
こ
ん
な
栄
養
が
含
ま
れ
て
い
る
」
で

は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
ま
で
の
骨
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
見
せ
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
骨
が
で
き
あ
が
っ
て

い
く
経
過
や
、
牛
乳
を
原
料
と
し
て
い
る
食
べ
物
は
何
か

ク
イ
ズ
形
式
で
説
明
を
し
ま
す
。
例
え
ば「
バ
タ
ー
、チ
ー

ズ
、
マ
ー
ガ
リ
ン
の
中
で
、
仲
間
は
ず
れ
は
ど
れ
で
し
ょ

う
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
子
ど
も
達
は
一
生
懸
命
手

を
上
げ
て
「
マ
ー
ガ
リ
ン
！
」「
い
や
、
バ
タ
ー
じ
ゃ
な

い
？
」
と
大
き
な
声
で
答
え
て
く
れ
ま
す
。

　

③
の
「
牛
乳
の
加
工
体
験
」
で
は
、
牛
乳
を
使
っ
て
手

軽
に
で
き
る
お
や
つ
、「
ミ
ル
ク
も
ち
」
を
作
り
ま
す
。

子
ど
も
達
は
材
料
を
混
ぜ
、
手
を
粉
だ
ら
け
に
し
て
楽
し

そ
う
に
ミ
ル
ク
も
ち
を
作
り
ま
す
。
中
に
は
作
っ
た
途
端

に
食
べ
出
す
子
も
。
後
日
、
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
か
ら

「
う
ち
の
子
が
お
い
し
い
お
や
つ
を
作
る
っ
て
言
っ
て
ミ

ル
ク
も
ち
を
作
っ
て
く
れ
た
ん
だ
け
ど
、
お
い
し
い
ね
っ

て
言
っ
た
ら
毎
日
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て

･･･

。
う
ち
の
子
の
初
め
て
の
手
料
理
は
ミ
ル
ク
も
ち
で

し
た
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
モ
ウ
ミ
ル
ク
タ
イ
ム
の
最
後
に
は
、「
き
ょ
う
の

話
を
聞
い
た
皆
さ
ん
は
、
牛
乳
博
士
で
す
。
お
家
に
帰
っ

た
ら
、こ
の
話
を
家
族
に
し
て
あ
げ
て
ね
」
と
伝
え
ま
す
。

す
る
と
子
ど
も
達
は
喜
ん
で
「
お
母
さ
ん
に
教
え
て
あ
げ

な
き
ゃ
」「
妹
と
一
緒
に
牛
乳
飲
む
よ
」
と
答
え
て
く
れ

ま
す
。
先
生
か
ら
は
、「
給
食
で
牛
乳
を
残
す
子
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
」
と
の
嬉
し
い
報
告
も
あ
り
、
こ
の
活
動

を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆  

だ
い
ご
の
実
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

◆
　

も
う
モ
ウ
ミ
ル
ク
タ
イ
ム
の
時
に
子
ど
も
達
に
配
ら
れ

る
し
お
り
に
は
、「
お
う
ち
の
方
へ
」
と
題
し
て
以
下
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「『
子
ど
も
の
頃
は
い
つ
も
飲
ん
で
い
た
の
に
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
は
飲
ま
な
く
な
っ
た
な
ぁ
』
と
、
牛
乳
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
多
い
は
ず
。
牛
乳
が
栄
養
豊

富
で
体
に
良
い
事
は
、
み
な
さ
ん
よ
く
御
存
知
で
す
よ

ね
。
お
店
に
は
色
々
な
飲
み
物
が
並
び
、
牛
乳
は
控
え
め

な
存
在
。
し
か
し
、
牛
乳
の
栄
養
は
、
ど
ん
な
飲
み
物
に

も
負
け
て
い
ま
せ
ん
！　

し
か
も
、『
日
本
の
飲
用
牛
乳

は
１
０
０
％
純
国
産
』
な
ん
で
す
よ
。

気
に
留
め
た
事
あ
り
ま
す
か
？　

新

鮮
で
安
全
な
、
ご
ま
か
し
の
無
い
牛

乳
を
み
な
さ
ん
に
飲
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
私
た
ち
酪
農
家
は
日
々
牛
た

ち
と
真
面
目
に
向
き
合
い
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
を
重
ね
て
ゆ
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
と
牛
乳
の
距

離
が
少
し
で
も
近
づ
い
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。　

だ
い
ご
の
実
」

　

日
々
の
農
作
業
を
こ
な
し
な
が
ら

の
活
動
で
す
が
、
酪
農
や
牛
乳
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、

今
後
と
も
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
い
ご
の
実
の
メ
ン
バ
ー

酪
農
女
性
の
指
導
で
「
ミ
ル
ク
も
ち
」
を

作
る
加
工
実
習

「
ミ
ル
ク
も
ち
」
を
試
食
す
る
子
ど
も
た
ち
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◆◆  

鉄
の
ま
ち
、
釜
石
市

◆
　
「
ウ
ギ
ャ
ル
」と
い
う
造
語
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　

若
年
層
の
女
子
に
多
大
な
影
響
力
の
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌
の
モ
デ
ル
が
漁
業
に
挑
戦
す
る
と
い
う
…
魚（
う
お
）

＋
ギ
ャ
ル
＝
ウ
ギ
ャ
ル
と
い
う
造
語
で
２
０
１
０
年
４
月

に
岩
手
県
釜
石
市
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
釜
石
市
は

東
北
地
方
の
太
平
洋

に
面
し
た
地
方
都
市

で
日
本
近
代
製
鉄
発

祥
の
地
で
あ
り
、
リ

ア
ス
式
の
平
地
が
少

な
い
土
地
は
新
日
鉄

の
企
業
城
下
町
と
し

て
発
展
し
、
ピ
ー
ク

時
の
１
９
６
５
年
に

は
10
万
人
近
い
人
口

で
溢
れ
ま
し
た
。

　

24
時
間
３
交
代
勤
務
の
「
眠
ら
な
い
町
」
の
夜
景
は
東

北
の
上
海
と
謳
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
産
業

構
造
の
変
化
に
よ
り
徐
々
に
衰
退
し
、
２
０
１
０
年
に
は

人
口
４
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
釜
石
市
は
「
鉄
の
ま

ち
」
か
ら
「
鉄
と
魚
の
ま
ち
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の

で
す
。

◆◆  
ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
キ
ッ
ク
オ
フ

◆
　

私
は
数
十
年
、
魚
の
仲
買
人
を
生
業
と
し
て
い
る
中
で

も
っ
と
地
元
の
海
産
物
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
常
々
考

え
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
地
元
で
牡
蠣
養
殖
を
し
て
い

る
漁
師
の
通
称
「
健
ち
ゃ
ん
」（
佐
々
木
健
一
氏
）
と
知

り
合
い
、
も
っ
と
地
元
の
牡
蠣
を
売
り
出
そ
う
と
意
気
投

合
し
て
都
内
で
の
「
か
ま
い
し
桜
牡
蠣
フ
ェ
ア
」
開
催
に

取
り
組
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

話
が
飛
び
込
ん
で
来
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
２
０
０
９
年
12
月
の
こ
と
で
、
東
京
都
渋
谷
区

に
あ
る
会
社
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
モ
デ
ル
が
漁
業
に

挑
戦
す
る
ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
い
が
、

そ
の
適
地
は
な
い
か
と
の
相
談
を
受
け
た
の
で
す
。

　

す
ぐ
さ
ま
釜
石
市
役
所
水
産
課
に
行
き
、
釜
石
市
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
り
つ
け
、
地
元
有
志
を
招
集
し
官
民

連
携
で
「
か
ま
い
し
魅
力
発
信
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
ギ
ャ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
の
カ
リ
ス
マ
達
と
一
次
産

業（
漁
業
）と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
す
る
や
メ
デ
ィ
ア
は
東
北
地
方
の
衰
退
す
る
街
に
注
目

し
、「SH

IBU
Y

A

の
モ
デ
ル
が
牡
蠣
２
万
個
の
養
殖
を

始
め
た
」
と
い
う
話
題
は
全
国
に
広
が
り
、
海
外
放
送
で

も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
効
果
は
数
億
円
と
言
わ
れ
る
ま

で
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆◆  

水
産
業
界
か
ら
見
た
ギ
ャ
ル
の
存
在

◆
　

ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
け
入
れ
打
診
が
あ
っ
た

時
、
彼
女
達
が
持
つ
爆
発
的
な
発
信
力
は
私
が
長
年
抱
え

て
い
た
課
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
だ
け
の
力
が
あ
る
と
直

感
的
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
長
期
的
な
視
点
か
ら
も
、

近
い
将
来
、
子
育
て
世
代
に
な
る
若
年
層
の
カ
リ
ス
マ
が

「
魚
は
美
味
し
い
」
と
実
感
し
て
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

近
年
、
肉
の
消
費
量
が
増
え
続
け
る
一
方
、
魚
の
消
費

量
が
減
り
続
け
る
と
い
う
現
状
を
打
開
す
る
に
は
若
年
層

に
対
し
て
直
接
、
魚
食
普
及
活
動
を
す
る
の
が
有
効
な
こ

と
は
水
産
業
界
の
誰
も
が
考
え
て
は
い
ま
し
た
が
、
有
効

な
手
段
が
見
つ
か
ら
ず
に
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
家
庭
で
肉
中
心
の
食
生
活
で
成
長
し
、
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
で
食
を
満
た
し
て
き
た
若
年
層
に
対
し
て

「
魚
を
食
べ
よ
う
」
と
訴
え
て
も
、
本
当
に
必
要
と
感
じ

て
い
な
け
れ
ば
、「
ウ
ザ
イ
お
や
じ
」
で
し
か
な
か
っ
た

三
塚
　
浩
之

か
ま
い
し
水
産
振
興
企
業
組
合
代
表
理
事

—
「
ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
浜
に
も
活
気—

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
の
カ
リ
ス
マ
が
魚
食
を
推
進

岩
手
県
釜
石
市

２

漁火を灯すイカ釣り漁船。イカ釣りツアーで
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の
で
す
。

　

た
だ
し
、
視
点
を
変
え
れ
ば
魚
に
対
す
る
知
識
が
少
な

い
分
、「
釜
石
の
魚
＝
美
味
し
い
・
健
康
」
を
記
憶
に
残

る
よ
う
に
出
来
れ
ば
、
若
い
人
た
ち
が
親
と
な
っ
た
と
き

子
供
に
ま
で
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

実
際
、
ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
数
カ
月
後
、
ウ

ギ
ャ
ル
の
リ
ー
ダ
ーLie

（
ラ
イ
）
さ
ん
が
自
身
の
ブ
ロ

グ
に
画
像
付
き
で
「
魚
で
化
粧
の
の
り
が
良
く
な
っ
た
」

「
美
容
に
は
魚
」
と
発
信
す
る
や
い
な
や
、
フ
ァ
ン
か
ら

は
「
私
も
魚
食
べ
て
み
る
」「
食
べ
た
ら
美
味
し
か
っ
た
」

と
そ
の
影
響
力
は
想
像
以
上
の
も
の
で
し
た
。

◆◆  

ウ
ギ
ャ
ル
漁
業
体
験
ツ
ア
ー

◆
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
と
同
時
並
行
で
、
地
域
外
と

の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
漁
港
に
人
を
呼
び
込
む
企

画
を
実
行
に
移
し
始
め
ま
し
た
。

　

第
１
弾
は
「
中
高
生
女
子
限
定
の
地
引
き
網
＆
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
」（
２
０
１
０
年
６
月
）。
ま
ず
は
地
元
の
若

年
層
の
意
識
を
変
え
よ
う
と
「
漁
師
の
家
に
生
ま
れ
た
け

ど
生
臭
い
か
ら
嫌
い
」
だ
っ
た
り
「
魚
ダ
サ
イ
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
漁
港
周
辺
の
女
子
高
生
を
「
魚
イ
ケ
テ

ル
」
に
変
え
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
、
皆
で
網
を
引
き
、

獲
れ
た
獲
物
を
金
髪
の
ギ
ャ
ル
モ
デ
ル
が
素
手
で
さ
ば

き
、
調
理
し
て
皆
で
食
べ
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
し
た

が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
を
飾
る
憧
れ
の
モ
デ

ル
達
が
「
魚
へ
の
感
謝
」「
自
然
環
境
の
大
切
さ
」「
生
産

者
へ
の
感
謝
」
の
言
葉
を
伝
え
る
と
地
味
で
嫌
い
だ
っ
た

家
業
が
「
誇
り
」
に
変
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

第
２
弾
は「
イ
カ
釣
り
ツ
ア
ー
」（
８
月
）で
す
。
ウ
ギ
ャ

ル
が
漁
り
火
を
点
灯
し
て
イ
カ
釣
り
漁
を
し
て
い
る
沖
合

に
参
加
者
が
観
光
船
で
行
き
、
漁
船
と
観
光
船
を
海
上
で

ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
、
獲
り
た
て
の
イ
カ
刺
し
を
思
う
存
分

食
べ
る
と
い
う
大
胆
な
企
画
に
は
、
市
内
外
か
ら
男
子
大

学
生
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

第
３
弾
は
「
鮭
ツ
ア
ー
（
川
鮭
と
海
鮭
の
違
い
）」（
11

月
）。
資
源
管
理
の
た
め
川
に
遡
上
す
る
鮭
を
捕
獲
し
人

工
授
精
す
る
過
程
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
遡
上
前
の
海

で
獲
れ
た
最
高
級
の
鮭
か
ら
イ
ク
ラ
作
り
の
体
験
を
し
、

イ
ク
ラ
丼
は
食
べ
放
題
と
い
う
企
画
で
す
。
こ
の
鮭
ツ

ア
ー
に
は
先
の
「
イ
カ
釣
り
ツ
ア
ー
」
参
加
者
の
う
ち
約

半
数
も
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
り
参
加
。
全
体
で
50
名
が
集
ま

り
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
ウ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
た
な
交
流
人

口
を
生
み
出
す
糸
口
を
つ
か
み
始
め
ま
し
た
。
翌
年
春
の

ウ
ギ
ャ
ル
牡
蠣
出
荷
を
控
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
高
潮

に
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

◆◆  

絶
望
か
ら
希
望
へ

◆
　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
…
。
養
殖
施
設
ど
こ
ろ
か
集
落

ま
で
も
消
滅
し
、「
美
味
し
い
と
い
う
笑
顔
の
た
め
な
ら

辛
い
こ
と
は
な
い
」
と
ウ
ギ
ャ
ル
達
に
浜
の
女
性
の
生
き

方
ま
で
教
育
し
て
い
た
漁
師
、
健
ち
ゃ
ん
の
母
（
佐
々
木

光
子
さ
ん
）
ま
で
も
失
い
、
絶
望
の
淵
を
さ
ま
よ
い
ま
し

た
。

　

ウ
ギ
ャ
ル
リ
ー
ダ
ー
のLie

さ
ん
は
現
地
が
少
し
落
ち

着
い
た
２
週
間
後
に
釜
石
を
訪
れ
、
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ

た
漁
港
で
涙
を
流
し
ま
し
た
。
３
カ
月
後
、
彼
女
は
自
分

に
今
出
来
る
事
と
し
て
「
漁
船
」
一
隻
と
「
工
具
」
一
式

を
持
っ
て
現
れ
寄
贈
し
、更
に
３
カ
月
後
に
は
「
中
型
船
」

一
隻
を
寄
贈
、
２
０
１
２
年
に
は
ウ
ギ
ャ
ル
音
楽
部
を
結

成
し
、
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
て
年
配
の
漁
師
さ
ん
を
勇
気

付
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
地
味
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
自
分
に

出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
や
り
抜
く
こ
と
、
唄
と
踊
り
が
大

好
き
だ
っ
た
故
佐
々
木
光
子
さ
ん
の
教
え
は
彼
女
達
に
受

け
継
が
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
彼
女
達
に
尻
を
叩
か
れ
る
よ
う
に
健
ち
ゃ
ん
は

牡
蠣
養
殖
再
開
を
決
意
し
、
昨
年
12
月
、
念
願
の
初
水
揚

げ
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
、
ウ
ギ
ャ
ル
リ
ー
ダ
ー

のLie

さ
ん
は
一
児
の
母
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
ウ

ギ
ャ
ル
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
全
国
各
地
で
魚
食
普
及
活
動

で
活
躍
中
で
す
。
私
達
も
ウ
ギ
ャ
ル
発
祥
の
地
と
し
て
彼

女
達
が
灯
し
た
希
望
の
光
を
消
さ
な
い
よ
う
に
新
た
な
挑

戦
を
始
め
ま
す
。

鮭ツアー。鮭を持つウギャルプロ
ジェクトのメンバー

筆者（左）とウギャルプロジェクトの
リーダー、Lｉｅさん



◆◆  

中
山
間
地
域
と
移
住
女
子

◆
　

近
年
、
全
国
の
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
・
少
子
高
齢
化

に
よ
る
〝
担
い
手
〟
の
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
新
潟
県
中
越
地
方
で
は
、
平
成
16
年
に
発
生
し
た
中

越
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
こ
の
過
疎
高
齢
化
の
問
題
が

一
挙
に
顕
在
化
し
た
。
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
長
岡

市
の
旧
山
古
志
村
を
例
に
取
り
上
げ
る
と
、
震
災
前
は

２
１
８
４
名
だ
っ
た
人
口
が
震
災
後
に
は
約
１
５
０
０
名

と
約
７
割
に
減
少
し
た
。
そ
の
後
も
さ
ら
に
人
口
は
減
り

続
け
、
現
在
は
約
１
２
０
０
名
と
震
災
前
の
約
５
割
と

な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
状
況
下
で
も
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

は
「
山
」
と
共
生
し
、「
和
」
と
「
協
調
」

の
心
で
、〝
ひ
と
つ
の
家
族
〟
の
よ
う
に

豊
か
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
る
。
そ
ん
な

地
域
の
豊
か
さ
や
人
に
惚
れ
て
中
山
間
地

域
に
移
り
住
む
こ
と
を
選
択
し
た
女
性
達

が
い
る
。
彼
女
た
ち
は
「
移
住
女
子
」
と

呼
ば
れ
る
。
移
住
女
子
は
、
普
段
は
新
潟

県
十
日
町
市
・
長
岡
市
・
長
野
県
栄
村
な

ど
各
々
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
が
、「
こ

の
暮
ら
し
、
こ
の
地
域
を
、
１
０
０
０
年

先
ま
で
か
け
が
え
の
な
い
バ
ト
ン
に
乗
せ

て
繋
い
で
い
き
た
い
」
と
い
う
共
通
の
想

い
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
当
復
興

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
移
住
定
住
促
進
事
業
、「
に
い
が

た
イ
ナ
カ
レ
ッ
ジ
」の
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る「
移

住
女
子
」
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

◆◆  

女
性
の
視
点
で
つ
く
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

◆
　

移
住
女
子
の
活
動
の
目
的
は「
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
」

を
発
信
し
、
地
元
の
人
や
新
潟
を
出
た
人
、
地
方
の
暮
ら

し
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど
様
々
な
人
々
が
中
山
間
地
域
と

関
わ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
地
域
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
人
た
ち
が
ラ
イ
タ
ー
を

務
め
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「ChuClu

（
ち
ゅ
く
る
）」
の

発
行
で
あ
る
。

　

発
行
資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、

寄
付
を
募
っ
た
。
寄
付
金
額
は
当
初
目
標
の
32
万
円
を

大
き
く
上
回
り
、
１
０
５
万
円
に
上
っ
た
。ChuClu

は

２
０
１
３
年
８
月
に
創
刊
し
、
年
４
回
、
２
５
０
０
部
ず

つ
発
行
。４
人
の
移
住
女
子
が
編
集
を
担
当
し
て
い
る（
冊

子
全
編
は
、http://inacollege.jp/iju-joshi/chuclu/

で
閲
覧
可
能
）。

　

ChuClu

の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
大
き
く
「
中
山
間
地
域
の

暮
ら
し
」
と
「
移
住
女
子
の
暮
ら
し
」
の
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
。中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
で
は
、地
域
の「
食
」、「
人
」、

「
コ
ト
」
を
紹
介
す
る
「
ま
な
板
リ
レ
ー
」、「
あ
い
た
い

せ
が
れ
」、「
や
ま
プ
ロ
」
が
あ
る
。

　

こ
の
郷
土
料
理
と
、そ
れ
を
つ
く
る
人
を
紹
介
す
る「
ま

な
板
リ
レ
ー
」
や
、
地
域
の
せ
が
れ
（
家
の
長
男
）
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
「
あ
い
た
い
せ
が
れ
」
は
、
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
だ
。
ま
た
、
移
住
女
子
の
暮
ら
し
で
は
、「
リ

ア
ル
む
ら
暮
ら
し
」
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
、
移
住
し
た

女
性
の
「
恋
愛
事
情
」
や
「
収
入
」、「
仕
事
」
な
ど
、
地

2014・６月号 12地域づくり

特 集

女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

日
野
　
正
基

公
益
社
団
法
人
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構

復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

—
「
移
住
女
子
」、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
も
展
開—

中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
発
信

新
潟
県

３

フリーペーパー「ＣｈｕＣｌｕ」の表紙
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域
で
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
る
、
い
い
事
や
悩
み

を
つ
づ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
女
性
の
視
点
か
ら
地
域
の

情
報
を
発
信
し
、
移
住
を
考
え
て
い
る
人
や
地
元
に
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に
届
け
て
い
る
。

◆◆  

広
が
る
活
動
の
幅
、

◆  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
も

　

一
方
、ChuClu
は
地
域
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
目

は
地
域
の
農
産
物
の
販
売
で
、
移
住
女
子
で
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
寄
付
者
に
御
礼
と
し
て
地
域
の
農
産

物
を
送
る
ほ
か
、
地
域
農
産
物
の
通
信
販
売
サ
イ
ト
の
運

営
、
地
元
の
飲
食
店
へ
の
卸
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
元
の
飲
食
店
と
の
共
同
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
で
、
売
り
上
げ
の
一
部
をChuClu

の
発
行
費
用
に

あ
て
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
で
は
、
移
住
女
子
の
活
動
が

数
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
元
新
聞

社
の
連
載
執
筆
や
各
種
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加

な
ど
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域

の
加
工
品
や
ツ
ア
ー
な
ど
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
業
に
も
発
展
さ
せ
て
い
く
。

◆◆  ﹁
移
住
女
子
﹂
の
活
動
を
生
業
に

◆
　

移
住
女
子
は
自
ら
の
活
動
を
「
生
業
」
と
し
て
確
立
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
生
業
」
と
言
っ
て
も
、

こ
の
活
動
だ
け
で
収
入
の
す
べ
て
を
賄
う
も
の
で
は
な

い
。
と
い
う
の
も
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
は
、
複
数
の
生

業
を
組
み
合
わ
せ
て
生
計
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
い
わ
ゆ
る
昔
の
農
民
の
生
活
そ
の
も
の
な
の
で
あ

る
。

　

現
代
版
の
農
民
は
、
農
業
の
ほ
か
短
期
事
務
員
、
除
雪
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、「
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
」「
自
分
の

ス
キ
ル
を
活
か
し
た
仕
事
」、「
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
仕
事
」
の
三
つ
を
仕
事
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
生
計
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
（
１
本
あ
た
り

の
仕
事
の
収
入
は
、
ひ
と
月
３
～
10
万
円
程
度
）。
も
ち

ろ
ん
、
移
住
女
子
た
ち
も
農
業
や
地
元
新
聞
社
の
事
務
、

ツ
ア
ー
の
企
画
等
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て
お
り
、
今
後

も
、
三
つ
の
仕
事
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
生
業
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◆◆  

１
０
０
０
年
先
を
見
据
え
て

◆
　

現
在
、
中
山
間
地
域
の
過
疎
高
齢
化
が
日
本
社
会
全
体

の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
山
間
地
域
は
、
食

料
供
給
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
治
水
な
ど
日
本
人
が
生
き
て
い

く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
日
の

日
本
は
生
き
方
が
多
様
化
し
、
都
市
重
視
か
ら
地
方
重
視

の
若
い
世
代
も
増
え
て
き
て
お
り
、
若
い
世
代
が
活
躍
で

き
る
舞
台
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
中
山
間
地
域
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
彼
女
た
ち
が
新
し
い
生

き
方
の
「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」
と
な
り
、
全
国
の
中
山
間
地

域
に
「
移
住
女
子
」
が
増
え
、
１
０
０
０
年
先
も
中
山
間

地
域
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
彼
女
た
ち
の
活
躍
に
ま
す
ま
す
期
待
し
た
い
。

移住女子の仕組み

移住女子の坂下可奈子さんと地域の方。中山間地域の
豊かさや人々の温かさに惚れて移り住んだ



◆◆  

女
子
大
生
の
可
能
性
を
広
げ
た
い

◆
　

女
子
大
を
卒
業
し
て
10
年
以
上
経
っ
た
あ
る
日
、
母
校

の
学
生
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の

悩
み
は
「
一
般
職
を
選
ぶ
か
、
総
合
職
を
選
ぶ
か
」。
自
由

に
職
業
が
選
べ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
未

だ
に
そ
ん
な
こ
と
で
悩
む
の
か
と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

男
性
は
一
生
働
く
こ
と
を
前
提
と
す
る
け
れ
ど
、
女

性
は
「
ま
だ
見
ぬ
、
夫
や
子
ど
も
の
た
め
に
」
職
業
で

は
な
く
働
き
方
か
ら
選
ぶ
。
実
際
に
、
出
産
を
機
に
退

職
す
る
女
性
は
未
だ
に
６
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
社
会
で

活
躍
す
る
女
性
は
増
え
た
も

の
の
、
学
生
た
ち
と
は
ほ
と

ん
ど
接
点
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
な
い
た
め

に
、
女
子
大
生
は
将
来
の
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、

２
０
０
８
年
に
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
を
紹
介
す
る

Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
、
女
子
大
生
の
た
め
の
就
活
応
援
サ
イ

ト
「
ハ
ナ
ジ
ョ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

女
子
大
生
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
。
そ
の
想
い
だ
け
で

立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
日
々
の
運
営
費
も
な
く
、
人
手
も

あ
り
ま
せ
ん
。
困
り
果
て
た
私
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
、

学
生
記
者
と
し
て
関
わ
っ
て
く
れ
た
女
子
大
生
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
私
は
、「
女
子
大
生
は
情
報
を
受
け
取
る
側
の
存

在
」
と
し
て
捉
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
女
子
大
生
に
は

発
信
す
る
力
も
あ
る
し
、
他
者
に
寄
り
添
っ
て
課
題
を
解

決
す
る
力
も
あ
る
。
そ
の
潜
在
力
の
高
さ
に
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
活
動
す
る
場
所
さ
え
あ
れ
ば
、
彼
女

た
ち
は
も
っ
と
力
を
発
揮
で
き
る
。
彼
女
た
ち
が
活
躍
で

き
る
場
を
つ
く
ろ
う
。
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

◆◆  

女
子
大
生
の
共
感
力
、

◆  

柔
軟
性
、
発
想
力
に
注
目

　

ハ
ナ
ジ
ョ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
以
前
、
私
は
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
、
武
蔵
野
美
術
大
学
の
通

信
教
育
課
程
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。
美
大
で
は
、
社
会
課
題
や
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を
活
か
す
か
、

あ
る
い
は
仕
組
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
デ
ザ

イ
ン
す
る
か
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
場
を
取
材
し
、自
ら
体
験
す
る
中
で
、新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
数
値
デ
ー
タ

を
分
析
し
て
過
去
の
延
長
線
上
か
ら
考
え
る
の
で
は
な

く
、
現
場
か
ら
見
い
だ
し
て
い
く
。
過
去
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
ロ
ジ
カ
ル
に
組
み
立
て
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の

手
法
と
は
全
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
最
近
で
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
た
め
の
思
考
法
と
し
て
「
デ
ザ
イ

ン
思
考
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
武
蔵
野
美

術
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
そ
の
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　

現
場
や
体
験
の
中
か
ら
解
決
策
を
見
い
だ
す
た
め
に

は
、
共
感
力
を
持
っ
て
相
手
の
立
場
を
理
解
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
場
で
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
か
ら
、
状
況
に
応
じ
て
変
化
で
き
る
柔
軟
性
も
必

要
で
す
。
こ
の
力
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
実
は
女

子
大
生
に
潜
在
的
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
は
女
子
大
生
に
向
い
て
い
る
思
考
法
で
は
な

い
か
。
女
子
大
生
と
接
す
る
中
で
、
そ
の
想
い
が
強
く
な

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
女
性
は
、
発
想
を
広
げ
る
の
が
得
意
で
す
。
相

手
の
発
言
を
否
定
せ
ず
に
、
枝
葉
を
広
げ
て
い
く
。「
話

に
ま
と
ま
り
が
な
い
」「
す
ぐ
に
話
が
そ
れ
る
」
と
マ
イ

ナ
ス
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
実
は
ア
イ
デ
ア
を
広
げ
る
と

き
に
は
と
て
も
役
立
つ
力
な
の
で
す
。

◆◆  

海
士
町
の
婚
活
事
業
に

◆  

ア
イ
デ
ア
提
供

　

女
子
大
生
が
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
場
を
つ
く

2014・６月号 14地域づくり
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性
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す
る
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づ
く
り

角
　
め
ぐ
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ナ
ラ
ボ
代
表

―
発
想
力
活
か
し
、
婚
活
支
援
や
文
学
館
活
性
化
―

女
子
大
生
が
地
域
課
題
の
解
決
に
挑
戦
！

東
京
都
墨
田
区

４

海士町の婚活事業をきっかけに開発され
た、男女のコミュニケーションツール「恋
札」。カードゲームを楽しみながら男女
が互いを知る仕組みになっている
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り
た
い
。
そ
う
考
え
は
じ
め
た
２
０
１
０
年
に
、
島
根
県

海
士
町
で
婚
活
事
業
の
ア
イ
デ
ア
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ

を
「
女
子
大
生
に
考
え
て
も
ら
っ
て
は
？
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
１
年
夏
に
初
め

て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
未
来
の
結
婚
を
考
え
よ
う
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
最
終
的
に
は
、
男
女
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「
恋
札
」（
男
女
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
と
な
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
）
を
商
品
化

す
る
に
至
り
ま
し
た
。こ
れ
が
、「
ハ
ナ
ジ
ョ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ラ
ボ
」
つ
ま
り
「
ハ
ナ
ラ
ボ
」
事
業
の
始
ま
り
で

す
。
２
０
１
２
年
４
月
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ナ
ラ
ボ
と
し

て
法
人
化
し
、
山
梨
県
北
杜
市
や
宮
城
県
石
巻
市
で
も
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

◆◆  

大
佛
次
郎
記
念
館
の

◆  

活
性
化
事
業
も

　

現
在
、
ハ
ナ
ラ
ボ
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
横
浜

市
の
文
学
館
「
大
佛
次
郎
記
念
館
」
の
活
性
化
で
す
。

２
０
１
３
年
５
月
か
ら
１
カ
月
間
、
14
名
の
女
子
大
生
が

発
想
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、
四
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
生

み
出
し
ま
し
た
。

　

発
想
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
①
知
る
②
見
る
・
聞
く
③

発
想
す
る
④
伝
え
る—

の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
き
ま

す
。６
月
に
は
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
の
意
見
を
募
る
だ
け
で
な
く
、
市
民

サ
ポ
ー
タ
ー
を
獲
得
。
７
月
か
ら
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
４
カ

月
間
か
ら
８
カ
月
に
わ
た
っ
て
、

市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
ア
イ
デ

ア
を
実
行
し
ま
し
た
。

　

文
学
館
は
知
の
集
積
地
で
あ

り
、
言
葉
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
図

書
館
と
博
物
館
の
機
能
を
持
ち
、

「
見
る
」「
知
る
」「
読
む
」
経
験

が
で
き
る
場
所
で
す
。
学
生
た
ち

に
と
っ
て
一
番
の
難
関
だ
っ
た
の

が
、「
読
む
」
体
験
を
ど
う
提
供

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

学
生
た
ち
が
考
え
た
、
文
学
館
だ

か
ら
こ
そ
、
大
佛
次
郎
記
念
館
だ

か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
は
？　

既
に
文
学
離
れ
、
活

字
離
れ
を
し
て
い
る
世
代
か
ら
、

ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

ア
イ
デ
ア
の
一
つ
が
「
レ
ン
ズ
で
見
つ
め
る M

y 
T

ow
n

」
と
い
う
女
子
大
生
向
け
の
カ
メ
ラ
イ
ベ
ン
ト
。

大
佛
次
郎
と
女
子
大
生
の
共
通
点
は
「
写
真
を
撮
る
の
が

好
き
」
と
い
う
こ
と
。
明
治
生
ま
れ
の
大
佛
次
郎
は
「
文

士
は
カ
メ
ラ
を
持
て
」
と
い
う
ほ
ど
、
取
材
の
と
き
に
は

カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
い
て
い
た
と
か
。そ
こ
で
学
生
た
ち
は
、

大
佛
次
郎
の
エ
ッ
セ
ー
や
絵
本
を
題
材
に
、
記
念
館
や
そ

の
周
辺
の
写
真
を
撮
影
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
プ
ロ
カ

メ
ラ
マ
ン
や
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
、
商
店
街
の
み
な
さ
ん
の

協
力
の
も
と
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
で
写
真
展
を
開
催
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
大
佛
次
郎
が
愛
妻
家
だ
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
生
ま
れ
た
縁
結
び
ツ
ー
ル
な

ど
、
若
い
世
代
に
向
け
た
商
品
も
開
発
し
ま
し
た
。

◆◆  

女
子
大
生
の
力
で

◆  

地
域
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

　

地
域
の
活
性
化
で
は
「
継
続
」
が
い
つ
も
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
学
生
た
ち
が
生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア

が
継
続
す
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
新
し
い
こ
と
を
ゼ
ロ
か
ら
生
み
出
す
こ
と
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
実

現
で
き
な
い
こ
と
を
女
子
大
生
が
担
い
、
そ
の
懸
命
に
活

動
す
る
様
子
に
人
々
が
力
を
得
ま
す
。
同
時
に
、
女
子
大

生
も
活
動
を
通
し
て
、
大
学
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
サ
ー

ク
ル
で
も
出
会
え
な
い
人
々
に
出
会
い
、
新
し
い
発
想
法

を
身
に
つ
け
、
壁
を
乗
り
越
え
る
体
験
を
し
て
成
長
し
ま

す
。
ハ
ナ
ラ
ボ
は
、地
域
活
動
が
活
性
化
す
る
と
同
時
に
、

女
子
大
生
も
成
長
で
き
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ほ
か
の
地
域
で
も
女
子
大
生
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
を
蒔
き
、
地
域
が
動
き
出
す

き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
佛
次
郎
記
念
館
の
館
長
（
左
）
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
女
子
大
生

カ
メ
ラ
好
き
だ
っ
た
大
佛
次
郎
。
そ
れ
に
ち
な
ん
だ

女
子
大
生
向
け
の
カ
メ
ラ
イ
ベ
ン
ト
は
盛
況
で
、
写

真
展
も
開
催
さ
れ
た



　

よ
う
こ
そ
山
梨
市
へ

　

春—

笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
の
眼
下
に
広
が
る
桃
源
郷　

　

夏—

乙
女
高
原
の
か
わ
い
い
草
花

　

秋—

西
沢
渓
谷
の
紅
葉

　

冬—

雪
化
粧
し
た
富
士
山
を
正
面
に
望
む

　

新
宿
か
ら
電
車
で
わ
ず
か
90
分
。

　

山
梨
市
は
、
山
梨
県
北
東
部
に
位
置
す
る
人
口
４
万
人

弱
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
ま
た
、
市
内
に
は

渓
谷
美
の
す
ば
ら
し
い
西
沢
渓
谷
、
富
士
山
の
眺
望
が
抜

群
の
小
楢
山
な
ど
女
性
向
け
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、泉
質
の
よ
い
温
泉
と
名
物
の「
ほ
う
と
う
」、

い
ち
ご
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・
も
も
・
ぶ
ど
う
な
ど
四
季
折
々

の
フ
ル
ー
ツ
も
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

女
子
観
光

◆  

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
誕
生

　

山
梨
市
は
観
光
地
と
し
て
は
、
こ
ん
な
に
い
い
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
る
の
に
何
か
が
足
り
な
い
。

　
「
ど
う
し
た
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
女
性
に
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
の
か
？
」

　

民
間
で
は
商
品
開
発
な
ど
に
企
画
段
階
か
ら
女
性
が
関

わ
り
女
性
目
線
を
活
か
し
て
い
ま
す
が
、
市
役
所
な
ど
で

は
仕
事
柄
、観
光
分
野
に
携
わ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
。

平
成
21
年
４
月
当
時
、
私
が
所
属
し
て
い
た
観
光
課
の
観

光
企
画
担
当
も
女
性
は
ひ
と
り
だ
け
で
し
た
。

　

何
か
観
光
企
画
担
当
で
女
性
ら
し
さ
を
活
か
し
て
で
き

る
仕
事
は
…
と
感
じ
て
い
た
私
は
、
あ
る
日
「
山
梨
市
の

観
光
に
女
性
の
感
覚
や
視
点
を
反
映
さ
せ
た
い
！
」
と
、

所
属
課
を
超
え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
結
成
を
観
光

課
長
と
担
当
内
の
職
員
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
は
思
い
も
か
け
な
い
速
さ
で
市
長
決
裁
が
通

り
、
平
成
21
年
９
月
、
女
子
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー

ム
（
以
下
、「
女
子
プ
ロ
」）
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。
市
役

所
の
女
性
職
員
７
人
で
、
所
属
部
署
も
年
齢
も
異
な
る
メ

ン
バ
ー
が
、
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

女
子
プ
ロ
は
縦
割
り
組
織
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
横
の
連

携
で
様
々
な
職
務
に
従
事
す
る
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
企
画
を
提
案
し
実
行
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
は
実
に

多
趣
味
で
、旅
行
、食
べ
歩
き
、美
の
追
求
、楽
器
の
演
奏
、

ス
ポ
ー
ツ
、
華
道
、
茶
道
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
い
ま
せ
ん
。

　

所
有
す
る
資
格
も
栄
養
士
・
秘
書
検
定
な
ど
を
は
じ
め
、

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士
、
国
内
旅

行
業
務
取
扱
管
理
者
、
夜
景
鑑
賞
士
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
技
術
者
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

実
は
、
観
光
は
ど
ん
な
分
野
と
も
連
携
可
能
で
、
組
み

合
わ
せ
は
自
由
自
在
に
で
き
る
も
の
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
私
は
そ
こ
に
女
性
の
感
覚
や
視
点
を
入
れ
、
市
役
所

の
仕
事
の
中
で
は
な
か
な
か
発
揮
さ
れ
な
い
メ
ン
バ
ー
の

趣
味
や
資
格
、
特
技
を
活
か
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
市
民

が
潤
い
、
メ
ン
バ
ー
自
身
が
や
り
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
、
ど
ん
な
に
楽
し
い
か
。

　

そ
の
「
女
子
力
」
に
か
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆◆  

お
も
て
な
し
講
座
に

◆  

英
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
女
子
力
」
の
高
い
メ
ン
バ
ー
の
趣
味
や
特
技
を
活
か

2014・６月号 16地域づくり
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性
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す
る
地
域
づ
く
り

—
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
で
役
所
を
け
ん
引—

女
子
力
を
活
か
し
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戸
泉
　
俊
美

山
梨
市
役
所
女
子
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　

山
梨
市
農
林
商
工
課
主
査 山

梨
県
山
梨
市

５

おもてなし講座の様子。一杯のコーヒーにお客様
への思いやりを。コーヒーのいれ方などを観光協
会の会員らに説明する女性バリスタ
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し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
お
も
て
な
し
講
座
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
山
梨
市
観
光
協
会
と
合
同
で
、
同
協
会

員
や
従
業
員
を
対
象
に
「
香
り
の
お
も
て
な
し
講
座
」「
メ

イ
ク
講
座
」「
接
遇
講
座
」「
心
の
お
も
て
な
し
講
座
」
な

ど
を
開
催
。

　

ア
ロ
マ
を
利
用
し
た
店
舗
の
環
境
整
備
、
外
観
を
整
え

る
こ
と
に
よ
る
心
理
的
作
用
を
学
ぶ
メ
イ
ク
講
座
、
世
界

で
活
躍
す
る
女
性
バ
リ
ス
タ
や
有
名
ホ
テ
ル
で
活
躍
し
た

シ
ェ
フ
の
お
も
て
な
し
の
極
意
な
ど
。
ち
ょ
っ
と
工
夫
し

た
、
こ
だ
わ
り
の
内
容
を
メ
ン
バ
ー
で
検
討
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
開
催
に
よ
り
観
光
協
会
の
会
員
同
士
の
結
び
つ

き
を
深
め
る
と
と
も
に
、
現
場
で
活
躍
す
る
女
性
の
声
を

直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
お
も
て
な
し
向
上
の
一
環
と
し
て
、「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
」
に
対
応
可
能
な
観
光
地
形
成
に
向
け
て
調

査
研
究
を
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
を
も
と
に
英
語
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
山
梨
市
の
観
光
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
外
国
人
の
お
客
様
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
、
メ
ン
バ
ー
自
ら
翻
訳

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

人
と
人
が
結
ぶ
地
域
づ
く
り

◆
　

こ
れ
ま
で
、
特
産
品
の
開
発
、
数
々
の
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
き
た
女
子
プ
ロ
で
す
が
、
市
費
は
投
じ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
は
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
巡
ら
せ
、
助
成
事
業
等
を
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
様
々
な
事
業
に
採
択
し
て
い
た

だ
き
、
研
究
事
業
や
他
団
体
と
合
同
の
勉
強
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
「
人
と
の
つ
な
が
り
」

と
い
う
貴
重
な
財
産
が
増
え
ま
し
た
。

　

事
業
の
講
師
を
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
方
々
、
商

工
会
の
皆
さ
ん
。
当
初
は
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
実
施
し
て
い

た
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
清
掃
活
動
に
、
自
主
的
に
参

加
し
て
下
さ
っ
て
い
る
市
議
会
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
皆
さ
ん
。
か
ね
て
か
ら
交
流
を
続
け
て
い
る
「
ふ

じ
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
富
士
吉
田
市
）。

　

メ
ン
バ
ー
が
所
属
す
る
部
署
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
着
実
に
人
と
人
が
結

ぶ
地
域
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

◆◆  

目
指
す
は
自
分
磨
き
と

◆  

地
域
の
活
性
化

　
「
山
梨
市
役
所
の
女
子
プ
ロ
に
入
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」

と
い
う
若
手
職
員
も
加
わ
り
、
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
15
人

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
話
題

は
、
女
子
プ
ロ
設
立
当
初
か
ら
続
け
て
い
る
「
お
も
て
な

し
」
講
座
の
更
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
、
自
由
で
柔

軟
な
発
想
を
大
切
に
し
、
企
画
を
検
討
中
で
す
。
ま
た
、

メ
ン
バ
ー
の
専
攻
を
活
か
し
て
、
英
語
以
外
の
言
語
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、「
歴
女
が
案
内
す
る
山
梨
市
」、

「
や
ま
な
し
しde

き
れ
い
に
な
る
！
」、「
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
商
品
の
提
供
」
等
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
提
出
さ
れ
た
企

画
提
案
書
を
読
む
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
最
大
限
の
成
果
を
産
み
出
す
こ

と
を
前
提
に
企
画
す
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
い
つ
も
自
分

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
新
た

な
資
格
を
取
得
し
た
り
、
よ
り
上
級
の
目
標
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
り
、
女
子
の
強
み
で
あ
る
手
作
り
に
励
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。

　

所
属
部
署
で
の
仕
事
内
容
を
基
本
に
ア
イ
デ
ア
を
膨
ら

ま
せ
、
自
分
磨
き
に
励
ん
で
い
る
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、

今
後
も
様
々
な
機
関
と
の
連
携
や
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し

な
が
ら
、
観
光
振
興
の
み
な
ら
ず
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

女子プロの会議。観光振興や地域の活性化について
話し合うメンバー（根津記念館にて）

日本大学文理学部准教授キャラカー・リチャード氏
（中央）の指導で、英語ホームページについて打ち
合わせする女子プロのメンバー

日本一高い車道峠、大弛（おおだるみ）峠での清掃
活動。観光ボランティアガイドとともに記念撮影

女
子
プ
ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.yam

anashi.yam
anashi.jp/

gover/grapple/prom
otion/



◆◆  

鳥
獣
被
害
に
関
心
、
猟
師
免
許
も
取
得

◆
　

私
の
住
む
村
は
、
長
野
県
の
南
端
に
位
置
す
る
「
泰

阜
村
」。
人
口
１
８
０
０
人
弱
、
南
北
に
長
く
、
標
高

３
２
０
㍍
か
ら
７
７
０
㍍
の
間
に
あ
る
村
で
す
。
山
林
面

積
は
村
全
体
の
約
85
％
を
占
め
、
天
竜
川
を
見
下
ろ
す
ま

さ
に
山
の
中
の
こ
の
村
で
私
は
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
泰
阜
村
へ
私
が
来
た
の
は
４
年
前
、２
０
１
０
年
３
月
。

村
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育

セ
ン
タ
ー（
山
村
留
学
や
キ
ャ
ン
プ
体
験
事
業
等
を
実
施
）

へ
の
就
職
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

泰
阜
村
も
他
の
中
山
間
地
域
同
様
に
有
害
鳥
獣（
サ
ル
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
等
）
の
被
害
に
困
っ
て
お
り
、
そ
れ
と

同
時
に
、
捕
獲
を
担
う
猟
師
さ
ん
達
も
高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
有
害

鳥
獣
で
捕
獲
さ
れ
た
獣
の
ほ
と
ん
ど
は
、
食
べ
た
り
、
活

用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
、
村
に
来

る
以
前
よ
り
有
害
鳥
獣
の
問
題
や
猟
師
に
関
心
の
あ
っ
た

私
は
、
村
に
来
て
２
年
目
に
猟
師
免
許
（
罠
免
許
）
を
取

得
。
猟
友
会
に
入
り
、
猟
師
さ
ん
達
と
の
交
流
を
深
め
て

い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
く
中
で
、
師
匠
の
猟
師
さ
ん

か
ら
、
た
び
た
び
鹿
等
の
獲
物
を
頂
く
よ
う
に
な
り
、
勤

め
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
山
村
留
学
を
し
て
い
る
こ
ど
も
達
に

体
験
を
通
し
て
伝
え
て
い
く
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
勤
め
て
３
年
目
、
私
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
離
れ
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
村
で
有
害
鳥
獣
の
課
題
や
猟
師

の
こ
と
を
真
正
面
か
ら
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
や
る
こ
と

を
決
意
。
こ
う
し
て
活
動
を
始
め
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

◆◆  

け
も
か
わproject

誕
生

◆
　

私
が
「
有
害
鳥
獣
の
課
題
を
解
決
し
た
い
！
」「
猟
師

と
し
て
先
人
の
知
恵
や
文
化
を
学
ん
で
生
き
た
い
！
」
と

思
い
立
っ
た
頃
、
私
達
の
住
む
地
域
、
南
信
州
で
は
獣
の

お
肉
の
活
用
は
１
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
文
化
と
し
て

残
っ
て
お
り
、
獣
肉
を
扱
う
加
工
所
が
圏
内
に
９
カ
所
も

あ
り
ま
し
た
。
泰
阜
村
に
は
加
工
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
近
く
に
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
活
用
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
他
に
目
を
向

け
よ
う
と
、
誰
も
活
用
し
よ
う
と
も
し
て
い
な
か
っ
た
皮

革
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

元
々
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
野
生
鳥
獣
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ

大
好
き
で
、
そ
し
て
偶
然
に
も
泰
阜
村
は
シ
カ
の
頭
数
が

他
の
鳥
獣
に
比
べ
一
番
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
皮
革
を
主
役
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
シ
カ
の

革
が
私
達
の
暮
ら
し
の
中
で
大
事
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
、

有
害
鳥
獣
や
自
然
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
身

近
に
感
じ
た
り
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
考
え
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
シ
カ
の
「
命
」
も
た
だ
た
だ
捨
て
ら
れ
る

こ
と
な
く
、「
革
の
モ
ノ
」
と
い
う
形
に
変
わ
っ
て
人
々

の
暮
ら
し
の
中
で
愛
さ
れ
な
が
ら
生
き
る
こ
と
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
、「
け
も
か
わproject

」
と
い
う
名
前

で
２
０
１
３
年
４
月
に
始
動
し
ま
し
た
。

　

作
る
商
品
は
女
性
の
視
点
、
そ
し
て
女
猟
師
と
し
て
の
視

点
か
ら
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
携
帯
用
の
ク
リ
ー
ナ
ー
ス
ト

ラ
ッ
プ
や
名
札
ケ
ー
ス
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

2014・６月号 18地域づくり

特 集

女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

井
野
　
春
香

泰
阜
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊

け
も
か
わproject

代
表

—
「
け
も
か
わproject

」で
交
流
の
輪
も
拡
大—

有
害
鳥
獣
の
皮
革
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し

長
野
県
泰
阜
村

６

ものづくりワークショップの参加者。なめし革を利用し、
オリジナルのケースを製作した
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女性が活躍する地域づくり特 集

◆◆  

け
も
か
わ
に
込
め
る
想
い

◆
　

け
も
か
わproject

（
以
下
け
も
か
わ
と
表
記
）、
こ
の

名
前
に
は
「
け
も
の
可
愛
い
」「
け
も
の
の
か
わ
（
皮
革
）」

と
い
う
二
つ
の
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て

「
け
も
の
」と
は
た
だ
単
純
に
可
愛
く
て
、そ
し
て
尊
く
て
、

一
方
で
腹
立
つ
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
し
て
生
き
る
糧
と
し

て
頂
く
も
の
で
。
畏
敬
の
念
や
い
ろ
ん
な
意
味
を
「
可
愛

い
」
に
込
め
て
「
け
も
か
わ
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

し
た
想
い
が
け
も
か
わ
の
商
品
を
使
う
人
た
ち
や
協
力
し

て
く
れ
る
人
た
ち
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

人
の
輪
も
拡
大
、
大
切
な
交
流
の
場
も

◆
　

そ
ん
な
想
い
を
理
解
し
て
く
れ
た
前
職
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
上
司

が
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
け
も
か
わ
の
構
想
を
立

て
て
い
く
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
泰
阜

村
の
猟
師
さ
ん
達
が
捕
獲
し
た
シ
カ
の
皮
を
出
来
る
限
り

提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
猟
師
さ
ん
達
と

交
流
を
深
め
て
い
く
に
つ
れ
、
猟
師
さ
ん
達
の
中
に
も
や

は
り
「
こ
の
現
状
を
何
と
か
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

た
ち
が
い
て
、
た
く
さ
ん
の
期
待
と
一
緒
に
こ
う
い
う
こ

と
を
や
ら
ま
い
か
？
（
や
ら
ま
い
か
＝
方
言

で
や
っ
て
み
な
い
か
の
意
味
）
と
た
く
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
隣
の
け
も
の
肉
を
扱
う
お
肉
屋

さ
ん
か
ら
も
皮
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
ほ
か
、
村
の
若
い
マ
マ
達
の
集
う
マ
マ
会

の
方
た
ち
か
ら
は
皮
革
商
品
に
つ
い
て
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
現
在
で
は
製
品
づ
く
り
の
半
分
を
お
母
さ

ん
達
に
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
製
作
の
人
員
は
私
を
含
め
て
４
〜

５
名
で
、
い
ず
れ
も
女
性
で
す
。
製
作
の
た
め

に
集
ま
る
と
手
も
止
ま
り
ま
せ
ん
が
、
会
話
も

止
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
そ
ん
な
に
交
流
が

無
か
っ
た
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
も
と
て
も
大
切
な
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
製
作
を
担
当
す
る
人
た
ち
は
現
在
も
口
コ

ミ
で
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

◆◆  

製
作
作
業
を
「
職
」
の
形
に

◆
　

泰
阜
村
に
は
働
け
る
場
所
が
少
な
く
、
特
に
小
さ
な
こ

ど
も
を
持
つ
母
親
は
大
変
で
す
。
自
分
も
い
ず
れ
は
母
親

に
な
り
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
と
き
に
、
村
の
中
で
楽
し
く
、
そ
し
て
こ
ど
も
を
中

心
に
働
け
る
場
所
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
定
年
後
の
お
母
さ
ん
達
も
一
緒
に
働

け
、
井
戸
端
会
議
の
よ
う
な
場
が
で
き
れ
ば
様
々
な
世
代

の
交
流
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
製
品
づ
く
り
の
一
部
を
製
作
段
階
に
応
じ
て

委
託
す
る
こ
と
に
し
、
皆
で
集
ま
り
製
作
す
る
場
と
、
家

事
や
子
育
て
の
合
間
に
お
家
で
内
職
の
よ
う
に
製
作
を
で

き
る
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
少
し
で
も
「
職
」
と
し
て
形
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

今
後
の
展
望

◆
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
任
期
が
３
年
。
け
れ
ど
も
、
け

も
か
わproject

は
任
期
終
了
後
も
泰
阜
村
を
中
心
に
、

南
信
州
の
人
た
ち
と
と
も
に
広
域
的
に
繋
が
り
な
が
ら
10

年
、
20
年
と
続
く
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
今
は
ま
だ
村

の
中
で
も
小
さ
な
輪
、
よ
う
や
く
す
こ
し
ず
つ
南
信
州
や

県
外
で
も
け
も
か
わproject

の
製
品
と
想
い
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
け
も
か
わ
を
通
し
て
、
若
者
や
こ
ど
も
た
ち

が
、
そ
ん
な
生
き
方
も
か
っ
こ
い
い
な
、
そ
ん
な
母
親
に

な
り
た
い
な
、
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
猟
師
の

後
継
者
や
自
然
と
向
き
合
い
生
き
て
い
く
人
た
ち
が
増
え

て
く
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き

ま
す
！

鹿の毛皮を利用したスマホカバー（試
作品）

役場職員の名札。ケースは鹿の革ででき
ている。4つに分割された村章には「皆
のチカラが一つになって村はできていく
んだ」という意味が込められている

携
帯
ク
リ
ー
ナ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

と
パ
ス
ケ
ー
ス
。
他
に
し
お
り

や
ス
リ
ッ
パ
等
も
製
作
中



◆◆  「
く
ん
ま
を
何
と
か
し
た
い
」

◆
　

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
の
熊
地
区
は
、か
つ
て
秋
葉
山
・

鳳
来
寺
街
道
と
善
光
寺
・
奥
山
街
道
の
交
わ
る
交
通
の
要

衝
と
し
て
賑
わ
う
宿
場
町
で
あ
っ
た
。
街
道
に
は
13
軒
の

旅
籠
が
あ
り
、
江
戸
・
明
治
時
代
に
は
年
間
３
〜
４
万
人

の
旅
人
が
訪
れ
た
と
聞
く
。
経
済
・
社
会
の
構
造
的
な
変

化
に
伴
い
、
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
林
業
の
不
振
と
少
子
高

齢
化
の
波
は
地
域
を
直
撃
し
た
。
昭
和
30
年
に
２
５
１
２

人
あ
っ
た
人
口
は
、
60
年
に
は
１
２
０
５
人
と
半
減
し
て

い
た
。「
く
ん
ま
（
熊
地
区
）
を
何
と
か
し
た
い
」
は
地

元
住
民
た
ち
の
共
通
の
願
い
で
あ
っ
た
。

◆◆  

村
お
こ
し
事
業
の
は
じ
ま
り

◆
　

そ
ん
な
時
、
熊
公
民
館
で
「
明
日
の
熊
を
語
る
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。１
０
０
人
以
上
の
老
若
男
女
が
参
加
し
た
。

開
催
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
パ
ネ
ラ
ー

の
１
人
、
の
ち
に
「
く
ん
ま
水
車
の
里
」
代
表
と
な
る
金

田
三
和
子
氏
は
「
こ
の
地
に
伝
わ
る
そ
ば
や
味
噌
を
お
客

様
に
提
供
し
、
昔
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
訴
え
た
。
こ
の
発
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
村
お
こ
し

事
業
が
始
ま
っ
た
。

　

昭
和
61
年
秋
、
国
や
県
市
の
補
助
金
の
受
け
皿
と
し
て

熊
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会
が
全
戸
加
入
で
設
立
さ
れ

た
。
地
元
負
担
金
は
、
財
産
区
の
木
材
（
昭
和
初
期
、
村

の
財
源
確
保
の
た
め
購
入
し
た
40
町
歩
の
山
林
）
を
売
却

し
て
充
て
ら
れ
た
。
全
て
公
費
で
賄
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

熊
地
区
の
全
戸
加
入
と
し
た
。

　

昭
和
62
年
、
そ
ば
や
味
噌
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
漬
物
な
ど

を
製
造
す
る
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
「
く
ん
ま
水
車
の
里
」

が
誕
生
し
た
。
発
足
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
31
人
（
う
ち
男

性
は
１
人
）
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
１
年
間
、
公

民
館
で
味
の
研
究
や
商
品
開
発
を
行
い
、
開
業
資
金
を
稼

ぐ
た
め
地
域
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
出
店
し
た
。

　

翌
年
５
月
、「
水
車
の
里
」
で
加
工
し
た
商
品
な
ど
を

提
供
す
る
お
食
事
処
「
か
あ
さ
ん
の
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
当
時
は
健
康
・
安
全
・
本
物
志
向
が
叫
ば
れ
始
め
た

頃
で
、「
か
あ
さ
ん
た
ち
の
村
お
こ
し
」
と
言
わ
れ
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
開
業
当
初
か
ら

大
勢
の
お
客
様
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
、
全
戸
が
加
入
で

あ
る
こ
と
で
、
様
々
な
反
応
が
あ
っ
た
。
高
い
評
価
や
賞

賛
の
声
を
い
た
だ
く
半
面
、
冷
や
や
か
な
見
方
や
中
傷
も

あ
っ
た
。
そ
の
度
に
金
田
代
表
が
「
泣
い
た
ら
負
け
だ
。

と
に
か
く
や
る
し
か
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
メ
ン
バ
ー
を

引
っ
張
っ
た
。

　
「
村
お
こ
し
は
経
済
お
こ
し
か
ら
」
と
い
う
女
性
に
よ

る
起
業
活
動
が
評
価
さ
れ
、平
成
元
年
度
農
林
水
産
祭「
村

づ
く
り
」
部
門
で
栄
え
あ
る
天
皇
杯
と
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
が
大
き
な
励
み

と
な
り
、
そ
の
時
々
の
課
題
を
行
政
や
地
域
の
男
性
達
と

じ
っ
く
り
話
し
合
い
、
解
決
し
て
き
た
。

◆◆  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
道

◆
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
め
ざ
す
究
極
の
目
的
は

単
に
経
済
的
な
利
益
の
追
求
だ
け
で
は
な
く
、
総
合
的
に

考
え
た
地
域
が
物
心
両
面
に
わ
た
り
豊
か
な
社
会
に
な
る

こ
と
、
そ
の
た
め
の
事
業
で
あ
り
た
い
と
考
え
る
。

　

当
初
、
私
達
の
活
動
は
経
済
活
動
と
い
う
よ
り
「
村
を

元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
地
域
の
課
題
解
決
を
目
標
に
掲

げ
、
女
性
達
の
想
い
を
形
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
の
資
金
が
得
ら
れ
、
雇
用
が
生
ま
れ
た
。
や
が
て
情

報
が
、
喜
び
が
、
感
謝
が
地
域
を
巡
り
、
村
の
中
で
１
億

円
近
い
お
金
が
廻
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

私
達
は
地
域
全
体
に
様
々
な
利
益
を
生
み
出
し
て
い
き

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
活
動
開
始
か
ら
10
年
が
経

ち
、
当
初
の
勢
い
に
陰
り
が
見
え
、
事
業
の
見
直
し
や
組

織
改
革
の
た
め
に
法
人
化
の
勉
強
が
始
ま
っ
た
が
、
自
分

達
の
目
指
す
も
の
や
力
量
に
見
合
っ
た
法
人
格
が
見
つ
か
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大
平
　
展
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
未
来
く
ん
ま
副
理
事
長

—
ビ
ジ
ネ
ス
で
稼
ぎ
、
資
金
を
地
域
サ
ー
ビ
ス
に—

か
あ
さ
ん
達
の
村
お
こ
し
、「
夢
未
来
く
ん
ま
」

静
岡
県
浜
松
市

７
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ら
な
か
っ
た
。

　

平
成
７
年
に
は
有
限
会
社
に
す
る
た
め
の
定
款
づ
く
り

が
始
ま
っ
た
が
、
利
潤
を
金
銭
で
全
戸
に
配
分
す
る
こ
と

で
本
当
に
良
い
の
か
と
疑
問
を
感
じ
た
。
合
意
形
成
に
長

い
時
間
を
か
け
て
い
る
時
に
「
利
潤
で
は
な
く
地
域
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
し
く
み
」
が
く
ん
ま
の
新
し
い
活
動
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
を

学
ん
だ
。「
昔
の
よ
う
に
賑
や
か
で
元
気
な
地
域
に
し
た

い
」。
そ
れ
が
活
動
の
原
点
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
こ
う
し

て
平
成
12
年
、
そ
れ
ま
で
の
熊
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会

を
発
展
的
に
解
消
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
夢
未
来
く
ん
ま
」

と
し
て
新
た
な
挑
戦
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◆◆  

ビ
ジ
ネ
ス
で
稼
い
だ

◆  

資
金
を
地
域
に
還
元

　
「
地
域
づ
く
り
と
は
地
域
が
自
立
す
る
こ
と
」
だ
と
思

う
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
未
来
く
ん
ま
は
、
豊
か
さ
と
優
し
さ

と
楽
し
さ
を
活
動
の
理
念
と
し
て
い
る
。

　
「
く
ん
ま
水
車
の
里
」
は
現
在
、
道
の
駅
と
し
て
食
事
処

「
か
あ
さ
ん
の
店
」、
物
産
館
「
ぶ
ら
っ
と
」、「
農
産
物
加

工
所
」、「
ふ
れ
あ
い
の
家
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
や
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
も
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
部
門
（
水
車
部
）
で
稼
い
だ
資
金
を
他
の
３
部
門

（
し
あ
わ
せ
部
、い
き
が
い
部
、ふ
る
さ
と
部
）
に
供
与
し
、

福
祉
や
交
流
事
業
・
環
境
保
全
に
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
サ
ー
ビ
ス
を

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
し
あ
わ
せ
部
」
は
月
１
回
（
６
カ
所
）、
出
前
の
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
給
食
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。「
い
き
が
い
部
」
は
毎
年
２
月
の
寒

い
時
期
に
大
寒
謝
祭
（
今
年
で
20
回
目
）
と
称
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
地
区
の
人
口
を
上
回
る
交
流
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
ふ
る
さ
と
部
」
で
は
地
域
内
外
の
親
子
を
対

象
に
体
験
型
の
環
境
学
習
を
提
供
し
た
り
、
秋
に
は
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
し
て
い
る
。

◆◆  

課
題
と
展
望

◆
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
か
ら
14
年
が
過
ぎ
た
。
暗
中
模
索
の

日
々
の
中
で
も
少
し
ず
つ
何
か
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
全
戸
加
入
を
原
則
と
し
て
の
活
動
は
大
変
だ
が
、
こ

の
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
選
択
し
て
い
な
け
れ
ば
、
今
の
熊
地
区
は
ど

う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
販
売
促
進
の
た
め
の
手
立

て
、
後
継
者
の
育
成
等
の
課
題
に
加
え
、
高
齢
化
と
過
疎

化
の
一
層
の
進
展
に
伴
い
、
新

た
な
問
題
も
山
積
し
、「
夢
未

来
く
ん
ま
」
の
活
動
へ
の
期
待

は
一
段
と
増
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
に
ど
う
対
応
し
た
ら
良

い
の
か
を
現
在
、
模
索
中
だ
。

　

当
面
は
、
施
設
の
改
良

と
「
か
あ
さ
ん
の
店
」
の
メ

ニ
ュ
ー
の
見
直
し
、
新
た
な
商

品
開
発
、
販
路
の
拡
大
な
ど
を

進
め
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

外
部
組
織
と
の
連
携
や
Ｉ
Ｔ

の
活
用
、
地
域
福
祉
へ
の
協

力
な
ど
に
も
取
り
組
む
必
要

を
感
じ
て
い
る
。

大寒謝祭の様子。温かい「ししなべ」のサービスが行われ
ている

道の駅「くんま水車の里」には食堂や農産物加工所のほか、
「ふれあいの家」があり、そば打ち体験もできる

アルプホルンセミナーレッスンの様子
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◆◆  

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

◆
　

鯖
江
市
で
は
平
成
15
年
に
「
鯖
江
市
市
民
活
動
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」、
平
成
22
年
に
「
鯖
江
市
民
主

役
条
例
」
を
と
も
に
市
民
提
案
か
ら
創
り
上
げ
、
早
い
時

期
か
ら
「
市
民
主
役
」「
市
民
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
こ
れ
に
加
え
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
情
報
共
有
を
進
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
事
業
も
全
国
に
先
駆
け
て

実
施
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
全
国
の
大
学
生
の
皆
さ
ん
に

本
市
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
い
た
だ
い
た
様
々
な
提
案
を
も

と
に
事
業
を
行
う
「
学
生
連
携
事
業
」
も
市
政
の
大
き
な

柱
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
は
、
す
べ
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
、

様
々
な
情
報
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
共
有
化
し
な
が

ら
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い

う
基
本
理
念
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の

事
業
自
体
も
市
民
の
広
範
な
参
画
を
も
と
に
進
め
て
い
ま

す
。

◆◆  

慶
大
関
係
者
ら
の
提
案
が
き
っ
か
け

◆
　

当
市
で
は
毎
夏
、
県
外
の
大
学
生
が
合
宿
形
式
で
市
に

滞
在
し
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
「
活
性
化
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
１
月
に

そ
の
〝
大
人
版
〟
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
業
で
、

慶
応
義
塾
大
学
特
任
助
教
の
若
新
雄
純
さ
ん
ら
の
チ
ー
ム

か
ら
、
女
子
高
校
生
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
「
鯖
江

市
役
所
Ｊ
Ｋ
課
」
の
提
案
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
本
市
に
お
い
て
も
ど
う
し
て

も
参
加
の
少
な
か
っ
た
高
校
生
、
特
に
女
子
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
ま
ち
づ
く
り
チ
ー
ム
を
結
成
、
自
ら
が
企
画
し

た
地
域
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
を
通
じ
、
若
者
・
女
性
が

進
ん
で
行
政
参
加
を
図
っ
て
い
く
新
た
な
モ
デ
ル
都
市
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
市
民
か
ら
の
事
業
提
案
を
も
と
に

本
事
業
の
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆◆  「
Ｊ
Ｋ
」
に
積
極
さ
、

◆  

さ
わ
や
か
さ
見
出
す

　

は
じ
め
に
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、「
鯖
江
市
役
所

Ｊ
Ｋ
課
」
は
条
例
等
で
規
定
さ
れ
て
い
る
正
式
な
鯖
江
市

の
課
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
「
○
○
王
国
」「
○
○

共
和
国
」
等
と
同
じ
よ
う
な
、仮
想
的
に
行
政
組
織
の
「
課

名
」
を
模
し
た
市
民
主
体
の
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
す
。

　
「
Ｊ
Ｋ
課
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
事
業
予
算

案
の
発
表
後
、「
Ｊ
Ｋ
」
と
い
う
用
語
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
、
主
に
都
市
部
の
大
人
の
方
か
ら
「
隠
語
・
俗
語
の
類
」

「
行
政
が
使
用
す
る
に
は
不
適
切
」
と
の
意
見
が
メ
ー
ル

等
で
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
人
が
想
像
す
る
イ
メ
ー
ジ
は

各
種
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
と
し
ま
し
て
は
参
加
す
る

高
校
生
自
身
が
こ
の
言
葉
に
若
者
ら
し
い
積
極
的
で
、
さ

わ
や
か
な
意
味
を
見
出
し
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
吹
き
と

ば
す
よ
う
な
斬
新
な
活
動
を
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
の
採

用
で
し
た
。
実
際
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
を
表
明
さ
れ

た
高
校
生
メ
ン
バ
ー
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
高
校
生
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
は
参
加
し

な
か
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆◆  

第
１
期
メ
ン
バ
ー
は
13
人

◆  

女
子
力
に
期
待

　

そ
の
後
、
多
く
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
が
自
発
的
に
協
力

を
申
し
出
て
く
だ
さ
り
、
13
人
の
第
１
期
メ
ン
バ
ー
も
集

ま
る
中
、
学
生
さ
ん
が
所
属
す
る
高
校
等
と
の
協
議
も
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
14
日
に
は
、
鯖
江
市
役

所
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

牧
野
百
男
鯖
江
市
長
が
「
自
治
体
運
営
の
基
本
は
、
住

民
の
直
接
参
加
に
あ
り
ま
す
。
社
会
参
加
・
行
政
参
加
に

無
関
心
な
市
民
層
の
開
拓
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営

の
持
続
可
能
性
を
占
う
大
き
な
課
題
で
す
。
将
来
の
人
口

動
態
を
見
て
も
若
者
、
特
に
女
性
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

橋
本
　
和
久

鯖
江
市
総
務
部
市
民
協
働
課
参
事

―
鯖
江
市
の
「
Ｊ
Ｋ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
―

女
子
高
生
が
ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

８
福
井
県
鯖
江
市
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く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
次
世
代
の
ふ
る
さ
と
を
担
っ

て
く
れ
る
高
校
生
、そ
の
中
で
も
女
子
高
生
の
〝
女
子
力
〟

に
期
待
し
た
い
。
彼
女
た
ち
が
地
域
の
こ
と
を
知
り
、
誇

り
と
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
必
ず
や
次
世
代
の
ふ

る
さ
と
を
担
う
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
育
っ
て
く
れ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
旨
を
説

明
。
そ
の
後
、
若
新
氏
お
よ
び
メ
ン
バ
ー
が
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

◆◆  

様
々
な
活
動
案
、
図
書
館
ア
プ
リ
も

◆
　

さ
ら
に
４
月
27
日
に
は
、
鯖
江
市
役
所
で
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
後
初
の
公
式
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
発
案
で
、
授
業
で
学
ん
だ
と
い
う
「
Ｋ
Ｊ

法
」
と
い
う
手
法
を
使
い
、「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」「
活

動
に
対
す
る
思
い
」
等
を
自
由
に
付
せ
ん
に
書
き
出
し
、

そ
の
後
、
そ
の
付
せ
ん
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
て
、

図
解
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
と
め

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
地
域
貢
献
活
動
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
活
性
化
提
案
（
特
産
グ
ッ
ズ
開
発
、
イ

ベ
ン
ト
企
画
）
な
ど
が
活
動
案
と
し
て
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
有
志
メ
ン
バ
ー
と
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

に
よ
る
「
図
書
館
ア
プ
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
進
行
中

で
す
。「
い
つ
も
混
雑
し
て
い
る
図
書
館
の
勉
強
ス
ペ
ー

ス
の
空
き
具
合
を
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ら
れ
た
ら
…
」。
高

校
生
な
ら
で
は
の
発
想
が
Ｉ
Ｔ
と
出
会
う
と
い
う
意
外
性

に
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
等
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。◆◆  

大
人
の
価
値
観
・
常
識
を
覆
す

◆
　
「
鯖
江
市
役
所
Ｊ
Ｋ
課
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
上
記
の

よ
う
に
「
市
民
主
役
」「
市
民
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
鯖
江
市
が
、
若
者
・
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る

社
会
実
験
的
な
事
業
と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
主
役
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

女
子
高
校
生
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
事
業
の
本
当
の
狙
い

は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
大
人
と
社

会
の
「
価
値
感
、
常
識
」
を
覆
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
高
校
生
に
何
が
で
き
る
か
」、
ひ
い
て
は
「
一
地
方
に

何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
よ
う
な
思
い
込
み
を
排
し
、
地

域
の
若
い
方
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
は
私
た
ち
地
域
の
大
人
の
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、「
市

民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
本
物
に
し
、
若
者
が
い
き
い

き
と
暮
ら
す
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
造
し
て
い
く
た

め
に
、
鯖
江
市
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
大
き
な
関
門
な

の
で
す
。

　

戸
外
で
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
散
る
４
月
の
休
日
、
鯖
江

市
役
所
の
会
議
室
で
、
高
校
生
と
関
係
者
と
の
打
ち
合
わ

せ
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
大
人
か
ら
の

説
明
が
続
き
が
ち
な
時
間
帯
が
あ
り
ま
し
た
。
と
、突
然
、

あ
る
Ｊ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
が
、
手
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
発
言

し
た
の
で
す
。

　
「
私
た
ち
の
、
高
校
生
の
意
見
も
少
し
聞
い
て
も
ら
う

時
間
は
と
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

　

そ
う
し
た
声
が
、
ま
だ
ま
だ
若
い
、「
何
が
で
き
る
」

と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
高
校
生
か
ら
わ
き
あ
が
っ
て
く

る
こ
と
…
私
た
ち
が
心
密
か
に
待
っ
て
い
た
の
は
、
ま
さ

に
そ
の
瞬
間
で
し
た
。

　

さ
あ
、
Ｊ
Ｋ
た
ち
よ
、
声
を
上
げ
よ
う
。
そ
し
て
、
大

人
た
ち
の
想
像
も
つ
か
な
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
オ
ー
ル

を
漕
ぎ
出
そ
う
！

Ｊ
Ｋ
課
発
足
の
記
者
会
見
の
様
子

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
。
次
々
と
提
案
さ
れ
る

活
動
案
に
、
会
議
室
の
白
板
は
埋
め
尽
く
さ
れ
た

「
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

様
子
。
メ
ン
バ
ー
の
発
案
で
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
一
緒
に
市
民
ラ
ン
ナ
ー
を
激
励
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女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

◆◆  

案
内
役
は
村
の
主
婦

◆
　

オ
ラ
が
村
の
湿
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
湿
地

に
！

　

兵
庫
県
豊
岡
市
（
と
よ
お
か
し
）
田
結
（
た
い
）
湿
地

の
案
内
役
を
務
め
る
の
は
、
村
の
女
性
の
有
志
で
結
成
し

た
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
名
も
「
案
ガ
ー
ル
ズ
（
あ
ん

が
ー
る
ず
）」
で
す
。
初
め
は
冗
談
で
言
っ
て
い
た
名
前

が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
と
か
。そ
の
平
均
年
齢
か
ら「
ガ
ー

ル
ズ
？
」
と
の
声
も
気
に
か
け
ず
、
生
き
も
の
や
植
物
の

こ
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
こ
と
、
地
域
の
歴
史
や
風
土
も
熱

心
に
学
び
、
訪
れ
る
人
に
楽
し
い
ト
ー
ク
で
田
結
の
魅
力

が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。　

◆◆  

消
え
た
稲
作
農
業

◆
　

田
結
区
は
、
豊
岡
市
の
北
端
に
位
置
す
る
小
さ
な
集
落

で
す
。
日
本
海
に
面
し
、
古
く
か
ら
半
農
半
漁
の
生
活
が

営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
伴
い
、
次
第
に
市
街
地
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

主
流
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
村
の
田
ん
ぼ
や
畑
は
急
峻
な
山
あ
い
を
開

墾
し
た
小
規
模
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
沿
岸
で
の
漁
業
も

丸
子
船
を
操
る
零
細
な
も
の
で
、
い
ず
れ
も
大
型
化
や
機

械
化
は
進
ま
ず
、
次
第
に
耕
作
や
漁
を
断
念
す
る
方
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
夜
ご
と
出
没
す
る
獣
（
主
に
イ
ノ
シ
シ
）

の
被
害
が
耕
作
意
欲
を
減
退
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
０
６
年
、
村
か
ら
稲
作
農
業
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。◆◆  

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
が
き
っ
か
け
に

◆
　

２
０
０
８
年
４
月
、
人
の
気
配
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

た
静
か
な
谷
あ
い
に
、
豊
岡
で
野
生
復
帰
を
進
め
て
い
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
う
ち
の
１
羽
が
舞
い
降
り
ま
し
た
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
に
と
っ
て
は
、「
餌
場
の
ひ
と
つ
を
見
つ
け
た
」

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
村
の
人
々
に

と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来

は
、
人
々
の
心
に
小
さ
な
灯
を
と
も
し
ま
し
た
。

　

畦
（
あ
ぜ
）
の
漏
水
を
直
し
た
り
、
水
溜
り
を
造
っ
た

り
す
る
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
と
な
る
水
辺
の
生
き
も

の
を
増
や
す
た
め
の
さ
さ
や
か
な
取
り
組
み
は
、
や
が
て

休
耕
田
全
体
を
湿
地
と
し
て
再
生
す
る
、
村
を
あ
げ
た
活

動
に
発
展
し
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
約
12
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
湿
地
環
境
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
田
結
区
に

は
今
、
生
き
も
の
の
命
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
住
民
の
取
り
組
み
と
魅
力
的
な
生
態
系
に
惹
か

れ
、
毎
年
多
く
の
研
究
者
、
学
生
、
企
業
関
係
者
、
湿
地

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ

り
豊
か
な
環
境
に
な
る
よ
う
、
住
民
と
協
働
し
た
湿
地
保

全
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
２
年
７
月
、
こ
の
湿
地
を
含
む
「
円

山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
田
結
区
の
自
然
再
生

活
動
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
出
来
事
の
一
つ
と
な
っ
た
の

谷
垣
　
貴
洋

豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
主
任

―
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
が
き
っ
か
け
に
―

湿
地
ガ
イ
ド
に
村
の
主
婦
た
ち
が
奮
闘

９
兵
庫
県
豊
岡
市

「案ガールズ」のメンバー。現在は 14人で活動中
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で
す
。「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
」、
そ
の
こ
と

が
村
に
元
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

◆◆  
案
ガ
ー
ル
ズ
が
本
格
始
動
、
深
ま
る
絆

◆
　

村
を
訪
れ
る
人
が
多
く
な
っ
た
２
０
１
１
年
の
春
、
集

落
の
戸
主
た
ち
が
湿
地
づ
く
り
を
行
う
中
で
、「
私
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」、「
地
元
の
こ
と
は
地
元
の

者
が
案
内
し
よ
う
」
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
主
婦
の
面
々

で
す
。湿
地
ガ
イ
ド
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
案
ガ
ー
ル
ズ
が
で
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強

す
る
う
ち
に
、
田
結
の
魅
力
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
植

物
と
か
生
き
も
の
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」。

　
「
婦
人
会
の
組
織
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
案

ガ
ー
ル
ズ
が
そ
の
代
わ
り
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
女
性
同
士

で
日
常
の
話
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
交
流
の
場
に
な
り
、

絆
が
深
ま
り
ま
す
。
村
に
一
体
感
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
」。

　
「
昔
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
田
ん
ぼ
に
入
る
〝
害
鳥
〟
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
い
ろ
ん
な
も

の
を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。大
学
の
先
生
や
研
究
者
、

大
学
院
の
学
生
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
海
外
か
ら
も
。
も
う
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
が
来
て
、『
こ
こ
は
す
ご
い
と
こ
ろ

だ
』
と
褒
め
ち
ぎ
る
ん
で
す
」。

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
ん
で
来
な
け
れ
ば
、
田
結
の
生
態

系
が
ど
ん
な
に
豊
か
だ
ろ
う
と
、
案
ガ
ー
ル
ズ
は
発
足
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
み
ん
な
で
湿
地
づ
く
り
を
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
来
た
こ

と
で
、
み
ん
な
が
動
き
出
し
ま
し
た
」。

　
「
そ
れ
で
、
ガ
イ
ド
を
始
め
た
の
で
す
が
、
ま
ず
は
勉

強
で
す
。
と
言
っ
て
も
、
そ
ん
な
に
仰
々
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
田
結
で
調
査
を
さ
れ
た
学
生

さ
ん
の
発
表
会
と
か
に
徐
々
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
て
。
そ
う
し
た
ら
、

こ
こ
に
お
嫁
に
来
て
何
十
年
に
も
な

る
の
に
、
こ
の
土
地
で
知
ら
な
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
」。

◆◆  
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

◆
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と

立
ち
上
が
っ
た
彼
女
た
ち
。
外
か
ら

の
評
価
に
よ
っ
て
、
改
め
て
村
の
素

晴
ら
し
さ
や
、
未
来
に
残
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
豊
か
な
自
然
に
気
づ
き
、
地
域
を
誇
り
に
感

じ
な
が
ら
自
主
的
に
活
動
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
感
性
と
方
言
を
交
え
た
ト
ー
ク
に
よ

る
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
ガ
イ
ド
は
、人
の
気
持
ち
を
和
ま
せ
、

笑
顔
に
し
て
し
ま
う
魔
法
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち

は
ガ
イ
ド
に
奮
闘
し
な
が
ら
笑
顔
で
語
り
ま
す
。「
ま
だ

人
に
教
え
る
よ
り
、
教
え
て
も
ら
う
こ
と
の
ほ
う
が
多
い

で
す
け
ど
ね
（
笑
）。
こ
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
に
乗
っ
て
、

今
後
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」
と
。

◆◆  

地
域
再
生
の
糸
口
に

◆
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
か
つ
て
日
本
の
空
か
ら
消
え
て
し
ま
っ

た
の
は
、
人
の
都
合
に
よ
っ
て
自
然
が
分
断
さ
れ
、
人
が

自
然
に
目
を
向
け
な
く
な
っ
た
か
ら
で
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
を
生
息
さ
せ
る
た
め
に
は
、
分
断
さ
れ
た
自
然
を
ま
と

ま
り
と
し
て
つ
な
ぎ
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
人
も
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
人
の
暮
ら
し
を
含
む
「
つ
な
が
り
」
の
中
で
生
き
る

鳥
な
の
で
す
。

　

舞
い
降
り
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
よ
っ
て
か
つ
て
の
つ
な
が

り
を
取
り
戻
し
た
彼
女
た
ち
は
、
外
部
に
向
け
て
も
新
た

な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、
地
域
再
生
の
糸
口
と
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
選
ん
だ
村
で
活
躍
す
る
「
案
ガ
ー
ル

ズ
」に
会
い
に
田
結
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ガ
イ
ド
料
は
、

田
結
の
イ
ラ
ス
ト
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
付
い
て
１
人
５
０
０

円
。
ガ
イ
ド
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
９
６–

２
１–

９
０
１
７
）
ま
で
。

村
を
あ
げ
た
湿
地
づ
く
り

田
結
湿
地
を
訪
れ
た
人
々



2014・６月号 26地域づくり

特 集

女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

◆◆  

32
歳
で
起
業
、
ポ
リ
シ
ー
は

◆  「
集
ま
れ
ば
パ
ワ
ー
に
」

　

今
か
ら
24
年
前
の
１
９
９
０
年
夏
、
６
歳
と
１
歳
の
、

２
人
の
子
ど
も
を
抱
え
、
在
宅
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を

目
指
し
て
い
た
こ
ろ
、
人
脈
を
つ
く
り
た
い
一
心
で
パ
ー

ト
勤
め
を
始
め
た
。
そ
し
て「
仕
事
の
仕
方
を
変
え
た
い
」

と
考
え
て
い
た
時
に
、
同
じ
職
場
の
１
歳
の
子
を
持
つ
主

婦
に
誘
わ
れ
、
一
緒
に
起
業
し
た
の
が
同
じ
年
、
32
歳
の

時
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
意
気
揚
々
と
起
業
（
商
品
の
モ
ニ
タ
ー
や
販

促
支
援
な
ど
を
行
う
会
社
）
は
し
た
も
の
の
、「
主
婦
で

何
が
で
き
る
の
？　

責
任
と
れ
る
の
？
」
と
訪
問
先
で
こ

と
ご
と
く
言
わ
れ
る
始
末
。
主
婦
２
人
の
会
社
に
責
任
あ

る
仕
事
は
ま
か
せ
ら
れ
な
い
と
言
う
な
ら
、
た
く
さ
ん
の

意
見
や
力
を
集
め
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
、「
フ

ル
タ
イ
ム
は
無
理
だ
け
ど
、
空
い
た
時
間
だ
け
自
分
の
特

技
を
活
か
し
、
何
か
し
た
い
人
あ
つ
ま
れ
」
と
募
集
し
た

ら
す
ぐ
に
２
０
０
名
近
く
の
人
（
会
社
に
協
力
す
る
登
録

者
）
が
集
ま
っ
た
。

　
「
一
つ
の
仕
事
を
チ
ー
ム
で
仕
上
げ
る
」
と
い
う
ス
タ

イ
ル
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
た

「
一
人
ひ
と
り
は
弱
い
け
れ
ど
集
ま
れ
ば
パ
ワ
ー
に
な
る
」

と
い
う
言
葉
は
そ
ん
な
女
性
た
ち
の
心
に
ず
し
ん
と
響
い

た
言
葉
だ
っ
た
。

◆◆  
50
歳
で
第
２
の
起
業
、

◆  
地
域
と
深
く
つ
な
が
る

　

２
０
０
９
年
、
50
歳
に
な
っ
た
の
を
機
に
更
な
る
自
分

の
夢
を
追
い
か
け
る
べ
く
前
の
会
社
か
ら
独
立
し
て
現
在

の
「
株
式
会
社
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
」
を
設
立
し
た
。

新
し
い
こ
と
が
や
り
た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
広
島
の

地
に
足
を
つ
け
、
も
う
少
し
深
く
じ
っ
く
り
と
地
域
と
つ

な
が
り
た
か
っ
た
の
だ
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
「
店
づ
く
り
」
を
核
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
。
街
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す

「
仕
掛
け
づ
く
り
」。
起
業
な
ど
を
め
ざ
す
女
性
た
ち
を
応

援
す
る
事
業
。
女
性
た
ち
の
思
い
を
カ
タ
チ
に
し
た
「
商

品
づ
く
り
」。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
起
業
の
目
的
だ
っ
た
。
そ
し
て
地
域

に
根
付
き
、
同
じ
価
値
観
で
繋
が
る
女
性
た
ち
の
チ
カ
ラ

を
借
り
な
が
ら
進
ん
で
い
こ
う
と
決
め
て
動
き
は
じ
め
た
。

◆◆  

カ
フ
ェ
と
食
材
店
を
運
営
、

◆  

ス
タ
ッ
フ
は
全
員
女
性

　

ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
は
二
つ
の
店
舗
を
運
営
し
て

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
女
性
だ
。

　

こ
の
う
ち
カ
フ
ェ
「H

erstoryH
ouse

」
は
、
育
児
中

も
た
ま
に
は
外
で
の
ん
び
り
お
茶
し
た
い
と
思
う
お
母
さ

ん
た
ち
が
子
ど
も
と
一
緒
に
く
つ
ろ
げ
る
「
キ
ッ
ズ
優
先

ル
ー
ム
」を
設
け
て
い
る
。
お
出
汁
か
ら
と
っ
た
味
噌
汁
、

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
お
か
ず
、
年
齢
に
応
じ
た
キ
ッ

ズ
メ
ニ
ュ
ー
も
設
け
る
手
作
り
の
味
が〝
売
り
〟の
カ
フ
ェ

で
あ
る
。

　

カ
フ
ェ
の
厨
房
で
は
「
料
理
が
好
き
」、「
こ
だ
わ
り
の

自
慢
料
理
が
あ
る
」、「
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
た
め
に

て
い
ね
い
な
食
事
づ
く
り
を
し
た
い
」
な
ど
、
30
代
〜
50

代
の
パ
ー
ト
の
主
婦
シ
ェ
フ
た
ち
が
中
心
と
な
り
働
い
て

佐
藤
　
緑

株
式
会
社
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
代
表
取
締
役

―
カ
フ
ェ
や
食
材
店
を
経
営
、宅
配
弁
当
も
好
評
―

女
性
の
力
で
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

10
広
島
市

ハーストーリィプラスが運営するカフェ
「HerstoryHouse」の外観
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い
る
。

　

お
出
汁
を
と
っ
た
あ
と
の
具
材
で
作
る
、
ご
は
ん
に
合

う
佃
煮
や
カ
フ
ェ
で
使
用
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
乾
燥
さ
せ

て
作
る
脱
臭
剤
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
考
え
実
行
す
る
、
お

客
様
が
ち
ょ
っ
と
喜
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
店
舗
で
あ
る
食
材
店
「
く
ら
し
マ
ル
シ
ェ
／

３
６
５
」
は
地
元
の
食
品
製
造
・
卸
メ
ー
カ
ー
「
純
正
食

品
マ
ル
シ
マ
」
さ
ん
と
の
提
携
シ
ョ
ッ
プ
だ
。
お
互
い
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
り
、
初
期
投
資
を
抑
え
て
運
営
す
る

食
育
活
動
の
拠
点
で
も
あ
り
、
こ
の
食
材
店
で
販
売
す
る

商
材
や
調
味
料
を
利
用
し
た
弁
当
の
販
売
に
も
力
を
注
い

で
い
る
。

　

こ
の
店
舗
で
は
地
元
の
主
婦
を
雇
用
し
、
体
に
良
い
食

を
女
性
た
ち
か
ら
家
庭
、
地
域
へ
と
発
信
し
て
い
る
。
雇

用
の
ポ
イ
ン
ト
も
通
常
の
企
業
と
は
違
う
か
も
し
れ
な

い
。
店
舗
ス
タ
ッ
フ
に
は
毎
日
家
事
に
携
わ
っ
て
き
た
専

業
主
婦
歴
の
長
い
方
か
ら
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
の
経
験
な
ど
の
地
元
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
豊
富

で
あ
れ
ば
言
う
こ
と
は
な
い
。

　

自
分
が
使
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
も
の
を
お
客
様
に
お

伝
え
す
る
と
い
う
、
生
活
者
な
ら
で
は
の
視
点
を
必
要
と

す
る
店
舗
で
、
毎
日
の
家
事
に
役
立
つ
食
材
を
販
売
し
て

い
る
。

◆◆  

主
婦
シ
ェ
フ
が
母
親
目
線
で

◆  

お
弁
当
づ
く
り

　

一
方
、
弁
当
の
宅
配
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
二

つ
の
運
営
店
舗
（
カ
フ
ェ
と
食
材
店
）
が
共
同
で
弁
当
を

つ
く
り
、
学
習
塾
に
届
け
て
い
る
。
大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
の
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
（
お
弁
当
）

づ
く
り
を
母
親
に
代
わ
り
行
っ
て
い
る
。

　

栄
養
士
の
資
格
を
持
つ
カ
フ
ェ
の
主
婦
シ
ェ
フ
が
１

カ
月
単
位
で
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
紹
介
す
る
。

食
育
の
観
点
か
ら
考
え
た
、
学
び
に
も
体
に
も
良
い
メ

ニ
ュ
ー
。「
集
中
力
ア
ッ
プ
の
甘
辛
肉
巻
ソ
テ
ー
」
な
ど
、

ま
る
で
カ
フ
ェ
で
食
事
を
注
文
す
る
よ
う
な
楽
し
み
も
持

た
せ
た
。

　

母
親
が
家
庭
で
子
ど
も
と
相
談
し
て
ネ
ッ
ト
で
注
文

し
、
代
金
を
支
払
う
と
い
う
子
ど
も
に
現
金
を
持
た
せ
な

い
仕
組
み
づ
く
り
も
心
が
け
た
。
提
携
先
の
塾
の
先
生
た

ち
と
連
携
し
て
、
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
す
べ
て
手
づ
く

り
の
食
事
を
勉
強
前
の
お
子
様
た
ち
に
届
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
歳
か
ら
の
幼
稚
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
食

育
弁
当
づ
く
り
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。「
好
き
嫌
い
が
な

く
な
る
よ
う
に
」
と
願
い
を
込
め
、
レ
シ
ピ
に
も
工
夫
を

凝
ら
す
。主
婦
シ
ェ
フ
の
作
る
お
弁
当
が
始
ま
っ
て
以
来
、

「
完
食
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
た
」
と
嬉
し
い
感
想
も

頂
い
た
。

◆◆  

女
性
の
力
で
地
域
活
性
化
を

◆
　

こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
は
、
女
性
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
、
母
親
目
線
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
事
業
に
特
化

し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
集
客
に
も
地
域

に
根
ざ
し
た
主
婦
を
活
用
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
生
活
者
視
点

の
主
婦
の
チ
カ
ラ
を
結
集
し
た

地
域
活
性
化
事
業
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
女
性
の
パ

ワ
ー
を
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
る
。

カフェでくつろぐ主婦ら

食材店「くらしマルシェ／３６５」の店内

幼稚園児のための手づくり弁当



◆◆  

子
育
て
支
援
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

◆  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
格
も
取
得

　

１
９
９
８
年
、
育
児
サ
ー
ク
ル
で
出
会
っ
た
愛
媛
県
松

山
市
の
母
親
た
ち
が
、
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
子
育
て

支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

時
代
は
子
育
て
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
始
め
て
い
た
頃

で
、
私
た
ち
の
活
動
は
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

当
初
は
、
週
１
回
程
度
、
県
内
の
育
児
サ
ー
ク
ル
へ
出

か
け
て
行
き
、親
子
で
遊
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
親
子
で
遊
び
に
夢
中
に
な
る
こ
と

の
大
切
さ
、
子
育
て
の
大
変
さ
を
共
に
感
じ
な
が
ら
、
大

変
な
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
子
育
て
マ
マ
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
か

ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

気
が
つ
け
ば
私
た
ち
は
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
活
動
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

わ
が
子
の
成
長
と
と
も
に
、
再
就
職
す
る
仲
間
が
増
え

て
い
き
、「
こ
の
ま
ま
で
は
、
い
つ
か
こ
の
活
動
も
終
わ

り
の
時
が
や
っ
て
く
る
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
愛
媛
県
の
職
員
か
ら
、
県
が
主
催
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
を
受
講
し
て
み
な
い
か
と
い
う
お
誘

い
を
受
け
ま
し
た
。私
は
、「
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
仕
事
へ
変
え
る
し
か
な
い
」と
考
え
、

同
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
道

を
歩
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
２
０
０
１
年
４

月
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
え
ひ
め
」
は

法
人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

◆◆  

会
報
誌
で
広
告
収
入

◆  

交
流
の
場
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
開
催

　

し
か
し
、
法
人
化
し
て
も
、
簡
単
に
は
資
金
は
集
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
た
ち
で
事
業
収
入
を
得
る
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。

　

最
初
の
収
入
は
、
会
報
誌
の
広
告
収
入
で
し
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
チ
カ
ラ
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
20

ペ
ー
ジ
の
会
報
誌
に
自
分
た
ち
の
活
動
報
告
や
子
育
て
情

報
を
掲
載
し
、
県
内
で
１
万
部
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

子
育
て
施
設
や
図
書
館
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
置
い
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
子
育
て
マ
マ
と
明
確
だ
っ

た
こ
と
で
、思
っ
た
以
上
に
協
賛
広
告
を
も
ら
え
ま
し
た
。

ま
た
、
独
身
時
代
に
営
業
を
経
験
し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が

い
た
こ
と
は
大
き
な
支
え
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
の
団
体
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
活
動
を
す
る
か
模
索
し
ま
し

た
。
現
在
の
よ
う
に
、「
子
育
て
支
援
」
と
い
う
言
葉
も

一
般
化
し
て
お
ら
ず
、
在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
マ
マ

た
ち
へ
の
支
援
も
手
薄
だ
っ
た
頃
で
す
。
核
家
族
化
や
転

勤
族
の
増
加
な
ど
で
周
囲
か
ら
孤
立
し
て
子
育
て
を
し
て

い
る
マ
マ
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
親
子
が

交
流
で
き
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
、
児
童
館
を
借
り
て
週

１
回
の
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆　◆  

企
業
が
協
力
、
念
願
の
常
設
に

◆
　

私
た
ち
の
活
動
は
多
く
の
親
子
に
必
要
と
認
め
て
も
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山
本
　
由
美
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
え
ひ
め
代
表

—
利
用
者
は
年
２
万
５
０
０
０
人
に—

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」で
、頑
張
る
マ
マ
を
積
極
支
援

愛
媛
県
松
山
市

11

「子育てひろばくーふぁん」でのベビーマッサージ風景
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29

ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

週
１
回
の
活
動
で
は
な

く
、
子
育
て
に
つ
ま
ず
い

た
と
き
、
し
ん
ど
く
な
っ

た
と
き
、
子
ど
も
に
手
を

あ
げ
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き
に
、
い
つ
で
も
駆
け
込
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
設
の
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
や

り
た
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
利
用
者
か
ら
対
価
を
求

め
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
企
業
か
ら
の
寄
付
や
行
政
か
ら

の
委
託
な
ど
道
を
探
し
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
０
２
年
、
厚
生
労
働
省
が
公
共
施
設
や
空
き
店
舗

な
ど
地
域
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
「
つ
ど
い
の
広
場
事

業
」
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
た
い
と
思
い
、
行
政
に
常
設
の
「
子
育
て
ひ
ろ

ば
」
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
実
現
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
、
あ
る
企
業
か
ら
社
会
貢
献
と
し
て
子
育

て
支
援
を
し
た
い
と
私
た
ち
に
申
し
入
れ
が
あ
り
、
企
業

と
の
協
働
で
２
０
０
４
年
に
念
願
だ
っ
た
常
設
の
子
育
て

ひ
ろ
ば
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

◆　◆  

広
が
る
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

◆  「
託
児
付
き
診
療
」
も
好
評

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
は
、
時
代
の
流
れ
で
愛
媛
県
で
も
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
行
政
か
ら
の
委
託
を
受
け

て
、
現
在
、
松
山
市
で
２
カ
所
、
新
居
浜
市
で
１
カ
所
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
三
つ
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
年
間
延
べ

利
用
者
は
約
２
万
５
０
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
子
育
て
経
験
の
不
足
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と

ど
う
関
わ
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
マ
マ
た
ち
が
増
え
て

お
り
、
保
育
士
や
保
健
師
な
ど
の
資
格
を
持
つ
私
た
ち
の

ス
タ
ッ
フ
が
専
門
的
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ
に
関
し
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
マ
マ
が
病
院
で
診
察
を
受
け
て
い
る
際
に

院
内
で
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
も
、
病
院
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
、
県
内
５
カ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
実

家
が
離
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
、
体
調
が

悪
く
て
も
受
診
で
き
ず
、
市
販

の
薬
で
我
慢
し
て
い
た
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
、
マ
マ
た
ち

に
し
っ
か
り
診
察
を
受
け
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
あ
る
歯
科
医

師
と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
、
私

の
考
え
に
共
感
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
実
現
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
託
児
付
き
診
療
は
、

マ
マ
た
ち
の
口
コ
ミ
で
瞬
く
間
に
情
報
が
広
ま
り
、
今
で

は
毎
日
、
午
前
も
午
後
も
予
約
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
子
育
て
情
報
は
簡
単
に

入
っ
て
き
ま
す
が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
情
報
を

得
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
子
育
て
支

援
情
報
を
ま
と
め
た
サ
イ
ト
の
運
営
と
「
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
の
発
行
も
団
体
の
大
き
な
活
動
に
な
っ
て
い
ま

す
。◆◆  

子
ど
も
の
発
達
支
援
も
視
野
に

◆  

次
の
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
て
、
今
年
で
14
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
団
体
存
続

が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
活
動

を
支
え
て
く
れ
る
仲
間
と
団
結
し
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
私
は
、
子
育
て
支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
気
が
つ
け
ば
、
私
が
支
え
て
も
ら
っ

て
い
た
の
で
す
。
私
た
ち
の
運
営
す
る
施
設
の
利
用
者
、

事
業
を
委
託
し
て
く
れ
る
行
政
や
企
業
、
そ
し
て
団
体
の

ス
タ
ッ
フ
た
ち
（
現
在
20
人
）
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
支
援
で
す
。
最
近
、
マ
マ
た

ち
の
経
験
不
足
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ
が
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ハ
イ
を
し
な
い
赤
ち
ゃ
ん
、
言

葉
が
遅
い
子
な
ど
に
以
前
よ
り
多
く
出
会
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
マ
マ
た
ち
へ
子
育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

丁
寧
に
伝
え
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が
、の
び
の
び
と
育
っ

て
い
く
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職員のミーティング。活動の目的や目標を明確にし
て共有することを大切にしている

会報誌こねっと通信。年 4
回、計 4万部を発行

「子育てひろばラトル」での離乳食講座の様子
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◆◆  

両
親
の
世
話
で
帰
郷
、

◆  

農
産
加
工
品
の
製
造
・
販
売
を
思
い
つ
く

　

私
は
、
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
の
小
規
模
農
家
の
一
人
娘

と
し
て
生
ま
れ
た
。
高
校
卒
業
後
、
大
阪
に
就
職
し
、
そ

の
後
結
婚
し
子
育
て
を
し
て
い
た
が
、
高
齢
に
な
っ
た
両

親
の
面
倒
を
見
る
た
め
平
成
11
年
、
鹿
児
島
に
戻
っ
て
き

た
。

　

毎
日
田
畑
で
汗
だ
く
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
野
菜
を

つ
く
り
、
市
場
へ
売
り
に
行
っ
て
い
た
母
の
姿
を
今
で
も

思
い
出
す
。
今
で
は
母

の
生
き
が
い
と
な
っ
て

い
る
野
菜
づ
く
り
だ

が
、
生
活
の
基
盤
は
年

金
や
野
菜
販
売
収
入
。

そ
の
年
の
気
候
な
ど
に

よ
っ
て
も
収
入
は
左
右

さ
れ
、
大
変
な
仕
事
で

あ
る
。

　

自
分
に
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
時
、
母
の
よ
う
な
生
産
者
が
心

を
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
を
用
い
た
農
産
加
工
品
を
製

造
・
販
売
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。

◆◆  

村
づ
く
り
講
演
に
感
動
、

◆  

講
師
の
指
導
受
け
る

　
「
思
い
つ
い
た
ら
す
ぐ
行
動
」
が
私
の
信
条
で
あ
る
。

す
ぐ
に
情
報
収
集
や
関
係
各
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
始

め
、
様
々
な
農
産
加
工
技
術
や
起
業
家
研
修
を
受
け
た
。

行
動
を
開
始
す
る
に
つ
れ
、
私
は
多
く
の
人
と
出
会
う
こ

と
に
な
る
。
特
に
影
響
を
受
け
た
の
が
、
鹿
屋
市
串
良
町

柳
谷
集
落
の
豊
重
哲
郎
さ
ん
で
あ
る
。
平
成
17
年
、「
や

る
気
を
起
こ
せ
ば
奇
跡
が
起
き
る
」
と
題
し
た
村
づ
く
り

講
演
を
聞
き
、感
動
し
て
豊
重
さ
ん
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
、

事
業
を
始
め
た
い
の
で
指
導
助
言
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん

だ
。

　

初
め
は
「
事
業
を
始
め
る
な
ん
て
大
変
な
こ
と
だ
。
や

め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
あ
ま
り
に
も
真
剣
に

何
度
も
お
願
い
す
る
私
に
「
約
束
」
を
守
る
の
で
あ
れ
ば

と
い
う
条
件
付
き
で
指
導
を
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
約
束
は
、
お
金
の
投
資
を
せ
ず
、
労
働
の
投
資

に
徹
し
た
事
業
の
立
ち
上
げ
を
す
る
こ
と
。
設
備
は
公
共

施
設
を
使
う
こ
と
。
そ
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
誰
に

対
し
て
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
約
束
を
守
り
続
け
て
今
が
あ
る
。
先
行
投
資
を
し

て
い
て
事
業
が
続
い
て
い
な
か
っ
た
ら
隣
近
所
の
メ
ン

バ
ー
と
は
口
も
き
か
な
い
険
悪
な
関
係
に
な
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

◆◆  

自
社
工
場
を
建
設
、
事
業
も
軌
道
に

◆  

規
格
外
の
野
菜
で
加
工
品

　

高
齢
化
は
ど
こ
の
地
域
で
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
さ
つ

ま
町
の
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
も
高
齢
化
で
廃
業
の
話
が

あ
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
麦
味
噌
は
美
味
し
い
と
地
域

で
評
判
だ
っ
た
。「
廃
業
さ
れ
る
の
だ
っ
た
ら
私
に
作
り

方
を
教
え
て
下
さ
い
、
味
は
守
り
ま
す
か
ら
」
と
言
っ
て

味
噌
づ
く
り
を
習
い
、
平
成
18
年
10
月
、
農
産
物
加
工
を

手
掛
け
る
グ
ル
ー
プ
「H

ello

さ
つ
ま
」
を
仲
間
３
人
で

立
ち
上
げ
た
。
そ
れ
か
ら
、「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
お
味

噌
な
の
に
市
場
に
出
し
た
ら
必
ず
売
れ
る
」
と
の
思
い
で

営
業
に
出
た
。

　

し
か
し
、
営
業
ほ
ど
難
し
い
も
の
は
な
い
と
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
る
。
行
く
と
こ
ろ
行
く
と
こ
ろ
断
ら
れ
、
涙
し
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
し
て
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
た
。

ス
ー
パ
ー
が
地
産
地
消
に
力
を
入
れ
出
し
た
の
だ
。
そ
れ

と
同
時
に
行
政
の
協
力
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
い

た
公
共
施
設
（
町
の
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
）
を
卒
業
し
、

平
成
23
年
、
自
社
の
加
工
場
を
建
設
し
た
。

　

自
由
に
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
商
談
も
ま
と
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
地
域
に
は
新
鮮
だ
が
出
荷
で

古
田
　
妙
子

H
ello

さ
つ
ま
代
表

—
安
心
・
安
全
な
食
品
を
消
費
者
に—

農
産
物
の
加
工
ビ
ジ
ネ
ス
で
地
域
を
活
性
化

12
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町

秘伝のレシピをもとに手づくりで製造して
いる味噌
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き
な
い
規
格
外
の
野
菜
が
山
ほ
ど
あ
る
。
ゴ
ボ
ウ
も
そ
の

一
つ
だ
。
葉
を
刈
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
掘
り
起
こ
し
て
収

穫
す
る
ゴ
ボ
ウ
は
、
収
穫
途
中
で
切
れ
た
り
傷
つ
い
た
り

し
て
売
り
物
に
な
ら
な
い
。
今
ま
で
廃
棄
す
る
し
か
な

か
っ
た
生
産
物
を
加
工
品
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

　

味
付
け
は
、地
域
で
料
理
名
人
の
上
川
畑
ト
ミ
子
氏
に
、

ゴ
ボ
ウ
の
提
供
は
小
山
農
園
の
小
山
栄
一
郎
氏
に
お
願
い

し
た
。
小
山
氏
は
今
ま
で
廃
棄
し
て
い
た
ゴ
ボ
ウ
を
私
た

ち
が
買
い
取
り
、加
工
品
を
作
る
こ
と
で
収
益
が
増
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
カ
ボ
チ
ャ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
カ
ッ
ト
し
て
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
納
入
す
る
。
小
さ
な
地
域
型
６
次
産

業
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
に
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
オ
ー
プ
ン
。現
在
、

「H
ello

さ
つ
ま
」
は
７
人
と
な
り
、
地
域
農
産
物
直
売

所
の
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
、
Ｊ
Ａ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
28
店

舗
に
味
噌
な
ど
多
様
な
商
品
を
納
め
て
い
る
。
大
手
企
業

で
あ
る
「
株
式
会
社
エ
ー
・
ピ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
も
取

引
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆◆  

農
家
民
宿
も
開
業

◆
　

一
方
、
都
会
で
の
生
活
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
初
め
て

田
舎
の
良
さ
に
気
づ
い
た
私
は
平
成
21
年
に
自
宅
を
利
用

し
て
農
家
民
宿
を
開
業
し
た
。
格
安
で
入
浴
で
き
る
か
け

流
し
の
温
泉
、
新
鮮
な
野
菜
、
澄
ん
だ
空
気
、
星
空
、
地

域
の
人
々
の
心
の
豊
か
さ
。
当
た
り
前
と
思
う
日
常
が
人

に
よ
っ
て
は
貴
重
な
経
験
と
な
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

田
舎
に
は
、
田
舎
の
魅
力
が
あ
る
。
都
会
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

修
学
旅
行
の
中
高
生
が
や
っ
て
来
る
。
旬
の
野
菜
を
使
っ

た
料
理
を
提
供
し
、
温
泉
、
散
策
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆◆  

安
心
・
安
全
な
食
品
を
消
費
者
に

◆
　

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
、
自
分
さ
え
儲
か
れ
ば
と
い
う
考

え
で
は
地
域
型
ビ
ジ
ネ
ス
は
成
り
立
た
な
い
。
順
調
な
時

も
、
そ
う
で
な
い
時
も
一
緒
に
汗
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い

る
こ
と
。
お
金
は
い
ら
な
い
か
ら
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
と

い
う
人
。
相
談
に
乗
り
、心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
人
。

そ
う
い
う
人
々
と
と
も
に
日
々
、
農
産
物
加
工
の
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

農
業
後
継
者
不
足
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
な
か
で
私
た
ち
の
よ
う
な
小
さ

な
地
域
型
６
次
産
業
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
少
々
価
格

は
高
く
て
も
安
心
・
安
全
な
食
べ
物
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
消
費
者
は
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
や
残
留

農
薬
な
ど
輸
入
農
産
物
に
対
し
て
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
地
産
地
消
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
か
な
農
産

物
で
調
理
品
や
加
工
食
品
を
作
り
、
消
費
者
に
提
供
が
で

き
た
ら
継
続
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
地
域
資
源
を

使
っ
た
農
産
物
加
工
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
い
つ
か
ら
で
も
誰
で

も
で
き
る
起
業
だ
。

◆◆  

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

◆
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
農
家
と
の
連
携
、
販
売

者
と
の
連
携
を
、
も
っ
と
大
き
な
連
携
に
し
て
い
け
た
ら

自
分
た
ち
も
地
域
も
元
気
に
、
そ
し
て
農
産
物
加
工
グ

ル
ー
プ
が
増
え
て
成
長
し
た
ら
地
域
型
６
次
産
業
は
本
物

に
な
る
。
１
０
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る
グ
ル
ー
プ

が
10
出
来
た
ら
１
億
円
の
企
業
と
同
じ
に
な
る
か
ら
だ
。

　

そ
し
て
、
私
の
両
親
も
現
在
80
歳
と
83
歳
。
人
生
の
最

後
を
寄
り
添
い
、
温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
私
の

使
命
。
豊
重
哲
郎
氏
か
ら
教
わ
っ
た
一
番
大
切
な
こ
と
、

「
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
生
き
方
」
を
今
後

も
実
践
し
て
い
き
た
い
。

Hello さつまの加工品ゴボウの生産者、小山栄一郎氏



◆◆  

は
じ
め
に

◆
　

我
が
国
の
女
性
の
労
働
力
率
は
、
結
婚
・
出
産
期
に
当

た
る
年
代
に
一
旦
低
下
し
、
育
児
が
落
ち
着
い
た
時
期
に

再
び
上
昇
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
を

描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
、
長
期
的
に
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
民
間
企
業

の
課
長
相
当
職
の
割
合
は
８
・
５
％
（
平
成
25
年
）
と
、

依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再
興
戦
略
」

に
お
い
て
は
、「
出
産
・
子
育
て
等
に
よ
る
離
職
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合

の
増
加
を
図
り
、
女
性
の
中
に
眠
る
高
い
能
力
を
十
分
に

開
花
さ
せ
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
成
長
戦

略
の
中
核
で
あ
る
」
と
し
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
、社
会
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
と
っ

て
も
、
女
性
の
活
躍
は
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
企
業
の
う
ち
99
％
以
上
が
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
で
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
地
域
に
お
け
る
雇
用

を
創
出
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
に
還
元
す
る
事

業
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た
経
済
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
で
は
、
従
業
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
重
要
政
策
に
関
す
る
会
議
の
一

つ
で
あ
る
男
女
共
同
参
画
会
議
（
議
長
：
内
閣
官
房
長
官
）

の
下
に
置
か
れ
た
基
本
問
題
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
で

は
、
平
成
25
年
７
月
か
ら
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た

女
性
の
活
躍
促
進
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を
行
い
、
26
年

４
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
報

告
書
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◆◆  

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
現
状

◆
　

女
性
の
労
働
力
率
（
Ｍ
字
カ
ー
ブ
）
や
管
理
的
職
業
従

事
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
女
性
に
よ
る
起
業
の
状
況

等
、
女
性
の
活
躍
の
現
状
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
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地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
女
性
の
活
躍
促
進
に
つ
い
て

—
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を—

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課

特 集

女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り

図１　都道府県別女性の年齢階級別有業率

南関東 北　陸

（備考）　総務省「平成24年就業構造基本調査」より作成。
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特 集

ま
す
。

　

例
え
ば
、
都
道
府
県
別
に
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
見
る
と
、
都

道
府
県
に
よ
っ
て
Ｍ
字
の
形
は
様
々
で
す
。
南
関
東
の
埼

玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
で
は
、
Ｍ
字
の
底

が
深
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
北
陸
の
新
潟
県
、
富
山
県
、

石
川
県
、
福
井
県
で
は
、
台
形
に
近
い
形
と
な
っ
て
い
ま

す
（
前
ペ
ー
ジ
図
１
参
照
）。

　

ま
た
、
有
業
者
の
女
性
割
合
と
管
理
的
職
業
従
事
者
の

女
性
割
合
を
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
高
知
県
は
有
業
者

の
女
性
割
合
も
管
理
職
の
女
性
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
石
川
県
は
、
有
業
者
の
女
性
割
合
は
高
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
管
理
職
の
女
性
割
合
は
47
都
道
府
県
中
46
位
と

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
、
有
業
者
の
女
性
割
合

は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
管
理
職
の
女
性
割
合
は
47
都

道
府
県
中
10
位
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

女
性
の
就
業
形
態
を
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、富
山
県
、

福
井
県
で
は
正
規
の
職
員
・
従
業
員
が
５
割
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
北
海
道
、
埼
玉
県
は
約
37
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ
て
女
性
の
活
躍
状
況
は
異

な
っ
て
お
り
、現
状
に
お
け
る
課
題
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
解
決
す
る
方
法
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
都
道
府
県
内
で
も
市
区
町
村
に

よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆◆  

都
道
府
県
に
お
け
る

◆  

取
り
組
み
の
現
状
と
課
題

　

全
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
男

女
共
同
参
画
計
画
が
策
定
さ
れ
、

企
業
等
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推

進
に
つ
い
て
の
記
載
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
審
議
会
等
の
女
性
委
員
の

登
用
に
つ
い
て
も
、
全
て
の
都
道

府
県
が
目
標
値
を
掲
げ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
目
標
の
対
象

で
あ
る
審
議
会
等
の
女
性
委
員
の

割
合
は
30
％
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
女
性
の
活
躍
推
進
の
取
り
組

み
は
着
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
個
別
に
そ
の

詳
細
を
見
て
い
く
と
、
経
済
分
野

で
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
取
り

組
み
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い

女性が活躍する地域づくり特 集

図２　有業者・管理的職業従事者に占める女性割合

※吹き出しは都道府県別順位１位

有業者に占める
女性の割合

管理的職業従事者に
占める女性の割合

高知県

50 46.7

21.8

45.3

8.0

43.0

13.4

42.5

15.8

（％）

40

30

20

10

0
石川県 東京都 全国平均

（備考）　総務省「平成24年就業
　　　　構造基本調査」より作成。

38位

46位

10位
１位

８位

図３　公共調達における男女共同参画等の項目の設定

公共調達

項　目

n=47

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（32件）

（25件） （１件）（６件）

（15件）

n=32

（備考）
１．内閣府「都道府県における女性の活躍推進に係る取組状況調査（平成 26 年２月）」
より作成。

２．「両立支援」とは、「次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画の策定」、
「次世代育成支援対策推進法に基づく国の認定（「くるみん」取得）」、「仕事と子育て
等を両立するための取組（法定以上の育児休業制度等）」を指す。

３．「登用促進」とは、「役員に占める女性割合に関する項目」、「管理職に占める女性割
合に関する項目」、「役員や管理職への女性の登用促進のための取組（ポジティブ・
アクション、数値目標の設定等）」を指す。

実施している 実施していない

両立支援のみ

登用促進のみ

両立支援と
登用促進
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都
道
府
県
も
あ
り
ま
す
。

　

公
共
調
達
等
に
よ
る
企
業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

と
し
て
、
32
都
道
府
県
が
公
共
工
事
の
競
争
参
加
資
格
審

査
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
等
の
項
目
の
設
定
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
仕
事
と
子
育
て
等
の
両
立
支
援
の
取
り
組

み
の
み
を
評
価
す
る
も
の
が
多
く
、
役
員
や
管
理
職
へ
の

女
性
の
登
用
促
進
等
を
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
（
前
ペ
ー
ジ
図
３
参
照
）。

◆◆  

市
区
町
村
に
お
け
る

◆  

取
り
組
み
の
現
状
と
課
題

　

市
区
町
村
に
つ
い
て
は
、
市
区
と
町
村
と
で
現
状
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
計
画
は
市
区
で

は
95
％
が
策
定
済
み
で
す
が
、
町
村
で
は
策
定
済
み
は
半

数
以
下
と
な
っ
て
お
り
（
図
４
参
照
）、
推
進
体
制
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
審
議
会
等
委
員
の
女
性
割
合
の
数

値
目
標
も
、
市
区
の
９
割
が
設
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、

町
村
で
設
定
し
て
い
る
の
は
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
令
指
定
都
市
の
よ
う
に
、
公
共
調
達
に
関
す
る
取
り

組
み
や
企
業
の
表
彰
等
の
取
り
組
み
、
女
性
に
よ
る
起
業

の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
市
区
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
女

性
の
登
用
促
進
等
に
つ
い
て
何
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

な
い
市
区
町
村
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
村
に
つ
い
て

は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
係
る
取
り
組
み
自
体
が
ほ

と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

◆◆  

今
後
の
方
向
性

◆
　

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
今
後
の
方
向
性

と
し
て
三
つ
の
柱
を
提
示
し
ま
し
た
。

（
１
）
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

        
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
の
展
開

　

女
性
の
活
躍
状
況
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、

市
区
町
村
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
都
道
府
県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
住
民
・
現
場

に
近
い
市
区
町
村
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。

　

市
区
町
村
で
は
小
規
模
事
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
企
業

等
に
お
け
る
管
理
職
へ
の
女
性
の
登
用
と
い
っ
て
も
限
界

が
あ
る
と
の
声
や
、
行
財
政
改
革
が
徹
底
さ
れ
る
中
、
人

員
や
財
源
不
足
に
よ
り
対
応
で
き
な
い
と
す
る
声
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

方
が
、
柔
軟
な
働
き
方
が
可
能
で
女
性
が
活
躍
し
や
す
い

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
い
て
、
住
民
一
人

一
人
が
女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
気
運
を
醸
成
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

（
２
）
両
立
支
援
に
加
え
登
用
促
進
に
よ
り

        

女
性
の
活
躍
を
実
現

　

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
仕
事
と
子
育
て

等
と
の
両
立
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
お
け
る
女
性
の
登
用
や
女
性
に
よ
る
起
業
・
創

業
の
拡
大
等
、
経
済
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
を
明
確

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
て
、
直
接
的
に
女
性
の
登
用

促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
際
、
地
域
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
が
そ
の
地
域
の

繁
栄
を
も
た
ら
す
と
の
理
解
を
広
げ
な
が
ら
、
地
方
公
共

団
体
を
中
心
と
し
て
地
域
社
会
全
体
が
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た

６
次
産
業
化
等
、
女
性
の
知
識
・
経
験
を
発
揮
し
た
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
・
製
品
の
創
出
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

極
め
て
重
要
で
す
。
女
性
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
６
次
産
業

化
の
支
援
や
、
農
林
水
産
団
体
の
役
員
や
正
組
合
員
の
女

性
割
合
を
高
め
る
な
ど
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
多
様
な
主
体
に
よ
る
女
性
活
躍
の
た
め
の

        

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

経
済
分
野
に
お
け
る
女
性
の
力
の
発
揮
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
各
界
各
層
が
そ
れ
ぞ
れ
女
性
の
活
躍
を

支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、国
、地
方
公
共
団
体
、民
間
団
体
、

（備考）
１．内閣府「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に
関する施策の推進状況（平成 25 年度）」より作成。

２．市区には政令指定都市を含む。

図４　男女共同参画計画の策定状況（市区町村）

計画未策定計画策定済
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女性が活躍する地域づくり特 集

住
民
が
連
携
・
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画

担
当
部
局
や
子
育
て
支
援
担
当
部
局
、
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
・
女
性
セ
ン
タ
ー
等
を
中
心
と
し
た
庁
内
連
絡
会

議
や
行
政
と
民
間
の
連
携
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
地
域
に
必
要
と
な
る
の
は
、
単

な
る
情
報
共
有
の
た
め
の
連
携
体
制
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
主
体
が
連
携
し
、
課
題
を
共
有
し
、
協
働
し
て
事
業

を
推
進
し
て
い
く
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

こ
れ
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
経
済
担
当
部
局
、
農
林

水
産
担
当
部
局
は
も
ち
ろ
ん
、
従
来
型
の
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
で
は
必
ず
し
も
主
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

は
位
置
付
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
商
工
会
・
商
工
会
議
所

等
の
地
域
経
済
団
体
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
等

の
地
域
金
融
機
関
、
農
業
協
同
組
合
、
森
林
組
合
、
漁
業

協
同
組
合
等
の
農
林
水
産
団
体
、
経
済
産
業
局
、
労
働
局

等
の
国
の
地
方
機
関
、
地
域
経
済
を
け
ん
引
し
て
い
る
個

別
の
主
要
な
企
業
、
地
域
資
源
と
市
場
ニ
ー
ズ
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
参
加
が
不
可

欠
で
す
（
図
５
参
照
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
そ
の
得
意
と
す
る
役
割
を
自
主
的

に
果
た
し
つ
つ
、
緊
密
な
連
携
・
協
働
の
下
、
全
体
と
し

て
隙
間
の
な
い
横
断
的
・
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆◆  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
例

◆
　

福
岡
県
で
は
、
県
内
の
経
済
界
主
導
に
よ
り
、
行
政
、

企
業
・
経
済
団
体
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
女
性
の
大

活
躍
推
進
福
岡
県
会
議
」
が
平
成
25
年
５
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
こ
の
会
議
体
は
、
女

性
の
活
躍
が
企
業
の
発
展
は

も
と
よ
り
地
域
経
済
の
活
性

化
に
は
必
要
不
可
欠
と
の
認

識
に
立
ち
、
諸
外
国
に
比
べ

て
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
女
性

の
社
会
進
出
や
女
性
が
生
き

生
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
を
目
指
し
、
①
企
業

や
団
体
が
自
主
的
に
女
性
管

理
職
比
率
等
の
目
標
を
設
定

し
実
現
す
る
活
動
、
②
女
性

の
能
力
・
意
欲
・
意
思
を
高

め
る
活
動
、
③
女
性
が
活
躍

し
や
す
い
育
児
支
援
等
の
社

会
的
環
境
を
整
備
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
企
業
や
団
体
に
お
い
て
女
性
管
理
職
比
率
等
の

目
標
を
設
定
し
実
現
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

８
月
か
ら
、
県
内
の
企
業
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
自

主
的
な
宣
言
と
登
録
を
呼
び
か
け
、当
面
５
０
０
の
企
業
・

団
体
の
自
主
宣
言
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
で
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
佐
賀
県
で
も
、
平

成
26
年
１
月
に
「
女
性
の
大
活
躍
推
進
佐
賀
県
会
議
」
が

発
足
し
、
九
州
各
県
へ
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

◆◆  

お
わ
り
に

◆
　

平
成
26
年
４
月
25
日
に
、
男
女
共
同
参
画
会
議
が
開
催

さ
れ
、
基
本
問
題
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
の
佐
藤
博
樹

会
長
よ
り
、
本
報
告
書
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
男

女
共
同
参
画
会
議
は
、
政
府
に
お
い
て
、
女
性
の
活
躍
推

進
に
向
け
た
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
作
り
、
地
域
に

根
差
し
た
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
都

道
府
県
、
市
区
町
村
に
対
し
て
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

要
請
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
内
閣
府
で
は
、

本
会
議
決
定
を
受
け
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
取
り

組
み
の
一
層
の
推
進
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
津
々
浦
々
で
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
女
性
活
躍
の

た
め
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
女
性
の
活
躍

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

図５　ネットワーク構築のイメージ図

国

農林水
産団体

地域経
済団体
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融機関

男女セ
ンター

市区町村

都道府県

教育
機関

NPO 等

・男女担当部局
・経済担当部局
・農水担当部局
　　　　　   等

・経済産業局
・労働局  等

・商工会
・農協
・銀行  等

支援・情報提供等

人材、資金、ノウハウ
等の提供・共有

多様な主体による女性活躍支援ネットワーク

女性 企業

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
　

http://w
w

w
.gender.go.jp/

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局Facebook　
　

http://
w

w
w

.facebook.com
/danjokyodosankaku/
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「
食
と
い
え
ば
新
潟
！
」
の
イ
メ
ー
ジ
確
立
め
ざ
す

〜
湊
町
・
田
園
文
化
活
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
〜

新
潟
市
地
域
・
魅
力
創
造
部
長

新潟の食材。左上から時計回りに、南蛮えび、日本酒、
黒埼茶豆、ルレクチェ（洋梨の一種）

　
新
潟
市
っ
て
ど
ん
な
都
市
？

　

新
潟
市
は
平
成
17
年
の
大
合
併
を
経

て
、
平
成
19
年
に
本
州
日
本
海
側
初
の
政

令
指
定
都
市
と
な
り
８
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

約
81
万
人
が
暮
ら
し
、
高
速
道
３
路
線

や
上
越
新
幹
線
な
ど
の
陸
上
交
通
網
が
充

実
し
、
国
内
外
を
結
ぶ
拠
点
で
あ
る
国
際

空
港
、
国
際
港
湾
を
備
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
先
人
か
ら
引
き
継
ぐ
美
し
い
田
園

が
広
が
り
、
米
の
ほ
か
、
野
菜
、
果
物
、

畜
産
物
、
花
き
類
な
ど
、
農
畜
産
物
の
一

大
産
地
と
い
う
顔
も
併
せ
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
湊
町
と
し
て
栄
え
た
市
の
中

心
部
か
ら
ほ
ど
近
い
日
本
海
、
信
濃
川
・

阿
賀
野
川
の
両
大
河
、
さ
ら
に
（
県
外
の

方
が
上
手
く
書
け
な
い
こ
と
で
有
名
な

「
潟
」
が
続
き
ま
す
が
）
福
島
潟
、
鳥
屋

野
潟
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ

る
佐
潟
と
い
っ
た
多
く
の
水
辺
空
間
と
里

山
な
ど
の
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
挙
げ
る
と
「
い
ろ
い
ろ
揃
っ

て
い
る
新
潟
市
」
で
す
が
、
さ
て
県
外
の

皆
様
の
印
象
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
「
印
象
の
薄
い
ま
ち
」

　

県
外
の
方
々
か
ら
よ
く
お
聞
き
す
る

「
米
・
酒
・
雪
」
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
「
新

潟
県
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
て
お
り
、

新
潟
市
は
「
米
・
酒
」
は
と
も
か
く
「
雪
」

に
関
し
て
は
、
関
東
周
辺
で
異
常
と
も
い

え
る
降
雪
を
記
録
し
た
こ
の
冬
で
も
、
中

心
部
周
辺
に
除
雪
車
は
「
一
回
も
」
出
動

し
て
い
な
い
の
で
す
。

　

首
都
圏
在
住
者
を
対
象
と
し
た
あ
る

調
査
で
は
、「
北
海
道
に
行
き
た
い
で
す

か
？
」
へ
の
回
答
と
し
て
「
は
い
」
が
約

9
割
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
新
潟
市
に

行
き
た
い
で
す
か
？
」
の
回
答
は
「
わ
か

ら
な
い
」
が
約
半
数
で
し
た
。
ま
た
、
㈱

ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
２
０
１
３
」

に
よ
れ
ば
、
新
潟
市
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン

グ
は
１
７
２
位
と
、
他
の
政
令
市
や
日
米

修
好
通
商
条
約
に
よ
る
開
港
五
港
都
市

（
新
潟
の
ほ
か
、
函
館
、
横
浜
、
神
戸
、

長
崎
）
が
50
位
以
内
の
上
位
で
あ
る
こ
と

に
比
べ
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
本
市
で
も
従

来
の
「
定
住
促
進
」
に
加
え
「
交
流
人
口

の
増
加
」
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
は
県
外
の
方
か
ら
見

た
「
県
の
イ
メ
ー
ジ
に
埋
も
れ
る
新
潟

市
」、「
よ
く
わ
か
ら
な
い
新
潟
市
」
か
ら

抜
け
出
す
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

都
市
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
向
け
た
経
緯

　

こ
こ
十
数
年
間
に
多
く
の
地
方
都
市
が

た
ど
っ
た
中
心
市
街
地
衰
退
の
シ
ナ
リ
オ

を
本
市
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
く

取
り
組
み
は
衰
退
の
ペ
ー
ス
を
緩
や
か
に

す
る
に
と
ど
ま
り
、
平
成
21
年
に
は
つ
い

に
老
舗
百
貨
店
ま
で
も
が
撤
退
を
表
明
し

ま
す
。
こ
の
直
後
、
市
で
は
「
ま
ち
な
か

再
生
本
部
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
商
工
会

議
所
、
商
業
者
、
有
識
者
等
と
と
も
に
緊

急
対
策
の
実
施
や
中
長
期
の
展
望
と
取
り

組
み
の
方
向
性
を
議
論
し
ま
し
た
。
途

中
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
の

た
め
一
時
中
断
を
は
さ
み
ま
し
た
が
、
平

成
24
年
３
月
に
は
最
終
報
告
書
が
ま
と
め

ら
れ
、
端
的
に
い
え
ば
、
ミ
ニ
東
京
を
目

指
す
よ
う
な
開
発
型
の
再
生
で
は
な
く
、

本
市
の
持
つ
歴
史
や
文
化
に
根
ざ
し
た
魅

力
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
磨
き
上
げ
活

用
す
る
「
新
潟
市
ら
し
さ
の
追
究
・
発
揮
」

に
向
け
た
行
動
提
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
の
内
容
を
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
、
市
民
が
共
有
で
き
る
都
心
イ

メ
ー
ジ
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
構

築
の
啓
発
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度
に

地域
TOPICS
トピックス
TOPICS
トピックス

地域

加
藤
　
雅
之
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は
都
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

映
像
を
作
成
し
、Y

outube

新
潟
市
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

（「
新
潟
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」http://

w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=R

-_
JK

6M
nU

oQ
）

　
今
あ
る
魅
力
（
地
域
の
宝
）
を

　
ブ
ラ
ン
ド
に

　

ブ
ラ
ン
ド
化
と
そ
の
発
信
の
中
心
に
据

え
て
い
る
の
は
、
田
園
と
日
本
海
が
生
み

出
す
恵
み
と
、
湊
町
文
化
が
育
ん
で
き
た

「
食
文
化
」
で
す
。
こ
れ
を
国
内
外
に
発

信
し
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
食
文
化
（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）
分
野
に

申
請
し
、
平
成
26
年
内
の
認
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
「
ま
ち
あ
る
き
」
が
盛

ん
で
、
市
と
市
民
団
体
「
路
地
連
（
ろ
じ

れ
ん
）
新
潟
」
に
よ
る
『
新
潟
の
町
・
小

路
め
ぐ
り
』の
ま
ち
あ
る
き
の
仕
掛
け
は
、

２
０
１
３
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
だ
わ
り
の
味
・
食
の
ス

ポ
ッ
ト
や
、
県
内
外
に
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

「
新
潟
淡
麗　

に
い
が
た
酒
の
陣
」
な
ど

と
あ
わ
せ
、
気
軽
に
体
験
で
き
る
環
境
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
横
浜
野
毛
商
店
街
の
取

り
組
み
に
学
ん
で
実
施
し
た
「
古
町
花
街

（
ふ
る
ま
ち
か
が
い
）
ぶ
ら
り
酒
」、「
に

い
が
た
バ
ル
街
」
な
ど
「
夜
の
酒
と
食
」

の
イ
ベ
ン
ト
・
食
べ
歩
き
の
仕
掛
け
も
加

え
な
が
ら
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

首
都
圏
に
と
っ
て
「
よ
く
知
ら
な
い
ま

ち
」
か
ら
、
首
都
圏
を
は
じ
め
国
内
外
に

「
食
と
い
え
ば
新
潟
！
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

獲
得
す
る
た
め
に
、
今
後
も
、
食
へ
の
絶

対
の
自
信
を
ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
発
信
し
続

け
ま
す
。

　　

お
わ
り
に

　

こ
の
３
月
に
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
の
丸
の
内

地
下
中
央
口
付
近
に
て
「
う
ま
い
！　

は

す
ぐ
そ
こ
。新
潟
」と
い
う
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

を
掲
出
し
ま
し
た
。
ま
た
４
〜
６
月
に
展

開
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
も
連
動

し
、
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅
構
内
に
も
掲
出
。
本

市
だ
け
で
な
く
上
越
新
幹
線
沿
線
地
域
の

振
興
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
昨
年
か
ら
、
市
民
団
体
「
志
民

委
員
会N

-V
ision

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
新
潟
と
は
」
を
問

い
か
け
る
「W

hat's N
iiGA

T
A

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
お
り
、
街
の
な

か
に
登
場
し
た
巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
は
市
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

を
く
す
ぐ
る
と
と
も
に
、
新
潟
を

訪
れ
た
方
々
に
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、「
新
潟
市
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
倶
楽
部
（
事
務
局
：
新
潟
市
東

京
事
務
所
）」
で
は
、
主
に
首
都

圏
在
住
・
在
勤
の
新
潟
市
を
愛
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
を
対
象

に
、
新
潟
市
情
報
の
提
供
や
交
流

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
新
潟
市

を
愛
す
る
方
・
興
味
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！　

入
会

金
、
年
会
費
は
不
要
で
す
。
美
味

し
い
新
潟
を
堪
能
し
た
い
皆
様
の

ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

古
町
花
街
ぶ
ら
り
酒
。
女
性
に
も
好
評
で
、
運
が

良
け
れ
ば
お
座
敷
に
向
か
う
芸
妓
さ
ん
に
出
会
え

る
こ
と
も

W
hat's　

N
iiG
A
TA

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
ｉ
の
文
字

の
中
に
一
緒
に
入
る
と
結
ば
れ
る
…
と
い
う
都
市

伝
説
も

「
う
ま
い
！
は
す
ぐ
そ
こ
。
新
潟
」
ポ
ス
タ
ー
。

い
か
の
握
り
を
新
幹
線
に
見
立
て
た
デ
ザ
イ
ン
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テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
背
景
と
狙
い

　

佐
賀
県
で
は
、
今
、
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い

働
き
方
で
あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
核
と
し
た

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
革
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ダ
ボ
ス
会
議
の
国
際
男
女
格
差
レ
ポ
ー

ト
に
よ
る
と
、
日
本
は
世
界
１
３
６
カ
国

中
１
０
５
位
と
さ
れ
、
政
治
面
と
経
済
面

で
の
女
性
の
社
会
進
出
の
遅
れ
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
５
０
年
の
労

働
生
産
人
口
は
現
在
よ
り
40
％
減
少
す
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
住
民
か
ら
は
よ
り
迅
速
で
タ
イ

ム
リ
ー
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
声
が

日
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
県
民

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
て
い
く

た
め
に
、
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
た
め

に
は
、「
働
き
方
を
変
え
て
い
く
」
こ
と
、

も
ち
ろ
ん
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
働

き
方
を
変
え
、
働
く
時
間
が
短
く
て
も
業

務
の
効
率
化
を
通
じ
付
加
価
値
の
高
い
労

働
を
行
い
、
そ
の
効
果
を
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
解
決
策
の
一
つ
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯

  

佐
賀
県
で
は
、
平
成
20
年
１
月
か
ら
全

国
に
先
駆
け
在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。
対
象
者
は
当
初
は
育
児
・
介
護
中

の
職
員
で
し
た
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
業
務
継
続
計
画
の
策
定
を
機
に
、
平
成

22
年
10
月
か
ら
そ
の
要
件
を
撤
廃
し
、
誰

で
も
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
毎
年
20
人
前
後
の
利
用
は
あ
っ
た
も

の
の
、
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
こ
と
が
当
た
り

前
と
い
う
雰
囲
気
が
強
く
、
在
宅
勤
務
が

当
た
り
前
の
働
き
方
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

在
宅
勤
務
を
す
る
職
員
が
後
ろ
め
た
さ

を
感
じ
る
よ
う
な
状
態
や
、
週
１
回
だ
け

仕
事
を
切
り
分
け
て
家
で
で
き
る
仕
事
だ

け
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
広
が
り
ま
せ

ん
。
在
宅
勤
務
制
度
を
福
利
厚
生
と
と
ら

え
る
の
で
は
な
く
、
経
営
戦
略
と
し
て
と

ら
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
古
川
知
事
の
号
令
の
も
と
、

平
成
25
年
８
月
か
ら
管
理
職
に
週
１
回
の

在
宅
勤
務
を
実
施
す
る
よ
う
に
努

力
目
標
を
課
し
ま
し
た
。
管
理
職

か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
テ
レ
ワ
ー

ク
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
ま

た
、
総
合
庁
舎
等
を
活
用
し
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
県
内
11
カ

所
、
県
外
２
カ
所
（
東
京
、
大
阪
）

に
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

25
年
12
月
か
ら
は
本
庁
知
事
部
局

職
員
全
員
と
現
地
機
関
の
希
望
者

に
も
対
象
を
拡
大
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
並
行
し

て
、
平
成
25
年
８
月
か
ら
１
０
０

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布

し
、「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
推
進
実
証
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
同
年
５
月
に
庁
内
公

募
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
を
大
幅
に
超
え
る

１
９
６
台
分
の
応
募
が
あ
り
、
最
高
情
報
統

括
監
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
を
ト
ッ
プ
と
す
る
審
査
委

員
会
で
取
り
組
み
内
容
を
審
査
し
、
最
終
的

に
35
所
属
42
事
業
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
と
同
じ
仕
事
を
出
張
先
で
も

ど
こ
で
も
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

職
員
の
反
応

　

在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤

務
を
経
験
し
た
職
員
か
ら
は
、
色
々
な
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
親
の
介
護
を
し

テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く
ス
タ
イ
ル
を
変
革

～
業
務
を
効
率
化
し
、
質
の
高
い
労
働
へ
～

陣
内
　
清

佐
賀
県
統
括
本
部
情
報
・
業
務
改
革
課
業
務
改
革
担
当
係
長
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て
い
る
職
員
か
ら
は
、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
日
に
在
宅
勤
務
す
る
こ
と
で
、
送
迎

時
の
負
担
軽
減
に
な
っ
た
」と
い
っ
た
声
、

「
水
防
配
備
の
際
、
冠
水
等
に
よ
り
出
勤

が
困
難
な
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
サ

テ
ラ
イ
ト
勤
務
は
大
変
有
効
」
と
い
っ
た

声
、ま
た
特
に
遠
距
離
通
勤
者
か
ら
は「
通

勤
時
間
が
縮
減
で
き
て
非
常
に
助
か
る
」

と
い
っ
た
声
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
大
き
な
課
題
で
す

が
、
ま
ず
は
、
会
議
資
料
や
予
算
資
料
等

の
電
子
化
に
向
け
て
具
体
的
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用

し
て
、
か
な
り
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
の
で
、
職
場
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

に
マ
イ
ク
付
き
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
を
配
布
す

る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
で
は
、
例
え

ば
、「
生
産
者
等
へ
の
現
地
指
導
を
行
う

際
、
専
門
技
術
員
が
現
地
に
行
か
な
く
て

も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
テ
レ
ビ
電
話
機

能
を
活
用
し
、
現
場
の
状
況
の
把
握
や
普

及
員
へ
の
助
言
等
が
で
き
る
た
め
、
効
率

の
良
い
普
及
指
導
活
動
が
で
き
た
」
と
い

う
声
や
、「
こ
れ
ま
で
数
㌔
㌘
に
及
ぶ
参

考
資
料
を
持
参
し
て
い
た
現
地
検
査
業
務

が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
ひ
と
つ
で
済
む
よ

う
に
な
っ
た
」と
い
う
声
、「
業
務
終
了
後
、

速
や
か
に
報
告
書
が
作
成
で
き
、
直
行
直

帰
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、「
電
波
状
況
の
悪
い

と
こ
ろ
で
は
仕
事
が
中
断
し
て
し
ま
う
」

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
は
細
か
な
入
力
作

業
は
困
難
」
と
い
っ
た

声
が
あ
り
ま
し
た
。
電

波
状
況
に
つ
い
て
は
、

年
々
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
通
信
キ
ャ
リ
ア

の
今
後
一
層
の
努
力
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
細
か
な
入
力
作
業

が
必
要
な
場
合
に
は
、

軽
量
薄
型
の
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
を
活
用
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み

  

平
成
26
年
度
は
、
取

り
組
み
を
本
格
的
に
加

速
さ
せ
、
交
代
勤
務
等

一
部
所
属
を
除
き
全
職

員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

出
張
時
の
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
に
加
え
て
、

在
宅
勤
務
時
に
も
自
宅
Ｐ
Ｃ
で
よ
り
快
適

か
つ
安
全
に
仕
事
が
で
き
る
環
境
を
確
保

す
る
た
め
に
、
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
を
拡

張
し
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

１
０
０
０
台
規
模
で
導
入
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
環
境
を

整
え
、
迅
速
で
機
動
性
の
あ
る
働
き
方
を

実
現
さ
せ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
な
く
、

職
員
研
修
も
充
実
さ
せ
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
す
べ
く
、
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
の
変
革
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
、
場
所

や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
テ
レ
ワ
ー
ク
を

実
現
し
、
も
っ
と
現
場
に
行
っ
た
り
、
庁

内
外
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
つ
な
が
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
の
高
い
創

造
的
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
特
定
の
誰
か
の
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
ふ
つ
う
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
へ
」。

こ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

色
ん
な
事
情
に
あ
る
人
が
、
色
ん
な
働
き

方
が
出
来
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
も

つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
の
佐
賀
県
の
取
り

組
み
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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「
写
真
の
町
」、
東
川
町

　

東
川
町
は
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
人
口
は
７
９
５
４
人
（
平
成
25
年
11

月
現
在
）。
東
部
に
は
日
本
最
大
の
国
立

公
園
で
あ
る
「
大
雪
山
国
立
公
園
」
が
あ

り
、
北
海
道
の
峰
と
い
わ
れ
る
大
雪
山
連

峰
の
最
高
峰
・
旭
岳
（
２
２
９
１
㍍
）
の

玄
関
口
の
町
と
し
て
毎
年
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。

　

東
川
町
の
あ
る
上
川
地
区
は
寒
暖
の
差

が
激
し
い
盆
地
地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
良

質
米
が
と
れ
る
北
海
道
の
稲
作
地
帯
と
し

て
水
田
風
景
が
美
し
く
、
ま
た
、
水
源
地

で
も
あ
る
こ
の
町
は
大
雪
山
の
ミ
ネ
ラ
ル

を
含
む
豊
富
な
地
下
水
が
町
中
を
無
尽
蔵

に
流
れ
て
い
る
た
め
全
戸
地
下
水
を
飲
用

す
る
上
水
道
の
な
い
町
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
昭
和
60
年
に
写
真
の
被

写
体
と
な
る
の
に
恥
じ
な
い
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
「
写
真
の
町
」
を
宣
言

し
、
平
成
17
年
に
は
景
観
法
に
基
づ
く
景

観
行
政
団
体
に
な
る
な
ど
美
し
い
風
景
を

基
本
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。

　

移
住
・
交
流
関
連

　

事
業
の
状
況
と
課
題

　

本
町
で
は
、
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で

み
た
い
と
言
わ
れ
る
住
み
よ
い
環
境
を
目

指
し
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
、

地
場
産
業
の
育
成
、
都
市
住
民
と
の
交
流

促
進
を
は
じ
め
と
し
、
地
域
の
特
色
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
カ
ナ
ダ
・
ラ
ト
ビ
ア
・
韓
国
・
中

国
な
ど
と
の
国
際
交
流
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
２
０
０
９
年
か
ら
は
、
日

本
語
や
日
本
文
化
を
学
ぶ
短
期
留
学
生
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
今
ま
で
に
８
０
０

人
を
超
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て
は
、

定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
ら

ぬ
ま
で
も
、
都
市
部
と
の
交
流
人
口
を
拡

大
さ
せ
、
短
期
間
で
あ
っ
て
も
反
復
的
に

滞
在
す
る
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
こ
の
た
め
平
成

25
年
度
に
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活

性
化
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、「
ひ
が
し

か
わ de 

学
ぶ
！
・
働
く
！
」
事
業
を
実

施
し
た
。

　　

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施

　

こ
の
事
業
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」「
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
」を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

道
外
（
都
市
）
で
の
仕
事
や
大
学
で
の
授

業
を
自
然
豊
か
な
東
川
町
で
実
施
す
る
機

会
を
提
供
し
、
あ
わ
せ
て
本
町
の
住
民
と

の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
の
レ
ベ
ル
で
町（
地
方
）と
道
外（
都
市
）

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
寄
与
し
、
将
来

的
な
交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
と
し
て
実

施
し
た
。

　

平
成
25
年
７
月
29
日
に
東
川
町
入
り
し

た
滋
賀
県
立
大
学
を
皮
切
り
に
９
月
26
日

ま
で
、
社
会
人
（
３
人
）、
江
戸
川
大
学
、

日
本
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
千
葉
大
学

大
学
院
の
計
50
人
が
３
泊
４
日
〜
６
泊
７

日
の
日
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と

に
活
動
を
実
施
し
た
。

　

各
大
学
に
町
が
お
願
い
し
た
大
き
な
検

討
テ
ー
マ
は
移
住
・
交
流
を
中
心
と
す
る

東
川
町
の
活
性
化
策
。
ほ
と
ん
ど
の
大
学

は
滞
在
最
終
日
に
、
報
告
会
で
町
職
員
や
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〜
日
大
、
青
学
大
な
ど
５
大
学
を
受
け
入
れ
〜

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
北
海
道
東
川
町
）

北
海
道
上
川
郡
東
川
町
定
住
促
進
課
長

平
田
　
章
洋

　
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体

的
に
実
施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は

平
成
25
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
北
海
道
東
川
町
の
取
り
組
み
を
同
町
定
住
促
進

課
長
の
平
田
章
洋
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

交
流
人
口
増
に
向
け
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
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町
民
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
使
っ
て

自
分
た
ち
の
成
果
を
説
明
す
る
形
を
取
っ

て
い
た
が
、
鈴
木
教
授
が
率
い
る
江
戸
川

大
学
は
、
８
人
の
学
生
に
加
え
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
三
木
俊
一
さ
ん
（
文
京
図
案
室

取
締
役
）、
写
真
家
砺
波
周
平
さ
ん
（
フ

リ
ー
）、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
是
方
法
光
さ

ん
（
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
社
会

人
３
人
も
同
行
。
学
生
の
指
導
及
び
講
演

会
の
講
師
を
務
め
る
と
と
も
に
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
実
際
に
体
験
す
る
実
証

実
験
も
行
っ
た
。

　

事
業
の
成
果

　

今
回
、
社
会
人
及
び
５
大
学
を
受
け
入

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
首
都
圏
に
東
川
町
の

魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
道
外（
都
市
）

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
交
流
人
口
の

増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
江
戸
川
大
学
及
び
社
会
人
が
制

作
し
た
「
移
住
促
進
用
写
真
帳
」「
移
住

促
進
ポ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
10
月
16

日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
移
住
フ
ェ
ア
、

今
年
１
月
19
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
た
移
住
フ
ェ
ア
で
、
東
川
町
の

魅
力
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
活

用
し
、
移
住
相
談
者
か
ら
も
好
評
で
あ
っ

た
。

　

複
数
の
大
学
及
び
社
会
人
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
写
真
帳
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
お
土

産
を
買
う
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
撮
っ
た

写
真
で
た
っ
た
一
つ
の
お
土
産
を
つ
く
ろ

う
。
思
い
出
は
持
ち
帰
る
だ
け
で
な
く
カ

タ
チ
に
し
て
こ
の
町
に
置
い
て
ゆ
こ
う
。

旅
人
か
ら
旅
人
へ
、
み
ん
な
で
共
有
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
も
の
で
、
本
町
に
は
、

思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
く
な
る
、

い
つ
ま
で
も
記
憶
に
と
ど
め
て
お
き
た
い

風
景
、
産
物
、
人
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い

う
共
通
理
解
が
あ
り
、
そ
う
し
た
思
い
出

を
単
に
「
買
う
」
の
で
は
な
く
、「
つ
く
る
」

と
い
う
新
し
い
お
土
産
の
カ
タ
チ
を
、「
写

真
の
町　

東
川
町
」
か
ら
始
め
よ
う
と
い

う
提
案
だ
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
展
開

　

今
回
、
受
け
入
れ
た
各
大
学
と
も
今
年

度
以
降
も
継
続
的
に
実
施
し
た
い
意
向
が

あ
り
、
本
町
と
し
て
も
今
年
度
以
降
も
新

規
の
受
け
入
れ
を
含
め
、
継
続
的
に
実
施

す
る
。
ま
た
今
回
、
各
大
学
か
ら
提
案
を

受
け
た
企
画
案
の
う
ち
、
複
数
の
大
学
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
思
い
出
の
写
真
帳
の
制

作
、撮
影
ポ
イ
ン
ト
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
本
町
に
訪
れ
る
旅
行
者
に
対
し

て
試
験
的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
拠
点
に
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
本
格
参
入
し
て
く
る
企
業

や
大
学
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
町
の
公
共

施
設
や
町
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
を

利
活
用
し
、
交
流
人
口
増
加
並
び
に
活
性

化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

青山学院大学の成果報告会千葉大大学院の成果報告会

移住定住促進のための写真帳 江戸川大学学生と社会人が制作した移住定住促進用ポスター



　

高
知
県
中ち

ゅ
う
げ
い芸

地
区
は
、
高
知
県
の
東

部
に
位
置
し
、
海
岸
部
の
奈
半
利
町
、
田

野
町
、
安
田
町
と
山
間
部
の
北
川
村
、
馬

路
村
の
３
町
２
村
か
ら
な
り
、
温
暖
多
雨

な
気
候
と
山
、
海
、
川
の
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
地
区
で
あ
る
。

　

平
野
部
で
は
野
菜
栽
培
、山
間
部
で
は
、

馬
路
村
・
北
川
村
と
も
に
、
ゆ
ず
の
栽
培

が
盛
ん
で
、
近
年
は
ゆ
ず
の
加
工
製
品
の

製
造
・
販
売
が
大
き
な
産
業
と
な
っ
て
い

る
。

　

中
芸
地
区
の
山
間
部
は
、
温
暖
多
雨
の

気
候
が
樹
木
の
生
育
に
適
し
、
古
く
は
林

業
が
栄
え
、「
魚や

な
せ
す
ぎ

梁
瀬
杉
」
に
代
表
さ
れ

る
良
材
が
多
く
産
出
さ
れ
た
。
か
つ
て
は

中
芸
地
区
一
帯
を
結
ぶ
総
延
長
４
０
０
㌔

の
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
が
走
っ
て
お
り
、
現

在
で
も
森
林
鉄
道
遺
産
と
し
て
当
時
の
ト

ン
ネ
ル
や
橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ
う
）
な
ど

の
遺
構
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
遺
産
の
保

存
と
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
進
め
る

「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
を
保
存
・
活

用
す
る
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
会
長
の
清

岡
博
基
（
き
よ
お
か
・
ひ
ろ
も
と
）
氏
の

お
話
を
交
え
な
が
ら
紹
介
す
る
。

も
う
一
度
、
森
林
鉄
道
を
！

　

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
は
明
治
44
年
に
田
野

～
馬
路
間
が
開
通
し
、
順
次
延
長
さ
れ
て

い
っ
た
（
森
林
鉄
道
路
線
図
を
参
照
）。

木
材
を
搬
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

で
暮
ら
す
住
民
た
ち
の
唯
一
の
交
通
機
関

で
も
あ
り
、
生
活
物
資
や
文
化
ま
で
も
運

ん
だ
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
魚
梁
瀬
ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
集

落
移
転
や
車
道
整
備
の
進
展
に
よ
っ
て
、

廃
線
が
決
定
。
昭
和
38
年
に
半
世
紀
に
わ

た
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

廃
線
か
ら
歳
月
が
経
つ
に
つ
れ
、
地
域

住
民
の
間
で
森
林
鉄
道
を
懐
か
し
む
声
が

出
始
め
、
一
台
だ
け
残
っ
て
い
た
「
野
村

式
Ｌ
69
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
」
の
修
復

計
画
が
村
を
あ
げ
て
動
き
出
し
た
。
清
岡

氏
は
、
当
時
を
振
り
返
り
、「
普
段
か
ら

見
慣
れ
て
い
る
森
林
鉄
道
の
遺
産
と
し
て

の
価
値
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ

り
も
、
こ
の
地
域
の
生
活
に
深
く
か
か

わ
っ
て
い
た
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
を
も
う
一

度
走
ら
せ
た
い
と
い
う
思
い
の
方
が
強

か
っ
た
」
と
話
す
。

　

平
成
３
年
に
は
、
魚
梁
瀬
丸
山
公
園
内

に
軌
道
が
敷
設
さ
れ
、
か
つ
て
の
機
関
車

が
再
び
走
り
出
し
た
。
そ
の
後
、
馬
路
地

区
に
も
鉄
道
を
と
の
声
が
高
ま
り
、
平
成

６
年
に
は
３
分
の
２
の
サ
イ
ズ
に
縮
小
し

た
ポ
ー
タ
ー
型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

が
、
さ
ら
に
は
平
成
７
年
に
は
木
材
搬
出

用
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
水

力
式
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
作
ら
れ
、
現
在
で

も
日
曜
・
祝
日
や
夏
休
み
期
間
中
に
馬
路

温
泉
前
で
こ
の
復
元
さ
れ
た
機
関
車
が
多

く
の
観
光
客
や
鉄
道
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ

　
高
知
県
中
芸
地
区

～
重
要
文
化
財
、
貴
重
な
観
光
資
源
に
～
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て
い
る
。

　

全
国
的
に
森
林
鉄
道
が
注
目
さ
れ
る

中
、
平
成
12
、
13
年
度
に
実
施
さ
れ
た
文

化
庁
と
高
知
県
に
よ
る
近
代
化
遺
産
調
査

で
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
遺
産
の
ト
ン
ネ
ル
や

橋
梁
の
存
在
が
注
目
さ
れ
、
中
芸
地
区
5

町
村
の
共
通
の
歴
史
遺
産
と
し
て
、
ま
た

５
町
村
が
連
携
し
て
取
り
組
め
る
地
域
資

源
と
し
て
森
林
鉄
道
遺
産
を
保
存
・
活
用

し
て
い
こ
う
と
、
平
成
17
年
に
「
中
芸
地

区
森
林
鉄
道
遺
産
を
保
存
・
活
用
す
る
会
」

（
以
下
「
保
存
会
」
と
い
う
）
が
結
成
さ

れ
た
。

国
の
重
要
文
化
遺
産
に
指
定

　

保
存
会
は
、
遺
産
の
現
状
を
把
握
し
、

そ
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
の
歴
史
や
林
鉄
時
代
の
地
域

の
生
活
等
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
の

ほ
か
、
当
時
の
写
真
等
の
資
料
収
集
を
始

め
た
。

　

さ
ら
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財

機
構
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
」
に
委
託
し
、

専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
。
こ
の

調
査
結
果
を
受
け
て
、
平
成
21
年
２
月
に

は
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
遺
産
９
件
が
経
済
産

業
省
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
に
認
定
さ
れ

た
。
ま
た
同
年
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど

18
の
遺
産
が
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を

受
け
た
。
五
つ
の
町
村
に
わ
た
る
広
域
で

の
重
要
文
化
財
指
定
は
全
国
初
で
あ
っ
た
。

鉄
道
遺
産
活
用
し
、

多
様
な
イ
ベ
ン
ト

　

重
要
文
化
財
の
指
定
を
契
機
に
、
保
存

会
で
は
、
森
林
鉄
道
遺
産
を
地
域
資
源
と

し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
、
遺
産
周
辺
環

境
の
整
備
、
遺
産
情
報
の
収
集
・
整
理
、

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
製
、
ガ
イ

ド
の
養
成
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
な

ど
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
整
備
を
本
格

的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

平
成
21
年
に
は
、
重
要
文
化
財
指
定
を

記
念
し
て
「
森
林
鉄
道
を
高
知
の
宝
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
森
林
鉄
道
遺
産
を
ど
の
よ

う
に
後
世
に
残
し
て
い
く
か
、
ま
た
地
域

資
源
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

か
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
地
元
ガ
イ
ド
に
よ
る
森
林
鉄

道
遺
産
の
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
が
、

こ
う
し
た
保
存
会
の
活
動
は
、「
地
域
住

民
に
と
っ
て
も
森
林
鉄
道
や
魚
梁
瀬
の
歴

史
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」（
清
岡
会
長
）
と
い
う
。

　

さ
ら
に
平
成
23
年
に
は
、
魚
梁
瀬
森
林

鉄
道
開
通
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。軌
道
跡
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

森
林
鉄
道
の
遺
構
で
あ
る
ト
ン
ネ
ル
を
交

流
の
場
に
活
用
し
た
「
隧
道
カ
フ
ェ
」、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
記
念
グ
ッ
ズ
の
作

製
等
、
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
こ
の
う
ち
「
隧
道
カ
フ
ェ
」
は
、
夏

は
涼
し
く
快
適
で
、
音
響
も
良
い
こ
と
か

ら
、
地
域
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
が
演
奏
を
行

う
な
ど
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
定
期

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
平
成
24
年
に
は
、
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
と
同
じ
よ
う
に
狭
軌
の
鉄
道
遺
産

を
保
存
・
活
用
し
て
い
る
全
国
各
地
の
グ

ル
ー
プ
を
招
待
し
、「
せ
ま
い
線
路
サ
ミ
ッ

トin

高
知
」
を
開
催
し
た
。
１
泊
２
日

の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
企
画
し
、
参
加
団
体
と

線
路
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
、
活
動
団

体
や
鉄
道
フ
ァ
ン
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

多
く
の
人
々
の
想
い
を
乗
せ
て

　

保
存
会
で
は
毎
月
１
回
、会
合
を
開
き
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

て
い
る
。
今
年
度
は
、
当
時
の
記
録
や
資

料
を
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
て
い
く
と
と

も
に
、
森
林
鉄
道
遺
産
を
巡
る
フ
ッ
ト
パ

ス
の
整
備
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
。

　

中
芸
地
区
は
五
つ
の
町
村
に
ま
た
が
っ

て
い
る
た
め
、
各
自
治
体
に
存
在
す
る
遺

産
も
異
な
り
、
保
存
・
活
用
方
法
に
つ
い

て
の
意
識
の
違
い
等
か
ら
合
意
形
成
に
苦

労
す
る
こ
と
も
多
い
が
、清
岡
会
長
は「
観

光
資
源
と
し
て
の
活
用
方
法
を
行
政
と
住

民
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
」

と
言
う
。

　

保
存
会
の
活
動
の
原
点
に
も
な
っ
た

「
森
林
鉄
道
を
も
う
一
度
走
ら
せ
た
い
」

と
い
う
地
域
の
人
々
の
強
い
思
い
が
な
け

れ
ば
、
鉄
道
遺
産
の
当
時
の
様
子
を
知
る

手
が
か
り
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。「
走
ら
せ
よ
う
」か
ら
始
ま
っ

た
、
森
林
鉄
道
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
々
の
想

い
を
〝
乗
せ
て
〟
走
り
続
け
て
い
く
に
違

い
な
い
。

編
集
委
員　

●　

岡
野
　
衣
里

馬
路
村
に
あ
る
五
味
隧
道

森
林
鉄
道
の
模
型



　

福
島
県
と
福
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、

去
る
４
月
12
日
、
原
発
事
故
な
ど
に
よ
る

風
評
の
一
日
も
早
い
払
拭
と
本
県
の
イ

メ
ー
ジ
回
復
を
図
る
た
め
、
首
都
圏
に
お

い
て
、
全
国
に
誇
る
日
本
酒
、
果
物
、
菓

子
を
は
じ
め
と
す
る
特
産
品
や
工
芸
品
等

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
四
季

折
々
の
多
彩
な
観
光
情
報
、
米
の
全
量
全

袋
検
査
等
の
食
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
取
り
組
み
な
ど
、
復
興
に
向
か
う
「
ふ

く
し
ま
の
今
」
を
発
信
す
る
情
報
発
信
拠

点
「
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館 M

ID
ET

T
E

（
ミ
デ
ッ
テ
）」
を
日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

名
称
は
、
全
国
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い

た
７
３
０
件
の
中
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

日
本
橋
に
あ
る
福
島
県
の
情
報
発
信
拠
点

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
橋
ふ
く
し
ま

館
」
と
命
名
。
愛
称
を
「
見
て
ね
、
来
て

み
て
ね
」
と
い
っ
た
「
お
誘
い
の
気
持
ち
」

を
福
島
の
方
言
的
表
現
で
「M

ID
ET

T
E

（
ミ
デ
ッ
テ
）」
と
し
ま
し
た
。

　

復
興
へ
の
思
い
を
デ
ザ
イ
ン
に

　

店
舗
入
り
口
前
の
ビ
ル
の
「
柱
」
は
、

木
組
み
が
重
な
っ
て
上
に
い
く
に
つ
れ
て

広
が
る
意
匠
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

震
災
か
ら
復
興
に
向
け
て
一
歩
一
歩
、
着

実
に
進
む
福
島
県
民
の
取
り
組
み
が
い
つ

か
花
開
く
、
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
木
組
み
を
構
成
す
る
県
産
木
材

の
パ
ネ
ル
１
８
２
枚
の
裏
面
に
は
、
１
枚

１
枚
に
県
民
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て

お
り
、「
復
興
に
向
け
た
思
い
」、「
支
援

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
」、「
ふ
く
し
ま

の
自
慢
」な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。メ
ッ

セ
ー
ジ
の
内
容
は
、
館
内
で
展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

店
頭
に
は
、催
事
コ
ー
ナ
ー
・
実
演
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
市
町
村
・
農
商
工
団
体
等

に
よ
る
観
光
・
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

季
節
に
応
じ
た
催
事
等
の
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
を
年
間
を
通
じ
て
開
催
す
る
こ
と
で
、

来
場
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
と
の
顔
の
見

え
る
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
果
物
・
野
菜
を
販
売
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
は
、米
の
全
量
全
袋
検
査
や
果
物
・

野
菜
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
様
子
、

生
産
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
映
像
を
放

映
し
、
安
心
し
て
県
産
食
品
を
ご
購
入
い

た
だ
け
る
よ
う
、
安
全
確
保
の
取
り
組
み

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

飲
食
・
交
流
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
福
島
県

内
の
郷
土
料
理
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
等
を
事
業

者
が
交
替
で
提
供
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ

な
が
ら
、
隣
接
の
県
内
各
地
の
観
光
・
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
復
興
に
向
か
う
「
ふ
く
し

ま
の
今
」
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
「
ふ
く
し
ま
の
今
」、「
ふ
く
し
ま
の
魅

力
・
元
気
・
活
力
」
を
発
信
す
る
「
日
本

橋
ふ
く
し
ま
館 M

ID
ET

T
E

」
を
ぜ
ひ

見
で
っ
て
く
な
ん
し
ょ
〜
。
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常
陸
太
田
市
は
茨
城
県
北
部
に
位
置
し
、
北
は
福
島
県
に
接
し

て
い
ま
す
。
市
の
総
面
積
は
３
７
２
平
方
㌔
で
、
茨
城
県
全
体
の

６
・
１
％
を
占
め
、
南
北
40
㌔
、
東
西
15
㌔
の
広
が
り
を
も
ち
茨

城
県
内
で
一
番
広
大
な
市
で
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
と
古
く
か
ら

続
く
歴
史
と
文
化
に
あ
ふ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
か

ら
約
４
７
０
年
間
は
、
県
北
地
方
一
帯
を
支
配
し
た
、
常
陸
の
豪

族
、
佐
竹
氏
の
本
拠
地
と
し
て
繁
栄
し
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、

水
戸
黄
門
こ
と
徳
川
光
圀
公
が
晩
年
を
過
ご
し
た
西
山
荘
や
水
戸

徳
川
家
歴
代
藩
主
の
墓
所
で
あ
る
瑞
龍
山
な
ど
が
あ
り
、
市
内
各

所
に
歴
史
や
文
化
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
史
跡
等
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
常
陸
太
田
市
は
、
平
成
16
年
12
月
に
金
砂
郷
町
、
水
府

村
、
里
美
村
と
合
併
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
今
年
で
合
併

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
市
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、
観
光

交
流
客
数
も
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
回
復
の
た
め
に

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
３
月
よ
り
、
美
し

い
Ｖ
字
型
の
渓
谷
で
あ
る
竜
神
峡
に
か
か
る
、
本
州
一
の
長
さ
を

誇
る
３
７
５
㍍
の
歩
行
者
専
用
橋
「
竜
神
大
吊
橋
」
で
、
高
さ
日

本
一
と
な
る
１
０
０
㍍
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を
始
め
ま
し
た
。

四
季
折
々
の
姿
を
変
え
る
景
観
の
中
で
の
日
本
一
の
バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
ン
プ
は
誘
客
の
目
玉
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
「
農
林
畜
産
業
の
振
興
」
と
「
交
流
人
口
拡
大
」

を
め
ざ
し
、
防
災
機
能
も
有
す
る
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
、
直
売

所
・
情
報
物
産
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
加
工
所
、

体
験
ほ
場
を
備
え
た
複
合
型
交
流
拠
点
施
設
（
道
の
駅
）
を
、
平

成
28
年
度
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
整
備
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
の
抱
え
る
最
も
重
要
な
課
題
が
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
で
す
。
本
市
は
少
子
化
・
人
口
減
少
が
予
想
を
上
回
る

速
度
で
進
行
し
て
お
り
、
合
併
時
６
万
人
を
超
え
て
い
た
人
口
が

５
万
３
３
０
９
人 (

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
に
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
人
口

を
維
持
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
の
認
識
の
も
と
、
人
口
減
少
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
人
口
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
又
は
増
加
さ
せ
る
か

を
真
剣
に
考
え
、対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

主
に
若
者
を
対
象
と
し
た
定
住
へ
の
経
済
的
支
援
や
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の
整
備
に
よ
り
他
地
域
か
ら
人
を
呼
び

込
め
ば
、
短
期
的
に
は
人
口
の
奪
い
合
い
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種

の
若
者
支
援
策
は
、
住
民
の
子
ど
も
を
産
み
育
て
よ
う
と
い
う
意

欲
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
同
様
の
取
り
組
み
が
他
自
治
体
へ
も

広
が
れ
ば
、
長
期
的
に
日
本
全
体
の
出
生
数
の
増
加
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
当
市
と
し
て
も
、
茨
城
県
及
び
日
本
全
体
の

人
口
の
維
持
に
寄
与
す
る
と
い
う
大
き
な
視
点
で
積
極
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
者
の
就
労
、

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
や
子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
を
総
合
的
に
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
な
出
生
率
の
向
上
に
寄
与
で
き
る

と
期
待
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
企
業
立
地
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
し
て
奨
励
・

優
遇
制
度
を
創
設
・
活
用
し
て
、
市
内
の
工
業
団
地
等
へ
企
業
を

誘
致
し
雇
用
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
将
来
を
担
う
若
者

が
定
住
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、「
子
育
て
上
手　

常
陸
太
田
」を
市
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
に
掲
げ
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
新
婚
家

庭
に
対
す
る
月
額
２
万
円
の
家
賃
助
成
や
子
育
て
世
帯
等
が
住
宅

取
得
し
た
場
合
の
助
成
（
新
築
20
万
円
）
な
ど
の
定
住
・
移
住
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
設
の
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｏ

Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
の
運
営
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
第
三
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

更
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
88
名
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
子
育
て

上
手
常
陸
太
田
推
進
隊
」（
隊
長
：
市
長
）
の
皆
さ
ん
や
、案
内
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
じ
ょ
う
づ
る
さ
ん
」（
子
育
て
上
手
常
陸
太
田
推
進

隊
宣
伝
部
長
）
が
、
市
の
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
、
少
子
化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

常陸太田市長 大久保　太一 

「子育て上手　常陸太田」で
総合的な少子化・人口減少対策を
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185吹田市

大
阪
府

吹田市は大阪府の北部に位置し、古くか
ら交通の要衝として発展してきまし

た。とりわけ鉄道網に関して、古くは吹田操車
場が 1923 年の開業以来、「東洋一の操車場」
と称えられ、現在はその跡地に吹田貨物ターミ
ナル駅が開業しています。市内にはこのほかＪ
Ｒ西日本、阪急電鉄、大阪高速鉄道（モノレール）、
北大阪急行電鉄、大阪市営地下鉄が乗り入れて
おり、その駅数は 15になります。道路網では
新御堂筋で大阪市内の中心部に直結し、名神高
速道路、中国自動車道、近畿自動車道が吹田ジャ
ンクションで結節しています。大阪国際空港や
新幹線の新大阪駅にも近く、遠隔地との交通の
便に優れています。
　また、万博記念公園をはじめとする豊富な都
市公園や充実した医療体制、そして今後も万博
記念公園南側エリアにおけるサッカースタジアムの建設やエキスポランド跡地の再開発など、多彩なプロジェクトが目白押し
となっており、吹田市はまさに魅力あふれるまちです。住んでみたい、訪れてみたいと多くの方々から選ばれる、そんなまち
を目指しています。

47

万博記念公園太陽の塔　1970年に開催された日本万国博覧会には国内外から
約 6400万人が訪れた。現在でも日本庭園など当時の施設の一部が残っている

アサヒビール吹田工場　吹田市はアサヒ
ビール創業の地。予約すれば工場の一部
の見学が可能

吹田まつり　吹田市最大級のイベント。パレー
ドや「好いたおどり」など、市内各所で様々な
催しが行われる（写真はだんじり曳航の様子）

ガンバ大阪　プロサッカーチーム・ガンバ大阪
のホームスタジアムである万博記念競技場では
サポーターの熱気があふれる

三色彩道　吹田を代表する紅葉の名所。春から
初冬にかけて緑、黄、赤と三色に移り変わる様
子から名付けられた

吹田くわい　なにわの伝統
野菜の一つで、古くは京都
御所にも献上されていた

すいたん　吹田くわいがモチー
フとなった吹田市のイメージ
キャラクター。市内で開催され
るイベントで活躍中！

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〜
交
通
の
利
便
性
が
自
慢
で
す
〜

吹
田

ⒸＧＡＭＢＡ　ＯＳＡＫＡ



地域再生実践塾開催のお知らせ

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

482014・６月号地域づくり

開催趣旨
　高知県西部、「最後の清流」と呼ばれた四万十川の中流域で展開される、地元発着型産業づくり。
　四万十川の地域資源を発掘し、見直しながら、新しい価値観を生み出すことが大事だと考えています。
　地域に住む人達が丹精込めて作った産物に「光」をあて、今までと異なる考え方の視点を加えることにより、地域の生き方や風景が見
えてきます。これまでの商品に少し手を加えることにより、雇用の場が生まれ、流通や情報発信の手段を開発することで、その光が更に
輝き四万十川ブランドとして全国に認知されます。
　その商品を買っていただいた方が、四万十川を訪れることになれば、消費者と地元との「顔が見えるおつきあい」が始まります。それ
を繰り返すことで、新しい「旅」と「産業」が生まれ、人材が育ち、やりとりの技術も向上し、ブランドそのものの向上にもつながると
考えています。この四万十で生まれたビジネスを「ここにあるモノ」と「ここにいる人」と共に考えてみたいと思います。

　現在、地域再生実践塾第 1 回の参加者を募集しております。ご
興味をお持ちの方は、是非お早めにお申込みをお願いいたします。
　主任講師および講義やパネルディスカッションのご登壇者は、
右記の方々です。ご参加のご検討、よろしくお願いいたします。
　『地域コミュニティの再生』
　〜中心市街地と郊外住宅地からコミュニティ再生術を学ぶ〜
開催日：平成 26 年７月３日（木）〜７月４日（金）　
会　場：八王子市学園都市センター
　　　　（八王子市旭町９番１号八王子東急スクエア 12 階）

主 任 講 師 ：大妻女子大学　教授　炭谷　晃男　氏
登  壇  者 ：
　①八王子市　協働推進課　　
　② NPO 法人 NPO フュージョン長池	 理事長　富永　一夫 氏
　③うさぎや株式会社	 代表取締役　小俣　能範 氏
　④きよぴー & とまと	 事務局　片貝　剛　 氏
　⑤ NPO 法人からまつ	 理事長　佐藤　英二 氏
※問い合わせ先および申込方法等は第２回地域再生実践塾の記事
をご参照願います。

平成26年度　地域再生実践塾　第２回　高知県四万十町
『地域ブランドを活かした商品開発〜いなかビジネス教えちゃる〜』
　　　平成26年７月 23日（水）〜７月25日（金）
　　　会場：四万十町十和地域振興局（高知県高岡郡四万十町十川145番地３）

【主任講師】

株式会社四万十ドラマ
代表取締役　畦地　履正　氏

昭和 39 年　四万十町（旧十和村）生まれ
昭和 58 年　高知県立東高等学校卒業、同年通信関連企業

に就職
昭和 62 年　十川農協 ( 現高知はた農協 ) に就職
平成  6 年　四万十川流域町村（旧大正町、旧十和村、旧

西土佐村）が出資した第三セクター「株式会社四万十ド
ラマ」に就職

平成 19 年　代表取締役社長就任、四万十町より指定管理
をうけ「道の駅四万十とおわ」を運営　現在に至る

【開催日程】
・第１日目	 ７月23日（水）
13:30 〜	 開講式・オリエンテーション
13:45 〜	 Lecture1　総論・問題提起「なぜ商品開発なのか？」
		  　主任講師：畦地 履正 氏
14:15 〜	 Lecture2　四万十ドラマの商品開発
		  　主任講師：畦地 履正 氏
15:30 〜	 Lecture3　しまんと茶の商品化
		  　特別講師：岡峯 久雄 氏（合同会社広井茶生産組合代表社員）
16:30 〜	 Lecture4　商品開発デザイン
		  　特別講師：迫田 司 氏（サコダデザイン株式会社代表取締役）
・第２日目	 ７月24日（木）
  9:00 〜	 Lecture5　フィールドワークの説明
		  　主任講師：畦地 履正 氏
		  Field Work　栗園視察　
		  　主任講師：畦地 履正 氏
12:00 〜	 昼食
13:00 〜	 GroupWork　商品開発プラン作成
		  　主任講師：畦地 履正 氏
17:00 〜　Lecture6　商品開発
		  　特別講師：桐島 正一 氏・美郷 氏 ( 桐島畑 )
・第３日目	 ７月25日（金）
 9:00 〜	 Group Work2　商品開発プラン発表・講評等
		  　主任講師：畦地 履正 氏
11:15 〜	 Lecture7　商品開発
		  　主任講師：畦地 履正 氏
11:50 〜	 閉講式

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、NPO など、
地域再生に取り組んでいる方

■募集人員　40 名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食

代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。
　＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
　　お問い合わせは地域支援課（03-5202-6137）へ

　地域づくり団体全国協議会は、地域づくり団体の活動を応援する助成事業「地域づくり団体活動支援事業」を行っています。
　都道府県協議会及び地域づくり団体が行う研修会、講習会等への講師招へいに要する経費（謝金及び旅費）に対して助成します。謝金・
旅費各 10 万円、計 20 万円が上限です。
　助成の申請は、研修会等の開催２ヶ月前まで随時受け付けています。
　申請手続きの詳細については、地域づくり団体全国協議会のホームページをご覧いただくか、お住まいの地域の「地域づくり団体都
道府県協議会」にお問い合わせください。

（ホームページ URL）http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/dantai/dantai.htm

「地域づくり団体活動支援事業（助成事業）」をご活用ください。

平成26年度　地域再生実践塾　第１回　東京都八王子市　参加者募集中！！



▼
今
月
号
は
地
域
経
済
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
む
女
性
の
姿
を
特
集
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
潜
在
的
に
大
き
な
力
を
秘
め
て

い
る
女
性
た
ち
の
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
は
、
豊
か
な

経
済
社
会
を
維
持
し
て
い
く
上
で
も
極
め
て
重
要
で

す
。
こ
の
た
め
政
府
も
女
性
の
活
用
を
成
長
戦
略
の
一

つ
に
掲
げ
、
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
特
集
の
事
例
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で

す
が
、
幅
広
い
年
代
の
女
性
た
ち
が
す
で
に
全
国
各
地

で
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
や

観
光
振
興
、
地
域
お
こ
し
や
農
林
漁
業
の
振
興
な
ど
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
と
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
粘
り
強

い
実
行
力
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
姿
は
輝
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
女
性
た
ち
が
今
後
、
社
会
の
有

り
様
を
大
き
く
変
え
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
更

な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
で
「
地
域
づ
く
り
」
は
今
月
号
で
通
巻

３
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
来
年
で
当
セ
ン
タ
ー
も
創

立
30
周
年
に
な
り
ま
す
が
、
当
誌
は
セ
ン
タ
ー
設
立
以

来
発
行
を
続
け
、
一
つ
の
節
目
に
到
達
し
た
と
言
え
ま

す
。
過
去
の
特
集
テ
ー
マ
を
振
り
返
る
と
、そ
の
時
代
、

そ
の
時
代
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
地

域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
な
お
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
地
域
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
よ
う
情

報
誌
「
地
域
づ
く
り
」
の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
堀
）

★日本橋プラザビルイベントスペース

●６月19日（木）～20日（金）
　鶴ヶ島市（埼玉県）
　『脚折雨乞（すねおりあまごい）行事・鶴ヶ島
　新茶　キャンペーン』
●６月23日（月）
　東根市（山形県）
　『果樹王国ひがしね　さくらんぼキャンペーン
　中央区さくらんぼまつり』
●６月30日（月）～７月１日（火）
　華やいで大阪・南泉州観光キャンペーン推進
　協議会（大阪府）
　『とことん南泉州観光キャンペーンキャラバン』

●７月17日（木）～18日（金）
　福岡県観光推進協議会
　『「よかとこ、福岡」キャンペーン』
●７月24日（木）～25日（金）
　山梨県
　『富士の国やまなしフェア』
●７月30日（水）～31日（木）
　米沢市観光キャンペーン推進協議会（山形県）
　『上杉の城下町米沢　観光キャンペーン』

６月

EVENT CORNER

（写真）
1 ４月２日（水）～３日（木）
 　長浜市（滋賀県）
2 ４月17日（木）藤岡市（群馬県）
3 ４月 24日（木）～25日（金）
 　鹿児島県
4 ４月 30日（水）～５月１日（木）
 　上士幌町観光協会（北海道）

７月

【
編
集
後
記
】

【
７
月
号
予
告
】

特
集
＝「
森
林
・
林
業
再
生
と
地
域
の
活
性
化
」（
仮
）

イベント
予定
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東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13階 電話 03-5202-6131（代）http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
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特集 ■ 女性が活躍する地域づくり

地
域
づ
く
り
６
月
号
（
通
巻
３
０
０
号
）
特
集　

女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り　

平
成
26
年
６
月
1
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行


